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　夏げ至し祭の一日目は、雲ひとつない晴天となった。

　会場となる大広間には多くの侍じ女じよや下働きの男達が集まり、テーブルを運び込んだり花を飾かざったりしていた。

「フィリス、大だい丈じよう夫ぶ？　朝から全然休んでないでしょう。まだまだ先は長いんだから、適度に休きゆう憩けい取りなさいよ？」

　男達が並べたテーブルを順に拭ふいていた私は、マーサに声をかけられて手を止めた。

「ありがとう、マーサ。でも、まだ大丈夫。マーサは疲つかれてない？」

　私と同じように、マーサも休憩を取らずに働き詰づめだった。お昼に食事を取った時を除いて、ずっと動き回っている。

「大丈夫よ。夏至祭は何度か経験したし、ペース配分も分かっているから。でもフィリスって、見た目によらず体力あるのね。体だってそんなに細いのに……」

　不思議そうに言われてどう返事をしていいのか分からず、私もマーサと同じように首を傾かしげた。

「新しく入った子は大たい抵ていこの夏至祭でへばるんだけど、フィリスは大丈夫そうね」

「元気そうなら、二人とも厨ちゆう房ぼうの方に回ってくれ。手が足りてないらしいぞ」

　聞いた事のある声が聞こえて二人で振ふり返ると、そこには懐なつかしい人が立っていた。

「オルグさん！　お久しぶりです」

　オルグは両手に大きな花か瓶びんを抱かかえて、私達に笑え顔がおを向けていた。

　彼と顔を合わせるのは、オリヴィアについてこの城に入った日以来だった。

「久しぶりだな、フィリス。マーサから様子は聞いていたけど、元気そうで良かった。お前も色々大変みたいだけど、頑がん張ばれよ。広間の方はこれだけ人数がいれば、なんとかなるだろ」

　最後の言葉はマーサに向けたものだった。

「分かった。じゃあ、ちょっと厨房のぞいてくるね」

　私とマーサは、オルグに手を振って広間を後にした。




　厨房の中をのぞくと、白い服を着た料理人達が厳しい表情で料理を作っていた。

　数人の侍女が、野菜を洗ったり切ったりするのを手伝っている。

「すみません、お手伝いに来たんですが」

　マーサが声を掛かけると、大おお柄がらな男が扉とびらの方を振り返った。

「ああ、頼たのむよ。そこの野菜の皮むいてくれるか？」

　男が指差した場所には、たまねぎやじゃがいもが山のように積まれていた。

「わかりました」

　マーサが返事をすると、男は小こ振ぶりの包丁二つを手て渡わたして自分の持ち場に戻もどっていった。

　厨房の中は人がいっぱいで作業する場所もなかったから、私とマーサは野菜を入れたかごを持って外に出た。

　廊ろう下かの端はしに並んで腰こしを下ろすと、マーサは包丁と、かごから無造作に手に取ったじゃがいもを私に手渡した。

「皮はこっちの袋ふくろに入れてね」

　そう言って、自分もじゃがいもを手に取ると包丁で器用に皮をむき始めた。

　その様子を、私は包丁を握にぎり締しめたままじっと見つめた。

　実は、私はこれまで料理というものをしたことがない。

　オリヴィアの家では、料理だけは手伝わせてもらえなかったからだ。

　私が食べものを盗ぬすみ食いしないか、変なものを混ぜたりしないか、奥様はいつも心配しているようだった。

　そういうわけで、刃は物ものといえば草くさ刈かり用の鎌かまか、薪まきを作るための斧おのくらいしか持ったことがない。

　しばらくマーサの手つきを見てから、私は思い切ってじゃがいもに刃を立てた。

　想像していたより深く刺ささった刃はなかなか抜ぬけなくて、焦あせって思いっきり手を引くと、勢いあまって後ろの壁かべに手をぶつけてしまった。

「フィリス！　大丈夫？……もしかして、包丁使ったことないの？」

　頷うなずくと、マーサは手を止めて私の手からじゃがいもと包丁を取り上げた。

「言ってくれたらよかったのに。これは私がやるから、フィリスはたまねぎの方をお願い。こうやって、外側の茶色い部分を剝はがすの。分かった？」

　そう言って、マーサは私に見本を見せてくれた。

「じゃあ、せめてこれは私が全部やるね？」

　なんだか申し訳なくてそう言うと、マーサはクスリと笑って自分の作業に戻った。

「そんなに気にしなくてもいいわよ。できる人ができる事をすればそれでいいの。…………でもやっぱり、できるようになっておいた方がいいわね」

「皮むきを？」

「それもそうだけど、料理よ。大人になって結けつ婚こんしたら、旦だん那な様や子供に自分の手料理食べさせたいでしょう？」

「…………私が、結婚？」

「そうよ。フィリスだって、いつかは結婚したいでしょう？」

「私、今までそういうの、考えたことなかったから」

　友人の一人すらいなかった私にとって、結婚なんてまるで雲の上の話だった。

　日々の苦しい生活を生きるだけで精せい一いつ杯ぱいで、そんな未来なんて想像もできなかった。

　今だって、正直結婚なんて考えられない。

　そもそも私なんかを嫁よめにしたいと思ってくれるような、そんな変わり者がいるものだろうか？

「マーサは？　結婚したい？」

「それは…………まあね。でもその前に相手もいないし」

「そっか。でもマーサは綺き麗れいで優やさしいし、結婚したいなんて言ったらたくさん求きゆう婚こん者しやが出てきて、大変かも知れないね？」

　マーサは手を止めて驚おどろいたように私を見た。

「それって、冗じよう談だんじゃなくて？」

「冗談？」

　もちろん、冗談なんて言ったつもりはない。

　マーサのような素す晴ばらしい女性なら、もしダーナの村なら年とし頃ごろの成人男性全員が立候補してもおかしくはないだろう。

「そうよね、フィリスがそんな気の利きいた冗談言うはずないわよね。ありがと、フィリス」

　珍めずらしくはにかんだ笑みを浮うかべるマーサに、私も笑顔を返した。




　鮮あざやかなオレンジ色の空が薄うす闇やみに変わり始めた頃ころ、城中に響ひびき渡ったのではないかというほど大きな甲かん高だかい笛の音が聞こえた。

　続いて、上空に華はなやかな花火が数発打ちあがる。

　それが、夏至祭のはじまりの合図だった。




　目に映る光景に、私はしばらく圧あつ倒とうされていた。

　開放された大広間の扉から、吸い込まれるように着き飾かざった人々が入ってくる。

　女達は競きそうように豪ごう奢しやなドレスを身にまとい、男達は背筋をピンと伸のばして、思い思いの盛装に身を包んでいた。

　それはまるで夢の世界のようで、これまで想像すらしたことのない光景だった。

　広間の両端に並べられたテーブルには、綺麗に盛りつけられた料理の数々や、葡ぶ萄どう酒などのビンが隙すき間まなく並んでいる。

「すごいでしょう？」

　マーサの言葉に、私は声もなく頷いた。

「私たちの仕事は、このテーブルの後ろを回って汚よごれた食器を回収すること。回収した食器は綺麗に洗っていったん厨房に戻すの。それからまた受け取った食器や料理なんかをこっちに運んでくるのよ。厨房はもういっぱいだから、洗う場所は近くの部屋を何部屋か専用に用意してあるの。それも、また教えるわね」

　ぼーっとした頭を必死に働かせて、マーサの言葉を頭に叩たたき込んだ。

　ここ数日の忙いそがしさは、すべてこの日のためだったのだ。ここで足を引っ張るわけにはいかない。

「陛下が出て来られてから始まるから、それまでは楽にしてていいわよ？　ほら、ここに立って後ろにもたれているといいわ」

　マーサは私の手を引っ張って、テーブルの後ろのスペースの壁かべ際ぎわに連れて行ってくれた。

「ありがとう、マーサ」

　お礼を言って背中を壁に預けると、それだけでも体が休まるようだった。

　見るともなく入り口から入ってくる人達を眺ながめていた私は、その人が視界に入った瞬しゆん間かん、頭で考えるよりも前に体がビクリと反応してしまった。

　花はな嫁よめ候補達が、順に並んで中に入ってきた。

　彼女達をエスコートしているのは、正装した騎き士し達だ。

　皆みな花嫁候補という立場からか質素で清せい廉れんなイメージのドレスを身につけていたけど、その中でもやはり一番目を引くのはオリヴィアだった。

　淡あわい水色のドレスを着て、髪かみは自然に流して所々に花をあしらっている。

　いつ見ても、妖よう精せいのように可か憐れんで美しかった。

　オリヴィアの姿を見るのは、あの日以来だ。

　夏げ至し祭では当然見かけることくらいあるだろうと覚かく悟ごしていたはずなのに、どうしても平静な気持ちではいられなかった。

　怒いかり、憎にくしみ、そして悲しみが入り混じった大きな負の感情に、それまで聞こえていたはずの音すら遠のいた気がした。

「フィリス、大だい丈じよう夫ぶ？　顔が真っ青よ？」

　肩かたを揺ゆさぶられて我に返った私は、強く頭を振ふって深呼吸した。

　あの人と私はもう何の関係もない。そう考えようと決めたのだから…………。

　私は、私のやるべきことに集中しなければいけない。

「大丈夫！　ごめんなさい、何ともないから」

「そんな風には見えないけど…………。もし辛つらかったら、ちゃんと言うのよ？　絶対無理したら駄だ目めだからね？」

　心配そうに眉まゆをひそめたマーサは、多分私がオリヴィアに反応したことは分かっているんだと思う。

　それでも深く追つい及きゆうしてこないのは、彼女の優しさなのだろう。

「ありがとう。本当に無理だったら、ちゃんと言うね？」

　しばらく私の顔を覗のぞき込んでいたマーサは、頷いて正面に視線を戻した。

　意識しないでいようと思うのに、私の目は勝手にオリヴィアの姿を追いかけていた。

　オリヴィアを含ふくむ花嫁候補達は、他ほかの客達とにこやかに挨あい拶さつをかわしている。

　優ゆう雅がな動作で一礼するオリヴィアは、そういう教育をいつの間に受けていたのだろうか？

　自分の気持ちとオリヴィアの事で頭が一いつ杯ぱいになっていた私は気がつかなかった。

　いつの間にか大広間に来ていたエルフリード王子が、遠くから不ふ機き嫌げんそうな目で私をじっと見つめていた事を…………。
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　大広間が人であふれかえり、入り口から新たに入ってくる人も途と絶だえた頃。

　中央奥にある少しだけ高くなった壇だんの上に人ひと影かげが立った。

　それに気付いた客達が一人、また一人と会話を止めて奥のほうに目を向けた。

　全すべての話し声が消えるまで、そう時間はかからなかった。

「これより、陛下がご臨席されます」

　静まり返った広間を見回して、宰さい相しよう様が声を張り上げた。

　その言葉にあちこちから息を吞のむような音がして、肌はだで感じられるくらいの緊きん張ちようが広間を覆おおった。

「陛下はあの扉とびらから入って来られるのよ」

　マーサが私の耳元にそう囁ささやくのと、宰相様が踵きびすを返して奥の扉に近づくのはほぼ同時だった。

　宰相様が扉の脇わきに控ひかえると、いつの間にか扉の前に立っていた二人の兵士がゆっくりと扉を左右に開放した。

　それまで無言で扉の方を注視していた客達は、いっせいにその場で深く頭を下げた。

　マーサが頭を下げたのを見て、私も同じように頭を下げた。

　シンとした無音の中に、コツコツと足音だけが響いた。

「顔を上げよ」

　威い厳げんに満ちたその声は、それほど大声を張り上げたわけでもないのに何故なぜかはっきりと耳に届いた。

　マーサに肩をつつかれて顔を上げると、既すでにみんな竜りゆう王おうの言葉に顔を上げていた。

　シンプルな黒い衣い装しように身を包んだ彼は、集まった人々をひとしきり見み渡わたすと口元に軽い笑えみを浮かべた。

　他を圧倒するような強きよう烈れつな存在感といい、およそ人が持ち得ないだろう神がかったその容姿は、見るもの全てを魅み了りようするようだった。

「皆みなよく集まってくれた。今こ宵よいはゆっくりと楽しんでくれ。さあ、はじめよう」

　その手が軽くあがると、準備していた楽団員がゆっくりと演奏を始めた。

　彼はそのままゆったりとした動作で壇から降りていった。

　王の歩く先は人ひと垣がきが自然に分かれ、誰だれも行く道を妨さまたげる者はいない。

　分かっていたはずだけど、こうして竜王としての姿を見てしまうと、ジルがとてつもなく遠い存在になってしまったように思えた。




「ほら、仕事するわよ！」

　マーサに勢いよく背中を叩かれて、いつの間にか自分の考えに沈しずんでいたことに気付いた。

　空になったグラスが並んだ盆ぼんを持った侍じ女じよが、早く受け取れというように手を差し出している。

　慌あわててそれを受け取って台車にのせた。

「特にグラスが足りなくなりやすいから、優先的に片付けてね」

　マーサの言葉通り、台車はすぐにグラスと空になったビンでいっぱいになった。

　料理の取り皿も消費が激しく、あっという間に洗い物がたまっていった。

　それにしても同じお皿を使ってもいいだろうに、何故使い捨てのような使い方をするのだろう？

「私も、もったいないと思うけど……それがマナーってやつなのよ」

　何度目かになる厨ちゆう房ぼうと大広間の往復の時にマーサに聞いてみると、マーサは疲つかれたようにそう答えた。

　大広間では歓かん談だんの時間が終わり、中央でダンスが行われていた。

　きらびやかなドレスがクルクルと宙に舞まう様子は幻げん想そう的てきで、つい足を止めて見てしまう。

「フィリス、大丈夫？　疲れてない？」

　足を止めた私をどう思ったのか、マーサが手を止めて私のところに戻もどってきた。

「うん。まだ大丈夫。ごめんなさい、つい見てしまって…………」

　マーサは私の視線をたどるとクスリと笑った。

「確かに普ふ通つうに生活していたら、一いつ般ぱん庶しよ民みんの私達はこういうの見る機会もないものね。気持ちは分かるわ」

　マーサがそう言った時だった。

　突とつ然ぜん、服の袖そでを強く引っ張られて振り返ると、見覚えのある侍女が目を吊つり上げて私を睨にらんでいた。

「あなた！　何故こんな所にいるの？　一体どうやって入り込んだの？」

　彼女は、あの日マーサの代わりとしてオリヴィアに付いた侍女だった。

　突然のことに、返す言葉が見つからなかった。

「エマ、落ち着いて！　この子はもうオリヴィア様とは関係ないの。正式に侍女としてこの城に雇やとわれたのよ」

「何ですって!?　マーサ、この子がオリヴィア様に何をしたのか、あなただって知ってるでしょう！　一体どういうことなの!?」

　興奮して大きくなった声に、周りも何事かと手を止めて私達の方を注目しだした。

「声が大きいわ。とにかく、外に出ましょう。ここじゃまずいから」

「…………分かったわ。あんたも来なさい」

　袖を力任せに引っ張られて、体勢を崩くずしてしまう。

　ぐらついた体が台車に当たって、グラスが床ゆかに落ちて大きな音を立ててしまった。

「ちょっと、乱暴しないで！」

　言い争う声に、とうとう招待客までが騒さわぎに目を向けた。

　焦あせった私は、急いで体勢を立て直すと外に出るために一番近い裏口に目を向けた。

　でも結局、私達はその場を離はなれる事はできなかった。




「フィリス」

　鈴すずを転がしたようなその声に、体中の血が一気に下がった気がした。

「またあなたに会えるとは、思わなかったわ…………」

　戸と惑まどいを帯びたその声に、どんどん指先が冷たくなっていく。

「オリヴィア様……」

「エマ、いいのよ。ありがとう」

　冷たくなった指先をぎゅっとにぎりしめて、ゆっくりと振り返る。

　そこには、儚はかなげな様子で目に涙なみだを浮うかべたオリヴィアが立っていた。

「フィリス、何故あなたがここにいるのかは分からないけど。また、顔が見られて嬉うれしいわ」

　オリヴィアは涙を堪こらえるように笑みを浮かべた。

「あの時は、本当にごめんなさい。そんなつもりじゃなかったの……本当に、ただフィリスにちゃんとして欲しくて、このままじゃ駄目だと思って、私…………そんなに気に障さわる言い方をしてしまったかしら？」

　そこまで言って、オリヴィアは耐たえ切れなくなったように泣き崩れた。

　それまで傍ぼう観かんしていた客達が、その姿に打たれたように駆かけ寄り彼女を支えた。

「黙だまってないで、何とか言いなさいよ。オリヴィア様がこんなに辛つらい思いをしていらっしゃるのに、あなた何とも思わないの？　あなたが泣かせてるの、分かってる？」

　エマはオリヴィアを痛ましそうに見ると、苛いら立だちを吐はき出すように私に詰つめ寄った。

　憐れん憫びんの視線がオリヴィアに集まり、そして不ふ審しんそうな、敵意のある視線が私へと向けられる。

　見えない糸に絡からめとられるような不快感に、私は両手を握にぎり締しめた。

「………………私のことは、もう放ほうっておいてください」

　私のことが嫌きらいなら、放っておいてくれればいい。

　これ以上憎にくいと思うのは、もう辛い。今でさえ心が痛くて、もう耐えられないのに…………。

　私の言葉にオリヴィアは更さらに泣き出し、集まりだした客達からはひそひそと私を責める言葉が飛び交かった。

「あなた、よくもそんなことが言えるわね！　オリヴィア様のお気持ちも知らないで！」

　エマがオリヴィアを守るように私の前に立ちはだかる。

　…………その方がいい。今の私は、オリヴィアを視界に入れることすら辛いから。

　エマはさらに言い募つのろうとしたけど、私の後ろを見て口を閉じた。

「何か込み入った事情があるようだが、向こうで話を聞かせてもらおうか」

　冷たい声と共に、大きな手に肩かたを摑つかまれる。

「エルフリード王子…………」

　マーサの戸惑った声に、肩に置かれた手の主を知った。
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「助けてやるから、大人しくついて来いよ。俺も、お前とはゆっくり話したいと思っていたところだ」

　耳元で囁ささやかれて、嫌けん悪お感かんに耐え切れず力いっぱい肩に乗った手を振ふり払はらった。

　その瞬しゆん間かん、人ひと集だかりからどよめきが起きる。

「あ…………」

　自分がしてしまったことに、呆ぼう然ぜんとなる。震ふるえるばかりの私を、マーサがそっと引き寄せてくれた。

　エルフリード王子は一瞬ポカンとした表情になったけど、何をされたのか理解すると顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「侍女ふぜいが、自分が何をしたのか分かっているのか！」




　その時、私達を取り囲んでいた人ひと垣がきが割れるように二つに分かれた。

　そこから現れた人物に、まるで時が止まったようにその場にいた誰だれもが固まった。

「陛下…………」

　そう呟つぶやいたのは、一体誰だったのか。

「彼女を連れて帰ってやりなさい」

　ジルはエマにそう告げると、私の前に立った。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。おいで」

　そう言って、ジルは私の強こわ張ばったままの手を上から包み込むように握ってくれた。

「少し席を外させてもらうが、皆みなはこのまま楽しんでくれ」

　水を打ったように静かになった人々に向かってそう告げて、ジルは私の手を引いて早足で出入り口へと向かった。

　出入り口にたどり着くまでの間、無数の好こう奇きの目にさらされて、私はそれらから逃のがれるようにただ自分の足元だけを見つめていた。




　お互たがいに無言のまま歩き続けて、ジルが足を止めたのは人ひと気けのない庭だった。

　月明かりと建物からもれ出る灯あかりのおかげで、互いの姿がぼんやりと浮かびあがる。

　ジルは私のほうに体を向けると、気き遣づかうように私の頰ほおに手を添そえた。

「早く気付いてやれなくて、すまなかった。大丈夫か？」

　穏おだやかな声こわ音ねが、冷たくなった体に染しみ込むように響ひびいた。

「ジル、戻もどらないと…………」

　そばに居て欲しいと思う気持ちを無理やり抑おさえ込んで、かすれた声を絞しぼり出した。

　竜りゆう王おうが突然いなくなって、大広間は今どうなっているだろうか。

「コンラートに任せてきたから、大丈夫だ。そんなことより、こんな状態のフィリスを放っておけるはずないだろう？」

　安心させるように優やさしい笑えみを浮かべるジルに、今まで我が慢まんしていた涙が堰せきを切ったように溢あふれ出した。

「どう、して……なんで、うまくいかないのかな……？」

　みんなと、笑えるはずだったのに。

　夏げ至し祭が終わったら、頑がん張ばったねって、大変だったねって、そう言って…………。

「フィリス……フィリスは何も間ま違ちがっていない。すまない、こんな事になるとは予想できなかった。まさかあんな所で仕し掛かけてくるとは……もっと早く俺がけじめをつけておくべきだった」

「けじめ？」

　ジルは真しん剣けんな表情で頷うなずくと、まるで何かを見つけようとするかのように私の目をじっと覗のぞき込んだ。

「……もう、本当はずいぶん前から決めていたんだ。けど、実行するだけの勇気がなかった。情けない事だが…………」

　そう言って苦く笑しようするジルに、私は驚おどろいた。

　生あるもの全すべての頂点に立つと言われている竜りゆう族ぞくであるジルが、そんな弱気な事を言うなんて…………。

「花はな嫁よめ候補達は近いうちに全員親元に帰す。……来年から、花嫁候補はもう集めない」

　覚かく悟ごを決めるように息を吸い込んだジルは、私の目をまっすぐに捉とらえたままそう告げた。

　それは、一体何を意味するのだろうか？

　唐とう突とつな話に要領を得られず戸と惑まどう私に、ジルは話を続けた。

「こんな時にこんなことを言うのは、負担になるだけだと頭では分かってはいるんだ…………それでも、どうか聞いて欲しい」

　いつになく真しん摯しなジルの様子に、涙なみだはいつのまにか引っ込んでいた。




「フィリス、お前を愛してる。世界中の誰よりも大切にすると約束する。だから、俺と結けつ婚こんして欲しい。ずっとそばにいて欲しいんだ」




　言われた言葉の意味を理解するのに、かなりの時間が必要だった。

　あまりにも現実離ばなれしていて、夢の世界を漂ただよっているような錯さつ覚かくを覚える。

　…………もしかしたら、錯覚なんかじゃなくて本当に夢なのかも知れない。

　きっと疲つかれて、自分でも気付かないうちにいつの間にか眠ねむってしまったのだろう。

　そうだとしたら、こんな状じよう況きようでずいぶんと不ふ謹きん慎しんな夢を見たものだ。

　それにしても、一体どこからが夢なのだろう？　さっきの広間での騒さわぎからだったら、どれだけいいだろうか。

　目が覚めたらマーサが笑って、居眠りしてたでしょって言ってくれたら…………。

「急にこんなことを言われたら、驚くよな？」

　ポンポンと頭を撫なでられて、そのリアルな感かん触しよくに焦あせってしまう。

　恐おそる恐る頰をつねってみたが、痛みはあっても目が覚める様子はなかった。

「これって夢じゃないの？」

　夢の人物が、これは夢だよ、なんて言うはずないと思いながらも、どうしても聞かずにはいられなかった。

「これでも一生分の勇気を出したつもりなんだ。夢にされると困る」

　苦笑して私を覗き込むジルに、私はだんだん怖こわくなってきた。

　これが現実だとしたら、私はどうすればいいんだろう？

　確かにジルのことは好きだけど、今こうしてジルの方から好意を伝えられて、どうしていいのか分からない。

　ジルの方から告白されるなんて、想像すらしたことがなかった。

　ジルはこの大陸を統すべる王で、私なんかとは到とう底てい釣つり合わない存在なのに…………。

「フィリスは、俺のこと嫌きらいか？」

　たずねられて、大きく頭かぶりを振った。ジルは小さく息を吐はいて、表情を緩ゆるめた。

「俺に触ふれられるのは平気？」

　そう言いながら、私の左手を大きな手で包みこんだ。

　頷くと、もう片方の手が頰に触れてきた。

「…………嫌いやだったら抵てい抗こうしてくれ。無む理り強じいはしたくない」

　ゆっくりと近づくジルの顔に、心臓が大きく跳はねた。頰が熱くなって、顔が真っ赤になっているのが分かる。

　近すぎる距きよ離りに慌あわててぎゅっと目を閉じると、唇くちびるを温かくて柔やわらかい何かがかすめていった。

　驚いて目を開けると、ジルの顔が離はなれていくところだった。

「…………今の、何？」

　そう呟いて、すぐに思い当たった。

　いくらそういうことに疎うとい私でも、キスくらいは知ってる。

　顔から火を噴ふきそうな私を見て、ジルはクスリと笑った。

「返事は今しなくていい。急がなくていいから、ゆっくり考えて欲しいんだ。俺は、本気だから。……部屋まで送るよ。また明日、ちゃんと話そう」

「うん…………」

　来たときと同じように私の手を引いて歩き出すジルの背中を、信じられない気持ちでじっと見つめた。

　嬉うれしいと思う気持ちは確かにあるのに、何故なぜか不安な気持ちのほうが大きかった。

「お休み、フィリス」

　部屋につくと、ジルはそう言って私の額に口付けた。

「よく眠れるおまじない」

　恥はずかしく思う間もなく急激な眠気に襲おそわれて、足がふらついた。

「……おやすみなさい」

　うまく回らなくなってきた舌をなんとか動かしてそれだけを言うと、急いで扉とびらを閉めてベッドに倒たおれこんだ。




　次の日の朝、私はドアを叩たたく音で目が覚めた。

　窓の外を見ると、もうずいぶん日が高くなっているようだった。

　寝ね坊ぼうしてしまったのかと慌てて飛び起きる。

「フィリス、起きてる？　気分はどう？」

　マーサの声に、急いでドアを開けた。ドアの前に立って心配そうに私を見るマーサに、昨日の事を思い出して落ち込んだ。

「……マーサ、あれから夏至祭はどうなったの？」

　聞くのが怖い気もしたけど、聞かずにはいられなかった。

「あれからすごい騒ぎになって、ダンスも一時中断したわ。竜王陛下がいきなり一いつ介かいの侍じ女じよの手を取って会場を抜ぬけ出したんだもの」

「…………そう、だよね」

　底なしに落ち込みそうになった私の頭を、マーサは優しく撫でてくれた。

「大丈夫よ。宰さい相しよう様が代わりに場をつないでくれたし、陛下が戻られてからはみんな元に戻ったから。ただ、何もなかったように、とはいかないわ。フィリス、部屋に入れてくれる？」

「あっ、ごめんなさい」

　謝ってマーサが通れるように脇わきに寄ると、マーサは中に入ってドアを閉めた。

「仕事は遅おくれて行きますって、侍じ従じゆう長に伝えてあるから。少し話しておかないといけないことがあって……。座って話しましょうか」

　促うながされて二人でベッドに腰こし掛かけると、マーサは言いにくそうに話を切り出した。

「あなたの事、ずいぶん噂うわさになっているの。その、あなたとオリヴィアの間にあった事も……エマが言いふらしてしまって…………」

　昨日のオリヴィアの様子を思い出して、まるで鉛なまりを飲み込んだように胸が重くなった。

　オリヴィアは、私を自分のそばから離したがっていた。もう二度と会いたくないと言った言葉通り、本当に私と縁えんを切りたかったのだろう。

　もう会うことはないと思っていた私が突とつ然ぜん目の前に現れて、オリヴィアはどれだけ驚いただろうか。

　そして、目め障ざわりな私を排はい除じよするために動いた……。

　オリヴィアは、私が思う以上に私のことが嫌いなのかも知れない。視界に入ることすら許さないほどの拒きよ絶ぜつに、体が震ふるえた。

　これでもう、ここは村と同じだ。

　彼女の思おも惑わく通り、私はオリヴィアの敵としてみんなから冷たい目で見られる。そして、それから逃のがれるためにはここを出て行くしかない。

　黙だまり込んでしまった私を心配そうに見守るマーサにふと気付いて、申し訳ない気持ちになった。

　私はまだマーサに、オリヴィアとのことをちゃんと説明していなかった。

「…………マーサ、私の話、聞いてくれる？」

「……もちろんよ。でも、無理しなくていいのよ？　話したくないことは、無理に言わなくていいから」

　その言葉に頷うなずいて、私は何から話そうかと考えを巡めぐらせた。
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　オリヴィアは、本当は私をずっと嫌っていたのだということ。両親の死に、オリヴィアとオリヴィアの父親が関かかわっていたこと。

　それらを感情的にならずに話すのは、とても難しかった。

　時々言葉を詰つまらせて黙り込んでしまっても、それでもマーサは途と中ちゆうで口を挟はさむこともせず、じっと耳を傾かたむけてくれた。

　長い話が終わると、マーサは目を潤うるませて私の頭を抱かかえ込むように抱だきしめた。

「ありがとう、フィリス。話してくれて、本当に嬉しい」

　しばらくそうしていた後、マーサは私の体を離して笑えみを浮うかべた。

「色々と嫌なことも言われるかも知れないけど、私がついてるからね！　それに、ジルもちゃんと守ってくれるだろうし」

　マーサの言葉で昨日の夜のことを思い出した私は、顔に集まる熱をごまかすように、両手で頰ほおを押さえた。

「どうかした？」

「えっ？　あ、えっと、何でもないの！　ごめんなさい」

　すっかり動どう揺ようしてしまって、つい早口になってしまった。

　マーサは一いつ瞬しゆんきょとんとした目で私を見て、何か思い当たったかのように意味深な笑みを浮かべた。

「もしかして、ジルに何か言われた？」

「……う、うん、何か、言われた…………」

　言われた言葉と一いつ緒しよに唇の感かん触しよくまで思い出してしまって、もうどうしようもなかった。

　何というか、とにかく恥ずかしい。穴があったら入りたいくらいだ。

「ふうん。ジルもやっと動いたのね。見ていてじれったいのよ、あなた達」

「……それって、マーサは、その……知ってたの？」

「はたから見ていれば、誰だれだって分かるわよ。ジルがあなたを見る目は、最初から特別だったもの。それで、なんて言われたの？」

　最初からって、いつからのことなんだろう？　私はそばにいても全然分からなかった。

　マーサが鋭するどいだけなんじゃないだろうか？

　ジルの言葉を私の口から繰くり返すのはもう拷ごう問もんにも近いものがあったけど、キラキラと目を輝かがやかせたマーサを前に、覚かく悟ごを決めた。

「け、結けつ婚こんして欲しいって……」

　その前の言葉は恥ずかしすぎて、とても口にできなかった。

「…………そっか。それで、フィリスは何て返したの？」

「何て言っていいか分からなくて……ジルも、返事はまだいいって言ってくれたから」

　戸と惑まどった私の顔を見て何かを感じ取ったのか、マーサは笑みを消して表情を曇くもらせた。

「フィリス？」

　自分でもよく分からないこの気持ちを、何て説明すればいいだろう。

「嬉しいのに、怖こわいの。どうしてかな？　私…………」

　ジルのことが本当に好きなのに。

　どうして、こんなにも不安な気持ちになるんだろう。

「……ジルが竜りゆう王おう様だから？」

　遠えん慮りよがちに問いかけられた言葉を、自分の中で繰り返してみる。

　それは、もちろんそうだ。私のようなちっぽけな人間が偉い大だいな竜王様と、なんて考えただけでも気が遠くなりそうだった。

　でも、それだけじゃないような気がした。

　ジルがもし竜王様じゃなかったとしても、この気持ちは消えない気がする。

「それもあるけど、多分それだけじゃないと思う」

「じゃあ、やっぱりジルが人間じゃないから？」

　それにも、頭かぶりを振ふって答えた。

「多分、違ちがうと思う」

　どんな姿であっても、ジルはジルだ。竜りゆうの姿を見ても、私の気持ちは少しも変わらなかった。

　ジルは何も問題ない。問題があるのはむしろ私の方で……。

　可愛かわいいわけでもなく、体つきも正直女性らしいとは言えないし、人並みにできることもほとんどなくて…………話すのも下手へただし、性格だってどちらかといえば後ろ向きだし…………。

「ジルは、どうして私を好きになってくれたのかな？」

　いつまで、私を好きでいてくれる？

　そう考えて、唐とう突とつに不安の原因が分かった気がした。

　ジルはきっと、何か勘かん違ちがいをしているんだと思う。そして、自分の間違いにいずれ気がつく。

　私は、何も特別ではなかったのだと。

　それが今日なのか、明日なのか、それは分からないけど…………。

　いつか来るその日が、怖い。

　一度は手にしたと思った幸福が零こぼれ落ちていくのは、一体どんな気持ちがするのだろう？

「フィリス……ジルがあなたに言ったこと、信じられない？」

「そんなこと、ない」

　ジルは私に噓うそはつかないって、約束してくれた。

　だから、ジルは本当に私が好きだと思ってくれているんだと思う。

　少なくとも、今は。

「…………じゃあ、自分が信じられない？」

　マーサの言葉に、弾はじかれたようにマーサの顔を見る。

　真しん剣けんな表情のマーサにどうしてか顔を合わせられなくて、俯うつむいてしまう。

「ねえフィリス、人を好きになったら、誰でも不安に思うものなのよ？　嫌きらわれてしまうんじゃないかとか、飽あきられてしまうんじゃないかとか……」

　優やさしい声こわ音ねに顔を上げると、マーサは微笑ほほえんでいた。

「誰でも？」

「そう、誰でも。特にフィリスは自分に自信がないみたいだから、よけいにそう考えてしまうのかも知れないわね。…………ねえフィリス、ただでさえ今はオリヴィアのこともあるんだし、返事、急がされてないんでしょう？　ゆっくり考えてみたら？」

「…………うん、そうする。ありがとう、マーサ」

　私がそう言うと、マーサも安心したように笑顔を返してくれた。




　午後から、マーサと一緒に仕事に入った。

　部屋の外に出ると、あからさまに好こう奇きの視線を感じた。それに、誰かとすれ違うたびコソコソとした話し声が聞こえてくる。

『あの子でしょう？　ほら、問題起こして陛下に大広間から引っ張り出されたっていう……』

『ああ、あの話？　花はな嫁よめ候補様だけじゃなく、マレイラの王太子にも乱暴したんでしょう？　それだけのことしでかして、よく表に顔を出せるわね。私だったら恥はずかしくて部屋から出られないわよ』

　小さいけど確実に耳に届くその声は、わざと私に聞かせているようでもあった。

「陛下が問題児のあなたを広間から追い出した、って話になってるみたいよ？　エルフリード王子のことも気にしなくていいからね？　大体、親しくもないのに女性の耳元で話しかけるなんて、非常識にも程ほどがあるんだから！　振り払はらって当然よ」

　怒いかりをにじませるマーサに、ぎこちなく頷いた。

　エルフリード王子の件は正直に言えば本気で我が慢まんできなかったし、手を振り払ったことも条件反射のようなもので、仕方がなかったとも思っている。

　ただ公おおやけの場であったこともあり、時と場合を考えればエルフリード王子が怒おこるのも当然で、そのことについては罪悪感を覚えていた。




　…………何をしていても、どこにいても誰かに見られているようで落ち着かない。

　夕方近くになっても止やまないコソコソ話に、最初は関心のない様子を見せていたマーサの表情が次し第だいに硬かたくなっていく。

「お客様も大勢いるのに、聞こえたらどうするつもりかしら？　侍じ従じゆう長に私達の品位が下がるって厳重注意してもらわなきゃ」

「ごめんなさい」

　苛いら々いらと独り言のように呟つぶやくマーサに謝ると、マーサは慌あわてたように表情を柔やわらかくした。

「フィリスに怒ってるんじゃないのよ？　勘違いしないでね？」

「でも、原因は私だし……マーサ、今日はずっと私と一緒にいてくれてるでしょう？」

　いつもは別々に行動することも多いのに、今日は私を心配してずっと一緒に動いてくれている。

　ただでさえ忙いそがしいのに……そう思うと、いたたまれなかった。

「フィリスの気持ちは分からなくもないけどね、悪いことをしていないのに簡単に謝っちゃ駄だ目めよ？　それにね、私は仕事よりフィリスの方が大切なの」

　そう言って笑うマーサに、私も肩かたの力が抜ぬけた気がした。

「フィリス！　体調不良って聞いたけど、もう出てきて大だい丈じよう夫ぶなの？」

　明るい声に振り返ると、リリィナが小走りに駆かけ寄ってきた。

　リリィナは周りをキョロキョロと見回すと、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべた。

「手伝ってもらってもいいかしら？　もし良かったらマーサも一緒に」

「ええ、もちろん」

　マーサとリリィナは、視線を合わせるとお互たがいに意味深な笑みを浮うかべた。

　リリィナが私達を連れてきたのは、大広間の近くにある来客用の休きゆう憩けい室だった。

　少し広めのその部屋には各所にソファーが配置され、客人がくつろげるようになっていた。

　リリィナは私達を部屋の中に入れると、扉とびらの取っ手に『清せい掃そう中』の木の板を吊つり下げて、すぐに扉を閉めた。

「ここなら、あんまり人が来ないから」

　小声でそう言いながら、私とマーサに雑ぞう巾きんを持たせた。

「そんなに汚よごれてないけど、誰だれかが急に入ってきたら困るからね」

　そう言って、私に近くの窓を拭ふくように指示した。

　どうして誰か入ってきたら困るのだろう？

「つまり、内ない緒しよ話ってことよ」

　マーサが困こん惑わくする私に説明してくれた。

「私は昨日事件があった時に広間にいなかったから、人づてに聞いた話しか知らないんだけど……」

　リリィナは言いにくそうに間を空けた後、私の顔を見て話を続けた。

「フィリスは花嫁候補のオリヴィア様が連れてきた侍じ女じよだったけど、オリヴィア様に乱暴をして任を解かれたって。それなのに平気で城で働いてるなんて信じられないって、みんな話してる。ねえフィリス、本当なの？　私は正直、信じられないんだけど……」

　リリィナの話を聞いて、私は胸が熱くなった。

　嬉うれしかった。……私を、信じようとしてくれていることが。

「乱暴をしたっていうのは、本当なの。その後ある人が、ここで働かないかって誘さそってくれて……」

　リリィナは、信じられないというように目を大きく見開いた。

「どうしてって、聞いてもいいかしら？」

　心配そうなマーサに大丈夫というように頷うなずいて、リリィナに答えた。

「それは、何も聞いてない？」

「仕事のことで注意を受けて、腹を立てたんだって聞いてるけど……私は、あなたの口からちゃんと聞きたいのよ」

「…………ありがとう、リリィナ。注意を受けてっていうのは違うけど、でも、腹を立てたのは本当。どうしても、我慢できなかった……」

　そこまで言って、ふとあることに思い至って私は言葉を止めた。

　全すべてを話せば、リリィナはマーサと同じく私の言うことを信じてくれるだろう。

　でも、それでどうなる？

　私の話を聞けば、きっとリリィナは私の味方になってくれる。

　そして、私の味方になればきっと……私と一いつ緒しよに周囲から孤こ立りつする。

　それはマーサも同じことだ。

　このまま私にかまっていたら、やっぱり仲間内からはいいように思われないだろう。

　ましてマーサは、元々オリヴィアの侍女だったのだから。

　もっと早くこのことに気付けばよかったと後こう悔かいしながら、私は次の言葉を続けられず黙だまり込んでしまった。

「リリィナ、これくらいにしてあげて？」

　私を見かねたのか、マーサが場を取りなしてくれた。

「……分かった。でも、いつかちゃんと話してね？」

　リリィナの表情が緩ゆるんだのを見て、私もほっと息を吐はいた。

　二人をこれ以上、私の事情に巻き込みたくない。やっぱり城を出て、どこか別の場所で生きていくことを考えた方がいいのかも知れない。

「で、その後どうなったの？　何か言われた？」

　ぐだぐだと考え込んでいた私は、リリィナの唐とう突とつな問いかけに首をかしげた。

「陛下に連れ出されたらしいじゃない！　大丈夫だった？　直接手を下されるくらいだから、よほどあなたのことをお怒りになっていたんだって、それも噂うわさになってるわよ？」

「えっ？　あ…………えっと、それは……」

　これは流石さすがに言わない方がいいんじゃないだろうか。

　困って助けを求めるようにマーサの方を見ると、マーサも困惑した表情を私に返した。

「あら、それも内緒？」

　これを話してしまったら、ジルが困ってしまうかも知れない。

　これまでの経けい緯いを知っているマーサならともかく、リリィナにはとても説明できない。




　その時、窓をコンコンと鳴らす音がした。

　三人とも面おも白しろいくらいビクリとなって振ふり向くと、壁かべの端はじっこから出ている手だけが窓の外に見えていた。

　恐おそる恐る窓を開けると、壁に体をもたれさせたジルが立っていた。

　ジルに気付いたマーサが、少しだけ開いた窓を全開にした。

「借りて行ってもいいかな？　仕事中すまないが、今しか時間が取れないんだ」

　ジルはマーサに顔を向けてたずねた。

　何か借りるものがあるのかと、邪じや魔まにならないよう体を後ろに下げようとすると、何故なぜかマーサに背中を押し戻もどされた。

「どうぞ。お話が終わったら、そのまま部屋に送って行ってもらえるかしら？」

「ああ、大丈夫だ」

　交かわされる会話に、ようやく二人が話しているのは自分のことだと気付いた。

　ジルは私の正面に立って、手を差し出した。

　大きな窓なので、下の壁の部分はジルの腰こしくらいまでの高さしかない。

　そのままスッと私の両りよう脇わきに手を差し込むと、軽々と持ち上げて外に下ろした。

「フィリス、今日はもうそのまま部屋に戻ってて？　夜またそっちに行くから」

「えっ？……うん、分かった」

　無理に一緒に仕事をしても、かえって迷めい惑わくになるかもしれない。

　そう思った私は、内心落ち込みながら返事をした。

「行こう、フィリス」

　ジルは私の手を取って歩き出した。

　突とつ然ぜんのことに固まっているリリィナに心の中で謝りながら、私はジルの後に続いた。







[image: ]




　色いろ鮮あざやかなドレスが、音楽に合わせてクルクルと舞まう。

　万まん華げ鏡きようのようにも見えるその光景を、他ほかより少し高くなった壇だんの上に用意された椅い子すに座って、ぼんやりと眺ながめていた。

　誰も彼も顔に貼はり付けたような笑みを浮かべて、心から楽しんでいる様子はどこにもない。

　互いを称たたえ合いながらも、相手からどれだけの情報を引き出せるのか、みんなそんなことばかりを考えている。

「陛下、もう少し楽しそうにして頂けませんか？」

　斜ななめ後ろから遠えん慮りよがちに届いた言葉に、内心溜ため息いきをつきながらも少しだけ口の端はしを上げた。

「まだ終わらないのか？」

「…………やっと半分くらいです。お暇ひまなようでしたら、下におりて踊おどっていらしたらいかがです？　皆みなも喜ぶでしょう」

「バカを言うな。面白くもない」

　吐き捨てるように言うと、コンラートはおかしそうにクスリと笑った。

　竜りゆう王おうにダンスに誘われるということは、特別な意味を持つ。

　大きなステータスになるし、それが花はな嫁よめ候補であれば花嫁として選ばれる可能性を示し唆さすることになってしまう。

　それを十分に理解していてそんな事を言うのだから、コンラートの冗じよう談だんはたちが悪い。

「お前こそ踊ってきてもいいぞ？　ここにずっと立っていてもつまらないだろう？」

「ダンスは苦手なもので、ご遠えん慮りよ致いたします。ご婦人方に恥はじをかかせてはいけませんので。……ほら、また無表情になっていますよ？　職務に専念して下さい。彼女だってあんなに一いつ生しよう懸けん命めい働いているではありませんか」

　どこか楽しそうな口調に何のことかとコンラートの視線をたどって、不意打ちのように視界に入ってきたフィリスの姿に心臓がドクリと音をたてた。

　フィリスはマーサと一緒に、使い終わった食器を集めてまわっているようだった。

　このまま見ていては客達に怪あやしまれると思いながらも、なかなか視線を外すことができない。

　フィリスは時折その足を止めては、広間を眺めてぼんやりとしている。

　とうとう完全に動きが止まってしまったフィリスに気付いたマーサが声をかけると、フィリスは申し訳なさそうな表情になった。

　そんな様子を微笑ほほえましく見ていた俺の視界に、厳しい表情をした侍じ女じよの姿が入ってきた。

　その侍女の目は真っすぐにフィリスを捉とらえていて、俺は一いつ瞬しゆん腰こしを浮うかしかけた。

「陛下、いけません」

　コンラートの言葉に椅子に座りなおして、肘ひじ掛かけに乗せた手を握にぎり締しめた。

　自分が出て行けば、ささいな事でも大おお事ごとになってしまう。そう自分に言い聞かせて、状じよう況きようを見守ることにした。

　侍女は後ろからフィリスに近づくと、声も掛けずにいきなりフィリスの服を強く引っ張った。

　無作法な振る舞いに内心で舌打ちをするが、まだ頭は冷静だった。

「誰だれか向かわせましょうか？」

「……いや、まだかまわない」

　フィリスにはマーサがついている。変なことにはならないだろう。

　そう考えた通り、フィリスにかみついた侍女にマーサがすぐに反応した。

　何を言っているのかまでは分からないが、あの侍女はフィリスのことを知っているようだ。

　一体どういう関係なのだろうか……。

　騒さわぎに気付いた客達が、フィリス達に注目し始めた。

　さすがに仲ちゆう裁さいした方がいいかとコンラートに声をかけようとして、俺はとっさに椅子から立ち上がった。

「陛下！」

　コンラートの焦あせったような声を無視して、広間におりる。

　集まりだした野次馬の中に、よりによってオリヴィアとエルフリードがいたのだ。

　オリヴィアは狡こう猾かつな女だ。この状況を利用しようと思えば、いくらでもできるだろう。

　その騒ぎにエルフリードまで入ってきたら、もうマーサ一人では対応できない。

　急ぎ足でフィリスのもとに向かう俺を、客達は一様に驚おどろいた表情で迎むかえた。

　声もかけられず、戸と惑まどいながら道をあける。

　その反応の遅おそさに、俺は苛いら立だった。

　フィリス達の周りにできた人ひと垣がきにようやくたどり着いた時、俺は自分が間に合わなかったことを知った。

　オリヴィアの泣き声と、エルフリードの怒ど声せいが耳に届いた。




「どいてくれ」

　怒いかりを抑おさえた声に、人垣が波が引くように分かれた。

　自分の不ふ甲が斐いなさに泣きたくなったが、今辛つらい思いをしているのはフィリスだ。

「……彼女を連れて帰ってやりなさい」

　できるだけ穏おだやかな声こわ音ねで事の発ほつ端たんとなった侍女にそう指示して、フィリスの前に立った。

　その青ざめた顔に、心臓が鷲わしづかみにされたように苦しくなる。

　…………分かっていた。ここでフィリスの手を取れば、騒ぎはさらに大きくなる。

　だが、今フィリスに声をかけないでいることは、俺には到とう底ていできない。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。おいで」

　そう言って、俺は強こわ張ばったままのフィリスの手を摑つかんだ。

「少し席を外させてもらうが、皆はこのまま楽しんでくれ」

　驚いている客達にそう告げてコンラートの方を見ると、コンラートは困った顔をしながらも深く頭を下げて臣下の礼を取った。

　後のことは、彼に任せておけば大丈夫だろう。




　人ひと気けのない場所まで来て、ようやくフィリスの方を振り返った。

　薄うす暗ぐらい中でもフィリスの表情は氷のように硬かたくて、痛々しかった。

「早く気付いてやれなくて、すまなかった。大丈夫か？」

　そう問うと、フィリスはかすれたような声で答えた。

「ジル、戻らないと…………」

　こんな状況でさえそんなことを言うフィリスが、もどかしかった。

　もっと頼たよって、甘えて欲しい。どう言えば、この気持ちが伝わるだろう？

「コンラートに任せてきたから、大丈夫だ。そんなことより、こんな状態のフィリスを放ほうっておけるはずないだろう？」

　どうなぐさめようかと次の言葉を探していた俺は、次のフィリスの言葉に胸を締め付けられた。

「どう、して……なんで、うまくいかないのかな……？」

　震ふるえる声に、やりきれない気持ちがこみ上げる。

「フィリス……フィリスは何も間ま違ちがっていない。すまない、こんな事になるとは予想できなかった。まさかあんな所で仕し掛かけてくるとは……もっと早く俺がけじめをつけておくべきだった」

　もう何も我が慢まんしたくない、そう言ったフィリスを俺は応おう援えんしたかった。

　そのためにしておかなければならなかった事を、俺は怠おこたった。

「けじめ？」

　不思議そうなフィリスに頷うなずいて、涙なみだに濡ぬれた目を覗のぞき込んだ。

　これ以上話せば、もうごまかすこともできなくなる。

　フィリスは、どう受け止めるだろうか……。

「……もう、本当はずいぶん前から決めていたんだ。けど、実行するだけの勇気がなかった。情けないことだが…………」

　だが、いずれ避さけては通れないことだ。

　俺は覚かく悟ごを決めた。

「花嫁候補達は近いうちに全員親元に帰す。……来年から、花嫁候補はもう集めない」

　突然脈略のない事を言われて戸惑っているのは分かったが、俺は話を続けた。

「こんな時にこんなことを言うのは、負担になるだけだと頭では分かってはいるんだ…………それでも、どうか聞いて欲しい」

　こんなに緊きん張ちようするのは、もしかしたら生まれて初めてじゃないだろうか。

　心臓がうるさく音を立てて、痛いくらいだ。




「フィリス、お前を愛してる。世界中の誰よりも大切にすると約束する。だから、俺と結けつ婚こんして欲しい。ずっとそばにいて欲しいんだ」




　一世一代の告白に、フィリスは予想通り驚いて…………そして固まった。

　頭の中では何か考えているのか、時折表情が動く。

　それを審しん判ぱんを受ける罪人のような気持ちで見守っていたが、なかなか言葉を発しないフィリスが怖こわくて、無理やり思考を遮さえぎらせた。

「急にこんなことを言われたら、驚くよな？」

　頭を撫なでると、フィリスは突とつ然ぜん焦あせったように自分の頰ほおをつねった。

　今度はこっちが驚いていると、フィリスは呆ぼう然ぜんとしたように呟つぶやいた。

「これって夢じゃないの？」

「これでも一生分の勇気を出したつもりなんだ。夢にされると困る」

　正直ショックだった。夢だと思いたいほど迷めい惑わくだったのだろうか？

　底なしに落ち込みそうな俺をさらに追い込むように、フィリスはどこか恐おそれるような表情をにじませて俺を見た。

「フィリスは、俺のこと嫌きらいか？」

　耐たえ切れずにたずねると、それにはフィリスは大きく頭かぶりを振ふって応こたえてくれた。

　それでも、まだ不安は残ったままだ。

　少しでもフィリスの気持ちが知りたくて、嫌われていないという確信を持ちたくて、俺は質問を続けた。

「俺に触ふれられるのは平気？」

　さっきまで手を繫つないでここまで来たのだから平気だろうとは思うが、俺が気持ちを伝えたことで、嫌いやになってしまった可能性もある。

　驚かせないようにゆっくりとフィリスの手を取るが、フィリスは嫌な顔をせず頷いてくれた。

　頰に手で触れても、平気なようだった。

「…………嫌だったら抵てい抗こうしてくれ。無む理り強じいはしたくない」

　このあたりでやめておけと思うのに、俺の口は勝手に動いた。

　そう言っておきながら、何のことかよく分かっていないフィリスに考える隙すきを与あたえないまま、顔を近づけた。

　小さな唇くちびるに吸い込まれるように触れると、途と中ちゆうで固く閉じられた目が驚いたように開いた。

「…………今の、何？」

　独り言のように呟いて顔を真っ赤にするフィリスに、俺はようやく表情を緩ゆるめた。

「返事は今しなくていい。急がなくていいから、ゆっくり考えて欲しいんだ。俺は、本気だから。……部屋まで送るよ。また明日、ちゃんと話そう」

「うん…………」

　本当はすぐにでも返事をもらいたかったが、先ほどのフィリスの不安げな表情が気にかかった。

　断られそうな予感に、俺はつい逃にげてしまった。

　今はフィリスもゆっくり考える気分になれないだろうし、俺もずっと席を外しているわけにはいかない。

　明日、少し落ち着いたところで、ゆっくりフィリスの気持ちを聞けばいい。

　そう考えながら、俺はフィリスを部屋まで送った。

「お休み、フィリス」

　挨あい拶さつを交かわして、額にそっと口付ける。

「よく眠ねむれるおまじない」

　少しだけ魔ま力りよくをこめたそれは、すぐにフィリスを眠りに誘いざなうだろう。

「……おやすみなさい」

　そう言って扉とびらを閉めたフィリスを見送って、無意識に詰つめていた息を吐はき出す。

「…………ごめんな」

　心も体も疲つかれている状態で、色々考え込むのはいいことではない。

　無理やり眠らせたことに少しだけ罪悪感を覚えながら、俺は部屋を後にした。




　翌日、できるだけ早くフィリスに会いに行こうと考えていた俺は、思わぬ客に足を止められた。
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　朝早くから、謁えつ見けんを求めてやってくる客は途と絶だえることがない。

　夏げ至し祭の前後は城での滞たい在ざいを許されているとはいえ、全すべての客人と会うにはあまりにも短い期間だ。

　頭では分かっているものの、一番会いたい者には会いに行けず、どうでもいい者ばかりが会いにくるこの状じよう況きようには正直うんざりさせられる。

　予定されている人数を速くこなしたくて最低限の受け答えで済ませる俺に、コンラートはいつもと違ちがって不満をもらすことはなかった。

　勘かんのいいコンラートは、昨夜からの俺の沈しずんだ様子に何か思う所があるのだろう。

　予定をいつもの倍くらいの速さでこなし、もういいだろうとコンラートの方を見ると、コンラートは頷いて謁見の間の扉を閉めさせた。

「夜まで少しお休みください」

「すまない。感謝する」

　挨拶もそこそこに椅い子すから立ち上がった俺は、閉めたはずの扉が軋きしむ音に動きかけた足を止めた。

　衛兵は少しだけ開けた扉の向こうにいる誰だれかと何事かを話した後、慌あわてたように小走りに俺の前まで来て跪ひざまずいた。

「どうした？」

　衛兵は返事をすると、戸と惑まどったような声で来客を告げた。

「あの、オリヴィア様がこちらに……その、どうしても陛下に直接お話ししたいことがあるとのことでして」

「オリヴィアが？」

「は、はい」

　予想もしなかった名前に二の句が継つげられずにいる俺の隣となりで、コンラートが険しい声を上げた。

「もうここに来ているのか？　一人で？」

　叱しつ責せきするような声こわ音ねに、衛兵がビクリと体を竦すくませる。

「はっ、いえ、侍じ女じよが一人と、離り宮きゆうの警備兵二人が供に付いているようです！」

　焦あせったように答える衛兵の顔色は悪く、可哀かわい想そうになってくる。

「許可もなく勝手に離宮を離はなれるなど、何を考えているのだ！　まして、陛下への謁見を申しん請せいもせず、いきなり会いにくるとは！」

　コンラートが怒おこるのも無理はない。

　竜りゆう王おうへの謁見は、通常であれば申請してから許可が下りるまで早くても半月はかかる。

　もちろん緊きん急きゆう性せいや重要度、相手にもよるが、いきなり来ていきなり会えるのは各国の王や王族くらいなものだ。

　それに花はな嫁よめ候補に許された城の中の移動は、与えられた離宮とその庭園だけで、それ以外には正式な申請や特別な許可がなければ許されない事になっている。

「しかし、その……どうしても、と申されておりまして、その、とても深刻なご様子なのですが…………」

　さらに何か言い募つのろうとしたコンラートを手で制して、俺は素す早ばやく考えをめぐらせた。

　ここで追い返すことは容易たやすい。忙いそがしいと、一言伝えて戻もどらせれば済む話だ。

　しかし、その話の内容には恐らくフィリスが関かかわっている。

　だとすれば、単純に無視するわけにもいかないだろう。

「構わない、通してくれ」

　立ち上がったばかりの椅子に腰こしを下ろしてそう伝えると、衛兵は明らかにほっとしたように返事をして扉へと向かった。

「よろしいのですか？」

「せめて明日にして欲しかったが、仕方ない」

　再び開かれた扉から、緊きん張ちようした面おも持もちのオリヴィアがゆっくりと前に進み出た。

　扉の向こうに控ひかえているのは、昨日フィリスにかみついた侍女と、見覚えのある女の警備兵二人だ。

　確か、フィリスを城から追い出した連中だ。

　顔ぶれからしてろくでもないが、これから聞かされる話はもっとろくでもないのだろう。

　そう思うと気が重くなる。

　俺の前に跪いたオリヴィアに顔を上げるよう声をかけると、オリヴィアはその目に強い決意をにじませて俺をまっすぐに見上げた。

「こんな所まで、わざわざ何のご用かな？」

　表情だけはなんとか笑え顔がおを保ったが、多少言い方が嫌いやみっぽくなるのは仕方のないことだ。

　しかし、オリヴィアに怯ひるんだ様子はなかった。

「陛下、このようなご無礼をどうかお許しください。ですが、どうしても陛下に知って頂きたいことがあるのです」

「許可もなくここまでやってきたのだから、相当な覚かく悟ごの上だろう。言ってみなさい」

　先を促うながすと、オリヴィアはごくりと唾つばを飲んで話を続けた。

「まず、昨夜のことをお詫わびいたします、陛下。あのような醜しゆう態たいをお見せして、本当になんと申し上げればよいか…………あの侍女は、フィリスは私と姉妹のように育った大切な家族なのです」

　真しん摯しな声音に、吐きそうになる。

　この娘むすめは平和な辺境の農村で育ったというのに、こうも完かん璧ぺきな演技で人をだませるのだ。

　普ふ通つうの人間であれば、この演技を見み抜ぬける者などそうそういないだろう。

「あの子は親を早くに亡なくして…………きっと、寂さびしかったのでしょう。昔から、噓うそをついたり人の物を盗ぬすんだりすることが多くて……」

　そう言って、オリヴィアははっとしたように視線をさ迷わせて口元に手を当てた。

　予想以上のくだらない内容に、怒いかりを見せないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　この娘は、こうしてフィリスをいつも孤こ立りつさせてきたのだ。

「あ、あの、とにかくあの子は寂しいのです。だから私にもあんな…………」

「あの娘はあなたに暴力を振ふるって解かい雇こされたと、今朝から城の中で噂うわさが出回っているようですね。昨夜のエルフリード王子に対する不敬な態度もあって、かなり悪く言われているようです」

　言いにくそうなオリヴィアの言葉を補足するように、コンラートが口を出した。

　その内容に、俺は一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめた。

　噂になっていることを何故なぜ報告しなかったのかとコンラートを睨にらむと、コンラートは困ったように肩かたを竦めた。

「噂というものは、へたに消そうとするとさらに炎えん上じようするものです」

　俺にだけ聞こえるように小声でそう言って、コンラートはオリヴィアの方に顔を戻した。

「そんな風にしか、自分を上手うまく表現できないのです。まだ子供だから…………」

　涙なみだすら浮うかべてみせるオリヴィアに、俺の怒りは限界に近くなってきていた。

「ですから陛下、どうかあの子をお許しください。そしてもしあの子が陛下に何か噓をついてしまっていたとしても、寛かん大だいなお気持ちで見み逃のがして頂きたいのです」

　とうとう頰ほおを伝った涙に、自分の中のどこかでプツリと何かが切れるような音がした。

「さて、これといって何か言われた心当たりもないが。あなたの言いたいことは分かった」

　冷たくなっていく心とは別に、表情は勝手に笑顔をかたどる。

　それを見たオリヴィアが、頰を染めて満面の笑みを浮かべた。

「あ、ありがとうございます、陛下！」

「あの娘はよく噓をつくということだが、あなたの言った言葉は全て事実であり、真実であると思っていいのだろうか？」

　言われた意味が分からないのか、オリヴィアは戸惑ったように首を傾かしげた。

「誰かが噓つきだ、という噓をつく噓つきも世の中にはいるということだ。もし万が一あなたがそうであるなら、今すぐに撤てつ回かいすることをお勧すすめする。そうすればたちの悪い冗じよう談だんとして忘れよう」

　これは、俺がオリヴィアに与あたえた最後の温情だ。

　己おのれの非を認めるのなら冗談として見逃してやる。だが、それでもそれをつき通すというのなら、容よう赦しやはしない。

　少しだけ威い圧あつ感かんを込めた声に、オリヴィアは恐おそれるような表情を見せた。

　だがそれもほんの一いつ瞬しゆんのことで、すぐに真摯な表情に戻った。

「このような事で、噓などつきません！　私は、私はただ、あの子のことが大切なのです！　あの子がっ…………」

　やはり、駄だ目めか……。

「……疑うようなことを言ってすまなかった。華はなやかな世界では狡こう猾かつな者が多いからな。あなたの言い分は十分に理解した。安心して部屋に戻りなさい」

　衛兵に目配せをすると、駆かけ寄ってきた彼らはオリヴィアを優やさしく立ち上がらせて扉とびらへと送っていった。




「たいした女性ですね。あの豪ごう胆たんさには素す直なおに感心しますが……いかがなさいますか？」

「あんな小物は放ほうっておけ……と、言いたいところだが、流石さすがに俺も我が慢まんの限界だ」

　愛いとしいと思う者を目の前であんな風に貶おとしめられて、平気でいられるはずがない。
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　まして、罪悪感の欠片かけらも持っていないとなれば尚なお更さらだ。

「できるだけ早く花嫁候補達を全員故郷に帰す。適当な理由をつけて、必ず保護者に迎むかえに来させろ。オリヴィアの両親は揃そろって呼び出せ。あと、オリヴィアを推挙した領主もな……確か、あの地は今セオドアが治めていたな？」

「はい。父親の跡あとを継ついで、十年程ほどになるはずです。息子むすこが二人いて、一人はもう成人していると思いますが」

「代だい替がわりさせるほどの過失はない。心配するな。…………だが、村の方は首をすげ替かえる必要があるかもな。ジュリアを呼んでくれ」

　あの村の長は、私し欲よくのために平気で長としての権限を使うような男だ。ただ預けられているだけの権利を、己の特権だと勘かん違ちがいしている。

　フィリスの件以外にも、調べれば後ろ暗いことはまだまだあるだろう。

　これを機会に、一度全すべて明るみに出した方がいい。

　こんなやり方は、フィリスは望まないかも知れないが……。

「ジュリアを、ですか？」

「罪を問うには証人が必要だろう？」

「……しかし、何故彼女を？　証人として誰だれをお呼びになるのですか？」

　ジュリアはエストアの魔ま術じゆつ師し団長で、人の身でありながらかなり高い魔ま力りよくを持っている。

　わざわざジュリアを派は遣けんすることにコンラートが戸と惑まどうのも、当然のことだ。

「心配しなくても、人じん畜ちく無む害がいで大人しい奴やつだよ」

　そして、人間と違ちがって正直だ。

「……分かりました。明日の朝執しつ務む室の方に来るよう伝えます。それでよろしいでしょうか？」

「ああ、十分だ」

　答えて、今度こそ俺はフィリスに会いに行くために椅い子すから立ち上がった。




　フィリスに渡わたしたお守りの魔力をたどって休きゆう憩けい室の扉の前まで来たものの、中にはフィリスとマーサ以外の気配もあって入るのをためらってしまう。

　様子をうかがおうと外から回り込んで、窓の近くに立ってからふっと溜ため息いきをついた。

　…………一体、俺は何をしているんだろう。

　こんな風にフィリスを付け回して、これではまるで変質者だ。

　壁かべにもたれかかると、部屋の中から聞こえてくる声に耳を澄すませた。

　普通の人間であればしっかりと閉められた窓の向こうの会話など聞こえないものだが、犬よりも優すぐれた聴ちよう覚かくを持つ竜りゆう族ぞくにとって、人間が作った薄うすいガラス一枚など何の隔へだたりにもならない。

　もれ聞こえてくる会話を聞いているうちに、苛いら々いらとささくれだっていた心が次し第だいに癒いやされていく。

　オリヴィアのように平気で人を傷つける人間もいれば、マーサやこのリリィナという侍じ女じよのように、あくまでも誠実であろうとする人間もいる。

　時々人の愚おろかさが本気で嫌いやになる時もあるが、それでも完全に突つき放すことができないのは、全ての人間が愚かなのではないと知っているからだ。




　話が俺とのことに移ってフィリスが困ったような気配を見せたので、そろそろいいかと窓を叩たたいて注意を促うながした。

　フィリスが少しだけ開けた窓を、マーサが大きく開いてくれた。

「借りて行ってもいいかな？　仕事中すまないが、今しか時間が取れないんだ」

　一応、上司兼けん保護者でもあるマーサに断りを入れる。

「どうぞ。お話が終わったら、そのまま部屋に送って行ってもらえるかしら？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　態度も表情も身近な知り合いに向けるそれで、そのそつのなさにはいつもながら感心させられる。

　コンラートの所で働けば、意外と才能を発揮するんじゃないだろうか。

　そんな事を考えながら、戸惑っているフィリスの前に立ってそっと部屋から抱だき上げた。

「フィリス、今日はもうそのまま部屋に戻もどってて？　夜またそっちに行くから」

「えっ？……うん、分かった」

　気落ちした様子のフィリスが気になりつつも、俺はフィリスの手を取った。
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　その姿を見たとき、幻まぼろしでも見ているのかと我が目を疑った。

　確かにこの城から追い出したはずなのに、何故なぜフィリスがここに？

「どうかなさいましたか？」

　それまで歓かん談だんしていた男が、突とつ然ぜん黙だまり込んだ私を不思議そうに見た。

　それに答える余よ裕ゆうもなく、私は吸い寄せられるようにフィリスの方へと近づいた。

　フィリスの近くには以前自分に付いていた侍女のマーサもいて、私は一いつ瞬しゆん怒いかりで目の前が真っ赤になった。

　どういう経けい緯いかは分からないけど、きっとマーサがフィリスを拾ってきたのだろう。

　マーサはやけにフィリスに肩かた入いれしていたから。

　本当に、まるで疫やく病びよう神がみのようだ。どこに行っても、影かげのように私につきまとう。

　これまでの事を思い出して、苦々しい思いに唇くちびるを嚙かんだ。




　私は、ずっと村を出たいと思っていた。

　辺境の貧相な、小さな村。住んでる連中だって、財も学もなく、面おも白しろくもない奴ばかり。

　あんな所で一生を過ごすなんて、とても我慢できなかった。

　だから領主様が竜りゆう王おうの花はな嫁よめ候補に出す娘むすめの選出に入ったと聞いたとき、父に懇こん願がんして領主様に会う機会を作ってもらった。

　一目でも会ってもらえさえすれば、必ず私が候補者に選ばれる自信があった。

　予想通り、領主様はすぐに私を候補に選んだ。

　帝てい都とまで行けば、あとはどうにでもなる。

　身分の高い男性に見み初そめられることもあるだろうし、本当に竜王様に花嫁にと望まれることもあるかも知れない。

　私がいるべき場所は、もっと華はなやかな世界だ。

　毎日綺き麗れいなドレスを着て、多くの人間にかしずかれ、世界の誰からも認められる男の妻となるべきだ。

　いつからかその思いは、私の中で願いから当然の権利へと変化していった。

　やっとあの村から解放されると思っていたのに、まさか帝都にフィリスが付いてくることになるとは思わなかった。

　今思い出しても忌いま々いましい。

　あのジルとかいう男がくだらないことを思いつかなければ、今いま頃ごろなんの憂うれいもなく全てがうまく進んだのに。




　私は知っていた。

　母があの子の母親を、憎にくんでいると言っていいほど嫌っていたのを。

　父があの子の母親を、何か特別な目で見ていたことを。

　そして村の人間が、みんなあの子やあの子の家族のことを同情の目で見ていたことも。

　私は特別な人間なのに、私よりもみんなの関心を集めているあいつらが許せなかった。

　だから、あの子の父親に散々我がままを言って困らせてやった。

　その我がままの一つであの子の両親が二人とも死んでしまったことはさすがに驚おどろいたけど、罪悪感は感じなかった。

　父だって、いつもあの子の父親に理り不ふ尽じんなことを言って困らせていたのだ。私は父と同じことをしただけなのだから。

　でもそのことでさらにあの子に同情の目がいって、私は焦あせった。

　だからあの子の目を気持ち悪いと言って、あの子が嫌きらわれるように仕向けた。

　そうしてやっと、私は安心した。

　みんながあの子を冷たい目で見るたび、暗い愉ゆ悦えつが心を満たしてくれた。

　娯ご楽らくのないあの村で、その感情は私にとって唯ゆい一いつといっていい楽しみとなった。

　そしていつしか私は、あの子を手なずける遊びを覚えた。

　心の中で蔑さげすみながらも優やさしい言葉の一つもかけてやれば、あの子は面白いくらい私に懐なついた。

　嫌われ者のあの子に優しくする私にあの子も村の連中もあっさりと騙だまされて、私を聖女のように扱あつかってくれた。




　竜王の花嫁候補という輝かがやかしい未来に向かい歩き始めた私は、過去の自分の全すべてを捨てていくはずだったのに…………。

　それなのにあの子は私に付いてきた。まるで薄うす暗ぐらい過去の象しよう徴ちようのようなその存在を、私はどうしても許せなかった。

　それでも我が慢まんしてきたのは、この大切な時に余計な波風を立てたくなかったからだ。

　時折苛いら立だちをぶつけてしまうこともあったけれど、少なくともそう考えていた。

　それが我慢できなくなったのは、あの日偶ぐう然ぜん見てしまったからだ。

　例年になく陛下が頻ひん繁ぱんに離り宮きゆうに訪おとずれることは、花嫁候補達の間でも大きな話題になっていた。

　陛下はとうとう本気で花嫁をお選びになるのだ、と。

　それで少しでも会いたくて、きっかけが欲しくて、私は陛下が訪れそうな時間になると庭園を散歩することにしていた。

　鈍にぶいフィリスは気付かなかったようだが、同じようなことを考えて庭園をウロウロしている花嫁候補達は結構いたのだ。

　それでも結局一度も会うことはできなかったが、ふと不安に駆かられてフィリスの様子を見に行った時、私は見てしまった。

　陛下が、穏おだやかな笑えみを浮うかべてフィリスと話しているところを…………。

　フィリスが小さな包みを陛下に差し出すと、陛下はそれを嬉うれしそうに受け取った。

　私は怒いかりに任せてフィリスに詰つめ寄りたい気持ちをなんとか抑おさえ込んで、自室に駆け戻った。

　許せなかった。裏切られたような気がした。

　一体いつの間に、陛下と親しくなったのか。そんな様子など、少しも見せなかったのに。

　あんな取るに足らない平へい凡ぼんな、それも私が長い間見下してきた小こ娘むすめに出し抜ぬかれるなんて！

　だから、マーサがいない時を狙ねらってフィリスを呼び出した。

　これ以上邪じや魔まをされないうちに、もう二度と陛下の目に入らない場所に追いやってしまいたかった。

　私の思い通り、両親のことを言われたフィリスは怒おこって私に手を上げた。

　終わりだと思った。もう、私が煩わずらわされることはないと。




　私は回想するのをやめて、大きく深呼吸をした。

　ここで取り乱してしまったら、今までの苦労が全て水の泡あわになる。

　戻ってきたというのなら、それでもいい。また追い出してやれば済む話だ。

　今度は二度と帰って来られないように、この大勢の前で貶おとしめてやればいい。

「フィリス」

　小さくかけた声に、フィリスは身を震ふるわせた。

「またあなたに会えるとは、思わなかったわ…………」

「オリヴィア様……」

　ほんの少し声こわ音ねを変えてやるだけで、エマはすぐに反応してくれた。本当に扱いやすい子だ。

「エマ、いいのよ。ありがとう」

　邪魔されないようにやんわりとエマを制して、私はフィリスに向き直った。

「フィリス、何故あなたがここにいるのかは分からないけど。また、顔が見られて嬉しいわ」

　自分でも、よくここまで心にもない事を言えるものだと感心する。

　固まってしまったフィリスを内心で嘲あざ笑わらいながらも、私は攻こう撃げきを続けた。

「あの時は、本当にごめんなさい。そんなつもりじゃなかったの……本当に、ただフィリスにちゃんとして欲しくて、このままじゃ駄だ目めだと思って、私…………そんなに気に障さわる言い方をしてしまったかしら？」

　多くを語る必要はない。

　思わせぶりな態度をとるだけで、周りは勝手に想像し、同情してくれる。

　少しばかり大げさに泣き真似まねをするだけで、周囲にいた人々は完全に私の味方になってくれた。

　正義感を出したのか、エルフリード王子と呼ばれる人物がフィリスに近づいた。

　その後一体何をしでかしたのか俯うつむいている私には分からなかったけど、唐とう突とつに彼の怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

　完全な勝利を確信したのは、けれどほんのつかの間のことだった。

「陛下…………」

　その誰だれかの呟つぶやきに顔を上げた私は、あまりに近い場所にいた陛下の姿に息をのんだ。

「彼女を連れて帰ってやりなさい」

　そうエマに指示をする陛下に、私は一いつ瞬しゆん彼が私を助けに来てくれたのだと思った。

　血が沸ふつ騰とうするような喜びは、次の瞬間急速に冷やされて足元が崩くずれそうな錯さつ覚かくを覚えた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。おいで」

　そう言ってフィリスの手を取った陛下は、私を見ることもなく集まった人たちを振り返った。

「少し席を外させてもらうが、皆みなはこのまま楽しんでくれ」

　まるで当然のようにごく自然にフィリスを連れて行くその姿を、私は呆ぼう然ぜんと見送るしかなかった。

「……オリヴィア様」

　それからどれくらい経たったのか、気き遣づかうエマになんとか頷うなずいた。

「戻もどりましょう、エマ。少し休みたいの」

　これ以上自分を取り繕つくろう自信もなくて、私は疲つかれきった振りをしながら離宮の自室へと戻った。




　一晩中、ほとんど眠ねむらずに考えた。

　陛下が何故なぜフィリスにあれほど肩かた入いれするのか、その理由は分からない。知りたいとも思わない。

　でも、フィリスは危険だ。

　すぐに城から追い出すことが叶かなわないのならば、最低でも陛下とフィリスを引き離はなす必要がある。

　翌日朝食を済ませた後、私はできる限り真しん剣けんな表情を作り、エマに声をかけた。

「エマ、お願いがあるの。陛下にお会いしたいの。できるだけ、早く」

　私の言葉に、食後のお茶を用意していたエマの手が止まった。

「今夜までお待ち下されば、宴うたげの席で陛下にお声をかけて頂くことも可能かも知れませんが……」

「それじゃあ駄目よ、あまり大勢に聞かれたくないの。ねえ、今から陛下に会いに行けないかしら？」

「ですが、勝手に離宮を離れることはできません。謁えつ見けんには申しん請せいも必要ですし……」

　困り果てた様子のエマに、涙なみだを浮かべてみせる。

「お願い、フィリスのことで陛下にお話がしたいのよ。ね、今回だけでいいの。私の我がままを聞いてちょうだい？」

「オリヴィア様、何故そこまであの子を庇かばわれるのです？　あのような不義理な真似をしたのです。それなのにどうして…………？」

「あの子は、私にとっては本当の妹みたいなものなの。フィリスが私をどう思ってるかは分からないけど、私はっ…………」

　声を詰まらせて俯くと、慌あわてたようにエマが駆け寄ってきた。

「オリヴィア様！　心無いことを申し上げたことを、お許し下さい。では、せめて誰か警備兵についてきてもらうよう頼たのんでみましょう。しばらくお待ちいただけますか？」

　頷くと、エマは慌あわただしく部屋を出て行った。

　扉とびらがパタリと閉じる音に顔を上げて、ふっと息を吐はいた。

　これでいい。

　いくら竜りゆう王おう様とはいえ、男であることには変わりない。

　ほんの少し涙を見せてやれば、いくらでも私の言うことを信じてくれるだろう。

　私はエマが戻ってくるまでの間、これからするべきことを考えていた。
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　時折すれ違ちがう人々が、不ふ審しんそうに私達を見ては歩調を緩ゆるめる。

　城の中で男女がこうして手を繫つないで歩いていること自体珍めずらしいのだろうし、ジルは人間の姿になっているからともかく、私は昨日のことで注目を集めている。

「ジル、手を放して？」

　よどみなく歩を進める後ろ姿に声をかけると、ジルは速度をゆるめないまま振り返って不思議そうな顔をした。

　それからふっと笑うと、私の手をしっかりと繫ぎなおした。

「気にするな。それより、昨日はよく眠れたか？」

「うん……」

「そうか。それなら良かった」

　気にするなと言われても気になってしまう……。

　これほどあからさまにジロジロと見られても平気なのは、ジルが人から注目されることに慣れているせいなのだろうか？




　何度か建物を通り抜けて出た場所は、何もない、草木が無造作に生えているだけの人ひと気けのない空間だった。

　ジルは私の手を放すと、キョロキョロとあたりを見回した。

「座れそうな場所がないな」

「あの木の下は？」

　別に私は立ったままでも平気だったけど、ジルは座りたいのかも知れない。

　そう思って私が指差した先は、大きな木の根元だった。

　地上に張り出した根の上なら、地べたに直じかに座るよりは座り心地ごこちがいいだろう。

　ジルは頷くと、私を先に座らせて向かい合うように根元に座った。

　改めてジルの顔を見ると、昨日のことを思い出して緊きん張ちようして落ち着かなくなってしまう。

　オドオドと視線をさ迷わせる私に、ジルは困ったように苦く笑しようを浮うかべた。

「…………困らせたいわけじゃないんだ。昨日みたいなことがなければ、もっと時間をかけて気持ちを伝えようと思っていた。フィリスが俺をそういう目で見られないのなら、今はそれでもいい。ただ、嫌きらわないでいて欲しいんだ。フィリスに距きよ離りを置かれるのは、正直きついから」

　苦しそうな表情のジルに、私は罪悪感で胸が締しめ付けられるように痛んだ。

「ジルを嫌うことなんてないっ、私は…………」

　私も、ジルが好きだから。

　そう続けようとして、言葉を詰つまらせた。

　それを伝えるということは、ジルの気持ちを受け入れるということだ。でも、二人の関係を先に進ませるのは怖こわい。

　好きなのに、ジルの気持ちは受け入れられない。

　でも、今まで通りの関係は続けたい。

　あまりにも自分勝手な考えに、自分で自分が嫌いやになる。

　気き詰づまりな沈ちん黙もくがしばらく続いた後、ジルが雰ふん囲い気きを変えるように大きく息を吐いた。

「その言葉だけで十分だよ。昨日も言った通り、返事は急がない。ゆっくり考えて欲しいし、いい答えをもらえるように俺も頑がん張ばるから」

　何を頑張るのだろうと思いながらも、少し浮ふ上じようしたジルの表情にほっとした私は、とりあえず頷いておいた。

「ジルは…………」

　昨日からずっと心の中にある疑問を口にしようとして、迷って口を閉じる。

　こういうことを聞いてもいいものなのか、分からない。

　ジルは先を促うながすように黙だまっていたけど、私が完全に口を閉じてしまったのを見て、探さぐるようにじっと私の顔を見つめた。

　それは多分、ほんの短い時間だったと思う。

　ジルは苦笑して、軽く溜ため息いきをついた。

「聞きたいことがあるなら、遠えん慮りよしないで何でも言って欲しい。フィリスが何を考えているのか、知りたいんだ」

　ジルの言葉に励はげまされて、私は一度飲み込んだ疑問を口にした。

「…………その、どうして私のことを？」

　どうしても恥はずかしくて、小声で早口になってしまったけど。

　意味がよく分からなかったのか、首を傾かしげるジルに私は言葉を続けた。

「花はな嫁よめ候補の人たちは、みんなすごく綺き麗れいだし、教養もあるし、品があって……大勢の女の人の中から、特別に選ばれた人達でしょう？　ジルは、今までそういう女の人と沢たく山さん会ってきたんだよね？」

　誰だれもが恋こい人びとにしたい、妻にしたいと望むような、そんな女性を数多く見てきたジルが、何故私なのか。きっと、誰もが疑問に思うだろう。

　ようやく私が聞きたいことが分かったのか、ジルは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「確かに、フィリスの言う通りだ。正直に言えば、中には話していて楽しいと思う女性もいたし、好ましいと思える女性も何人かはいた」

　懐なつかしそうなジルの表情に、胸の奥がツキリと痛んだ。

「でも、駄だ目めだった。好感は持てても、それ以上の存在にはならなかった。俺だって、生しよう涯がいの伴はん侶りよが欲しくないわけじゃない。好きになれたらいいと思って努力してみたこともある。……でも結局、心は動かなかった」

　少しだけ寂さびしそうにそう言ったジルは、暗い表情になってしまった私の頭をそっと撫なでた。

「でもフィリスと初めて会った時、確かに今まで感じたことのなかった何かを感じたんだ。どうしてか離れたくなくて、自分でも強ごう引いんだと思いながらもフィリスをここに連れてきた」

「じゃあ、私を付き人にしてくれたのって…………」

　ジルは以前、私をオリヴィアの付き人にしたのは半分は私のためだと言っていた。もう半分の理由は、また今度と言って教えてくれなかった。

「そうだ。半分はフィリス自身のため。もう半分は……俺自身のためだ。ずいぶんと身勝手な理由だろう？」

　不安そうに私を見るジルに、私は慌てて頭かぶりを振ふった。

「いいんだよ、実際誰が聞いたって、自分勝手な話なんだから。そうと分かっていて自分を止められないのも、初めてだった。どうしてって言われると、正直上手うまく説明できない。多分、一ひと目め惚ぼれっていうやつだったんだろうな。…………フィリスを見ていると、一いつ緒しよに生きたいって思うんだ。フィリスが見ている世界を、俺も見ていたい」

　ジルの言葉を嬉うれしいと思う反面、やっぱり何かの間ま違ちがいじゃないかと思う気持ちが捨てきれなくて……ジルの真しん剣けんな目を見ていられずに、俯うつむいてしまう。

「俺の気持ちも、ゆっくり分かってくれればいいよ。…………ところで、これからのことを少し話してもいいか？」

　問いかけられて、顔を上げる。

　ジルは私が話を聞く姿勢になったのを確かく認にんして、言葉を続けた。

「夏げ至し祭が終わって落ち着いたら、花嫁候補達を郷里に帰す事を公表しようと思う。ただ、フィリスのことはちゃんと伏ふせておくから心配しなくていい。混乱が起きないよう、花嫁探しは一、二年の間凍とう結けつという形にする」

　竜王が花嫁探しをやめるということは、盟約が終わるのではないかという不安を人々に抱いだかせる。

　そうなれば、大陸中が混乱の渦うずに巻き込まれるのは私にも想像ができた。

「オリヴィアももちろん、村に帰す。ただ、自分がしたことの責任は取ってもらう」

　ジルの怒いかりをにじませた表情に、不安が染しみのように広がっていった。

「彼女は、城の規則を破った。虚きよ言げんで城に騒さわぎを起こして、公式の場で竜りゆう王おうに対して偽いつわりの証言を行った。まあ、難しく言うとそういうことだ」

　そう言って、ジルはオリヴィアが謁えつ見けんの間に来たことを話してくれた。

　少し歯切れが悪いのは、私を気にしてくれているからだろう。

　オリヴィアが話したという内容に、私は今いま更さら傷ついたりはしなかった。どちらかと言えば、彼女ならそのくらいは言うだろうという納得の気持ちの方が大きい。

「オリヴィアは、どうなるの？」

　城の規則を破ったことはともかく、虚言と言ってもせいぜい私のことである事ない事を話しただけだし、それほど大きな罪になるとも思えなかった。

「もちろん、牢ろうに入れられたりするわけじゃないさ。だが、悪い子には相応のお仕置きが必要だろう？　フィリス、嫌な思いをさせてしまうかも知れないが、俺を信じてくれないか？」

　ジル以上に信じられる人なんて、どこにもいない。そう思っても、不安は消えなかった。

　私はきっと、一生オリヴィアを許せないだろう。

　だからといって、オリヴィアに仕返しがしたいとも思っていないのだ。

　頷けないでいる私に、ジルは困ったような表情で話を続けた。

「悪いようにはしない。ただ、それなりのけじめをつけるだけだ。あと、フィリスの仕事場も変えようと思ってる。今の場所は、この状じよう況きようでは誰にとってもあまり良くない。あの王子もまだしばらくは城にいるし、極力目の届かない所にいた方がいい」

「ジル、そのことなんだけど…………私、やっぱりお城の外で働いた方がいいんじゃないかな？　今のままじゃ、迷めい惑わくをかけることしかできないし……」

　仕事が出来るとか出来ないとか、それ以前の問題でみんなを困らせてしまう。

「……フィリス、それはできない」

　ジルは私の言葉に一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をして、そう言った。

「城の外では安全を保障できない。昨日俺が広間から連れ出したせいで、フィリスは今注目を集めてる。どこで誰に目をつけられるか分からない。……帝てい都とには色んな人種が集まるが、フィリスのような瞳ひとみの色を持つ者はそうはいない。知る者がいればすぐに分かるだろう」

　申し訳なさそうに言うジルに、何と言葉を返していいのか分からなかった。

「自由を奪うばうようなことになって、本当にすまないと思っている」

　その言葉に、私は大きく頭を振った。

「私のために、そうしてくれたんでしょう？」

「いや、これは俺の我がままのせいだ。俺が動けば大おお事ごとになることは分かっていたが、どうしても動かずにいられなかった。仲ちゆう裁さいするだけなら、他ほかの誰かに頼たのんでもよかったんだから」

「でも私もジルが来てくれて嬉しかったし、本当に気にしないで？　それに、お城で働くのが嫌なわけじゃないから」

　ただみんなに余計な迷惑をかけたくないと思うだけで、お城で働くこと自体は全然嫌じゃない。

「フィリス……」

「それで、私はどこで働けばいいの？」

　ジルは苦く笑しようして、息を吐はいた。

「極力、人の目を気にしなくて済みそうな場所だよ」

　首を傾げる私に、ジルはやっといつもの笑え顔がおを見せてくれた。
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　ジルが私に用意してくれた仕事場は、城の使用人達のために用意された食堂の厨ちゆう房ぼうだった。

　中は意外と広く、子供なら簡単に中に入れそうな大きな鍋なべや釜かまが火にかけられている。

　ほぼ常時火がたかれているせいか、夏でただでさえ暑いというのに、厨房の中はそれにも増して暑かった。

　私もマーサと一緒に毎日のように食事に訪おとずれていたけど、裏側がこんな風になっているとは想像もつかなかった。

　ここで働いている人達は何故なぜか男性ばかりで、最初はそれが不思議だったけど、その理由はすぐに分かった。

　食材は毎朝新しん鮮せんなものを業者が届けてくれるのだけど、その量も半はん端ぱではない。

　これも子供が軽々入れそうな麻あさ袋ぶくろに一いつ杯ぱいに詰つめられていて、かなり重い。持ち上げる時に気をつけないと、腰こしを痛めてしまう。

　鍋に至っては私では持ち上げることすらままならなかった。

　ここで働き始めてから数日が経たったけど、私はまだこの仕事場に馴な染じめないでいた。

　男達はみんな忙いそがしく立ち働いていて、無む駄だ話もほとんどしない。それでも、私がみんなに受け入れられていないことはなんとなく感じていた。

　かろうじて仕事の指示はもらえるものの、目線もほとんど合わされず、どことなくよそよそしい。

　女で子供である私はとても力があるように見えないだろうし、包丁を持ったことがないと言った時には本気で驚おどろかれた。

　当然役立たずだと思われているだろうし、夏至祭の一件で印象が最悪だということも分かっている。

　分かってはいるけど、やっぱり寂しいと思う気持ちは消えなかった。

　村にいた頃ころはみんなと同じ場所で同じ仕事をすることすら許されなかったのに、仲良くしてもらいたいなんて、なんて贅ぜい沢たくになってしまったんだろう…………。

「おい、食器片付けろ」

　考え事をしながら無心に野菜を洗っていると、後ろを通りかかった料理長が独り言のように呟つぶやいて行った。

「はい」

　もう聞いていないだろうなと思いつつも一応返事をして、急いで食器の返へん却きやく口に向かった。

　お昼のピークを過ぎて、返却口には所ところ狭せましと使用後のトレイが並べられていた。

　返却口と流し台を何度か往復している時、それは起こった。

「……っ！」

　食器を重ねて両手で持ち上げたとき、突とつ然ぜん顔面に冷たい水がかけられて、とっさに両目と口を閉じた。

「いい加減、消えたら？　こんな所に隠かくれて、いつまでお城に居座るつもりなの？　ほんと、図太い神経してるわね」

　顔にかかった水と同じくらい冷たい声にうっすらと目を開けると、うっとうしそうな顔をした侍じ女じよが空になったグラスを持って立っていた。

　どうやら、彼女が私に水をかけたらしかった。

「うわぁ、女って怖こわいな……」

「ほっとけよ、あれは仕方ないだろ」

　侍女の後ろを通り過ぎていく兵士達も、周囲にいた人たちも、誰だれも彼女の行いを咎とがめようとはしない。

　名前も知らないその人は、私が黙だまったままでいるとグラスを返却口に叩たたきつけるように置いて去っていった。

『早く城から出て行けばいいのに』『オリヴィア様が可哀かわい想そう』

　時々聞こえてくる陰かげ口ぐちは要約すると大体こんな感じで、離り宮きゆうにいるオリヴィアの見えない手が伸のびてくるような錯さつ覚かくに寒気がした。

　暗い気持ちを振ふり切るように急いで食器を流し台に持っていき、支給されたエプロンで濡ぬれた顔を拭ふいた。

「ほら、ちゃんとタオルで拭けよ」

　突然かけられた声に驚いて振り返ると、私と同じ日にこの厨房に配属された少年がタオルを手に持って立っていた。

　確か、名前はポールだっただろうか。癖くせのある赤毛で、顔にはそばかすがたくさんあった。

「…………ありがとう」

　その厚意が嬉うれしくて、こうして話しかけてもらえるなら、水をかけられてかえって良かったなんて馬ば鹿かなことを考えてしまう。

「お前さ、なんで言い返さないの？」

　首を傾かしげると、ポールは怒おこったような顔をした。

「お前が何やったってさ、名前も知らないような奴やつに水ぶっかけられる理由にならないだろ？　それとも、知り合いなのか？」

　否定の意味で頭かぶりを振ると、そうだろうと言うようにポールはフンと鼻を鳴らした。

「でも…………」

「でも？」

「言い返したら、余計酷ひどくなるから」

　今までの経験上、へたに謝ったり弁解したり、言い返したりすると相手は大たい抵てい余計に怒ってしまう。

　それに、私のことを悪く思っている人はそれこそ山ほどいる。その人達一人一人の誤解を解きたいとも思わない。

「………………今度あんなことあったら、やり返せよ。逆ギレしてきたらオレが代わりに喧けん嘩か買ってやるから」

　びしりと指を立てて、分かったな？　と念押しするポールに、逆ギレって何だろうと思いながらも頷うなずいた。

　多分同じことがあってもやり返すなんて無理だろうけど、ポールの言葉が嬉しくて仕方なかった。




　そんなことがあってから、何故か男達の態度は少しずつ柔やわらかくなっていった。

　朝厨房に入ると挨あい拶さつしてくれるし、帰りもお疲つかれと声をかけてくれる。

　もしかしたら水をかけられたことで同情してくれているだけかも知れないけど、そうだとしても普ふ通つうに接してくれるのは嬉しかった。

　ポールともずいぶん話すようになった。あれから何かと私を気にかけてくれて、私も打ち解けて話せるようになってきた。

　それは、夏げ至し祭の最終日から数日経ったある日のことだった。

　いつものように使用後の食器を洗っていると、料理長が私にリンゴと果物ナイフを差し出してきた。

「あんた、このままここで働くんだろ？　だったら、材料の下ごしらえくらい手伝えるようにしてもらわんと困る」

　受け取れというように押し出されたそれらを、慌あわてて濡れた手を拭いて受け取った。

「ポール、お前教えてやれ」

　料理長は私の隣となりでじゃがいもの皮をむいていたポールの肩かたを叩いて、台の上にリンゴがたくさん入ったかごを置いて行った。

「よかったな、フィリス」

「うんっ！」

　料理長にここに居てもいいと言われたも同然で、嬉しくて頰ほおが熱くなるのが分かった。

「……でもさ、お前確か包丁持ったことないって言ってたよな？　本当に、料理とか今まで一回もしたことないの？」

「うんっ！」

「…………………………」




　ポールは本当に面めん倒どう見みがいいと思う。

「力を入れすぎなんだよ。肩の力を抜ぬいて、もう少し軽く持て。ナイフの方を動かすんじゃなくて、リンゴの方を動かすんだよ」

　私が練習をはじめると、仕事の手を完全に止めてつきっきりで教えてくれた。

「…………なあ、頼たのむから怪け我がしないでくれよ？」

　心配しすぎて泣きそうなポールの声に、私は手を止めてポールを見た。

　そんなに危なっかしいだろうか？

「ポール、そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ？」

　そこまで不器用ではないし、リンゴの皮もだんだん薄うすくむけるようになってきた。

　最初は正直皮を食べたほうが早いと笑われるほど分厚かったけど、三個目になってだいぶ実が残るようになってきた。

「ちょっとは信用してやれよ。なんでも練習しなきゃできねーし、包丁持ったばっかの頃は俺達だって手に生傷が絶えなかったもんだ」

　後ろで鍋なべをかき回している料理人が、呆あきれたようにポールに声をかけた。

「傷きず痕あとが残ったらどうするんだよ？」

「お前なあ、たとえ親でも娘むすめにそんな心配しないぞ？　どこぞの貴族のご令れい嬢じようじゃあるまいし」

　普ふ段だん大人っぽい感じのするポールの思わぬ言葉に、料理人が思わず噴ふき出した。

　まだ何か言いたそうだったポールは、小声で何かを呟くと私の手元に視線を戻もどした。

「ありがとう、ポール。気をつけるね」

「そうしてくれ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情に首を傾げる。

　その時、裏口の方から私を呼ぶ声がした。

「フィリス、お客さんが来てるぞ！」

　思わずポールと一いつ瞬しゆん顔を見合わせた。

　誰だろうと不思議に思いながらも、手に持っていたリンゴとナイフを置いて裏口に向かった。

　外に立っていたのは、意外な人だった。

「こんにちは」

「こ、こんにちは」

　笑え顔がおでかけられた挨拶に、つられるように言葉を返した。

　そこにいたのは、以前エルフリード王子からだと言って、夏至祭の前に私にドレスを持ってきた女性だった。

　その後ろには、剣けんを携たずさえた若い騎き士しが厳しい表情で控ひかえている。

「突然こんな所まで押しかけて、ごめんなさい。あなたにお願いがあって。外に出てきてもらってもいいかしら？」

　扉とびらに手をかけたままだった私は、その言葉に戸と惑まどいながらも外に出た。

「私達、明日の朝にここを発たつの。それで、最後にエルフリード様に会ってもらいたくて」

　その名前に、夏至祭の時に感じた不快感を思い出して顔をしかめてしまった。

「もうこれで会えないんだし、最後くらい、ね？　何も、取って食おうってわけじゃないのよ？」

「あの、ごめんなさい。私…………」

　とても会う気になんてなれない。

　何とか断ろうと次の言葉を探していると、後ろにいた騎士が低い声を出した。

「勘かん違ちがいするな。お前に拒きよ否ひ権は無い。王子にあれだけの無礼を働いておいて、まさかお咎とがめなしでいられるとは思っていないだろうな？」

　片方の手を剣にかけて、騎士は詰つめ寄るように一歩私に近づいた。

　ドクリと心臓が嫌いやな音を立てて、胸むな元もとにあるお守りを手の中に握にぎりしめる。

　手の中にジルの存在を感じた気がして、少しだけ勇気付けられた。

　確かに無礼な事をしてしまったのは、悪いと思っている。

　相手の身分を考えれば、ちゃんと謝罪しなければいけないのだろう。

　でもあの時はどうしても我が慢まんできなかったし、またあの絡からみつくような視線を受けるのかと思うと、怖こわかった。

「あの時のことは、ちゃんと謝ります。……申し訳ありませんでした。でも、また怒らせてしまうかも知れないし、私、やっぱり…………」

　情けなく震ふるえた声で答えると、騎士の表情がいっそう厳しくなった。

「お前は、自分の立場というものが分かっていないようだな」

「そうだぞフィリス、さっさと仕事に戻れよ。話なら仕事が終わってからにしろ」

　いつの間にか裏口に立っていたポールは、そう言って私と騎士の間に立った。

「すいませんがこっちも人が足りなくてね。仕事中に抜けさせるわけにはいかないんですよ。用があるなら、仕事が終わってからにしてもらえませんか」

「関係の無いやつは黙だまっていてもらおうか」

　騎士が一歩前に出ると、ポールはフンと鼻で笑った。

「嫌がる子供を無む理り矢や理り連れて行こうとするなんて、ずいぶん乱暴なんですね」

「言葉で言って分からなければ、仕方あるまい」

　そう言いながら近づく騎士に、ポールは私を庇かばいながら裏口の扉まで下がった。

「フィリス、中に入ってろ。ここはオレが何とかするから」

　小声で言うポールに、私は大きく頭かぶりを振ふった。

　自分のことなのに、人に任せて逃にげるなんて考えられない。

「お前に何かあったら、オレが困るんだよ。いいから行けって！」

　どうしてポールが困るんだろうと思いながら、今度も頭を振った。

「心配なら、二人で一いつ緒しよに来てくれてもいいのよ？」

　それまで黙って様子を見ていた女性が、取りなすように声をかけた。
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　騎士の強ごう引いんな態度には、彼女も戸惑っているようだった。

「連れて行って、どうするつもりですか？」

　やや軟なん化かした態度に、彼女は少しほっとして肩かたの力を抜いた。

「どうもしないわ。ただ、少しお話をするだけよ」

「…………なら尚なお更さら、急ぐ必要もないでしょう。夜また来てください。仕事が終わった後なら、俺も口は出しませんよ」

「で、でもエルフリード様にもご都合があるのよ？」

「それはこっちも一緒です。もうすぐ夜の仕込みもある」

　これ以上は一いつ切さい譲じよう歩ほしないといったポールの様子に、騎士が舌打ちして口を開いた。

　騎士が何かを言う前に、野太い低い声が私達の後ろから響ひびいた。

「いい加減、戻れ。……あんたらもな」

　振り返ると、大おお柄がらな料理長が裏口を開けて私達を睨にらんでいた。

「…………あまり大げさにしたくない。お前の言葉通り夜になったらまた来よう。くれぐれも逃げようなどとは考えるなよ」

「アルフっ！」

　焦あせる彼女を目で制して、騎士は落ち着いた動作で歩いて行った。

　彼女も溜ため息いきをつくと、私達の方に軽く頭を下げて騎士を追いかけていった。

　無言で厨ちゆう房ぼうに戻ると、気き遣づかわしげな視線が料理人たちから投げかけられた。

　料理長は何も言わなかったけど、大きな手で私の背中を軽く叩たたいてから仕事に戻っていった。

　多分、気にするなという意味だと思う。

「ポール、ありがとう。ごめんね？」

「気にするなよ。何があったかは、オレも噂うわさでは聞いてるよ。けど、別に大おお騒さわぎするほどのことじゃないさ」

　じゃあ、ポールは私が王子に何をしたか分かっていて助けてくれたのだ。

　そう思うと、尚なお更さら申し訳ない気がした。

　皮むきを再開しようとして、それまでずっとお守りを握りしめていたことに気がついて苦く笑しようした。

　それにしても、夜また彼らが来たらどう言って断ればいいだろうか。

「仕事終わったら、迎むかえに来てもらえるんだろ？　えっと、ほら、ジルさんだっけ？　いつもどこまで一緒に帰ってるのか知らないけど、今日は部屋の前まで送ってもらえよ。オレも一緒に行ってやるし、連中と鉢はち合あわせしても二人もいればなんとかなるだろ」

　私の手元をチラチラ見ながら、ポールが思い出したようにそう言った。

　ここで働くようになってから、ジルは仕事が終わる時間になると毎日厨房まで迎えに来てくれるようになった。

　ジルも忙いそがしいだろうし、私なら一人で大だい丈じよう夫ぶだと言っても、俺がそうしたいだけだからと言って聞いてくれない。

　私自身は毎日ジルと会えて、話ができて嬉うれしいけど……。

「えっと、もしポールも一緒だったら三人だよね？」

「フィリスは戦力にならないよ。さっきだって、あのままだったら押し切られてただろ？」

　そう言われると、言い返す言葉もなかった。

「…………ジルさんって、フィリスの彼氏？」

「彼氏？」

「えっと、付き合ってるのかってことだよ」

　少し気まずそうに言葉をかえて聞き返すポールに、動どう揺ようして持っていたリンゴを落としてしまった。

　慌あわてて拾い上げて、水で洗い流す。

「あ、あの、付き合ってるわけじゃないんだけど…………」

「……少なくとも、フィリスの気持ちは分かったよ。あの人、何か大人の男って感じがしてかっこいいもんな」

　からかうように言われて、赤くなった頰ほおを隠かくすように下を向いた。

「どういう知り合いなの？」

「…………ジルは私の、恩人なの」

　色々考えて、それだけを答えた。経けい緯いを話すと長くなるけど、その一言で十分な気がした。

「そっか」

　ポールは、それ以上は深く聞いてこなかった。

「っ！」

　色々考えながらやっていたのが悪かったのか、ナイフで指を切ってしまった。

　流れてきた血をとっさに舐なめる私を見て、ポールが顔を真っ青にした。

「大丈夫かっ!?」

　まるで大おお怪け我がでもしたような驚おどろきぶりに、料理人たちも驚いて手を止めた。

　ポールは私の手を取って傷口を確かめると、転げるように走って救急箱を取りにいった。

「あいつ、過保護だな」

　私の手を覗のぞき込んだ料理人と顔を見合わせて、思わず笑ってしまった。




　ジルが私を迎えに来たのは、いつもよりずいぶん早い時間だった。

「おい、今日はもうあがっていいぞ」

　まだ帰る時間ではなかったけど、料理長は何でもないようにそう言った。

　エプロンを外して裏口に行くと、ポールも一緒についてきた。

「オレも行くよ。料理長には、ちゃんと許可取ってるから」

　そう言って私よりも先に外に出ると、あたりを警けい戒かいするように見回した。

　そんなポールの様子に、ジルは問いかけるように私を見た。

　けれど私が何かを言う前に、ポールが私達の背中を押した。

「話は歩きながらにしよう。あいつらが来たら厄やつ介かいだ」

「ジル、今日はどうしてこんなに早く迎えに来てくれたの？」

　今日に限って、何故なぜいつもよりも早い時間に来てくれたのだろう？

「何かあったんじゃないかと思って、気になったんだ」

「…………どうして？」

　驚いて隣となりを歩くジルを見上げると、ジルは困ったような笑えみを浮うかべた。

「それは……まあ、勘かんだよ。それはともかく、何があったんだ？」

　表情を引き締しめたジルに、私は今日の出来事を話した。

　時折相あい槌づちをうつだけで黙だまって話を聞いていたジルは、聞き終わると大きく溜息をついた。

「それは大変だったな。ポール、フィリスを助けてくれてありがとう。感謝するよ」

　周囲を見回しながら一いつ緒しよに歩いていたポールにジルが声をかけると、ポールは焦ったように手を振ふった。

「いえ、そんな。大したことはしてませんから。ただ、今夜は気をつけた方がいいと思います」

　気遣うように一いつ瞬しゆん私に目を向けた後、ポールは辺りをはばかる様に小声でそう言った。

「…………確かに。子供一人を追いかけ回すのに、よくこれだけ手間をかける。執しゆう念ねん深いのか暇ひまなのか、理解に苦しむところだな」

　そう言いながら、ジルは唐とう突とつに立ち止まった。顔を前に向けたまま、隣にいた私の肩を抱だいて自分の近くに引き寄せる。

　理由を聞こうとジルを見上げた私は、開きかけた口をそのまま閉じた。

　ジルは厳しい表情で、前方の建物の影かげを見み据すえていた。

　ジルの様子に気付いたポールも、同じ場所に鋭するどい視線を送っている。

　やがて薄うす暗ぐらい影から、カサリとかすかな足音が聞こえた。

　ゆっくりと影の中から姿を現したのは、昼間の騎き士しだった。

　騎士は硬かたい表情のまま警戒するようにゆっくりと私達に近づくと、私に視線を合わせて舌打ちをした。

「ネズミのようにコソコソと……ここで待ち伏ぶせていて正解だったな」

　ビクリと体を竦すくませた私を安心させるように、肩に添そえられたジルの大きな手に力が入った。

「娘むすめを置いていけ。大人しくしていれば、危害を加えるつもりはない」

　次の瞬間、ジルの眼前に鋭い剣けん先さきが突つきつけられた。

　剣を抜ぬく一瞬の動作が速すぎて、目の前に突然刃やいばが現れたようにも見える。

　今まで暴力を受けた事はあっても、こんな風に刃は物もので脅おどされたのは初めてだった。

　本能的な恐おそろしさに、とっさにジルにしがみついた。

「マレイラの騎士も、大したことないんだな」

「なんだと？」

　一呼吸後、ジルはクスクスと笑った。

「見た目だけで判断するのはよくないな。子供だと思って、油断したか？」

　ジルの言葉にポールの方を見て、私と騎士はおそらく同時に息をのんだ。

「…………っ！」

　ポールの手にはいつの間にか短剣が握にぎられていて、刃先はぴったりと騎士のわき腹に当てられていた。

「お前、何者だ？」

　ポールと騎士は、お互たがいに睨にらみ合った。

　じっとりと手に冷や汗あせがにじみ出るような緊きん張ちよう感かんの中で、ふとジルが口を開いた。

「ここでずっとこうしていても仕方がない。この際だから、話をつけに行くか」

　場にそぐわないのんびりとした声こわ音ねに、一瞬騎士とポールの気がそがれた。

「本気ですか？」

「その方が、後々引きずらなくていいだろう。大丈夫だ、俺も一緒に行く。フィリス、気は乗らないだろうけど、フィリスのためにもその方がいいと思う。頑がん張ばれるか？」

　優やさしく言い聞かせるようなジルの言葉に、私はぎこちなく頷うなずいた。

　正直なところもう二度とあの王子とは顔を合わせたくないけど、ジルが一緒にいてくれるなら、なんとか我が慢まんできそうな気がする。

「というわけで、俺達も一緒でいいかな？」

「ポールも？」

　もう十分巻き込んでしまっているけど、これ以上は迷めい惑わくではないだろうか。

　ポールを見ると、彼は視線を騎士から外さないまま苦く笑しようした。

「フィリスさえ良ければ、ぜひ連れて行って欲しいね。大したことはできないけど、連れて行ってくれれば何かの役には立つと思うよ？」

　もちろん、ポールも一緒にいてくれたら心強いことには違ちがいない。

　そうは思うものの、変なことに巻き込んでしまって申し訳ないという気持ちもある。

「……でも、本当にいいの？」

「オレは自分から首突っ込んでるんだから、気にしなくていいよ」

　そう言われても、気にしないわけにはいかなかった。

　でもここで謝るのも何だか違う気がして黙っていると、それまで傍ぼう観かんしていた騎士がスッと剣をおさめた。

「少しは話が分かるようだ。本当は娘だけを連れてくるように言われていたが、仕方がない…………ついて来い」

　騎士が後ろを向いて歩き出すと、ポールも短剣を懐ふところになおした。




　客室が並ぶ南の棟むねは、ほとんどの貴人がすでに引き払はらった後という事もあり、どこか閑かん散さんとしていた。

　誰だれかとすれ違うこともなく王子の部屋の前まで来ると、騎士は私達を振り返った。

「武器は渡わたしてもらおう」

　ポールはチラリとジルを見て、ジルが頷いてみせると懐からさっきの短剣を取り出した。

「他ほかには持っていないな？」

　騎士は入念にポールの体をチェックして、ジルに対しても大げさなくらい武器を持っていないか確かめた。

「くれぐれも、無礼な真似まねをするな」

　最後に私に厳しい視線を投げかけてから、ドアをノックして中に入った。

　緊きん張ちようにジルの服を摑つかむ手に思わず力が入る。

「エルフリード様、娘を連れてまいりました」

　椅い子すに座ったまま私達を迎むかえた王子は、私達の姿を見ると怒おこったように顔をしかめた。

　そんな顔をするくらいなら、わざわざ会う必要なんて無いのに…………。

「こいつらは何だ？」

　不ぶ躾しつけな視線をポールとジルに向けながら、王子は騎士にたずねた。

「…………申し訳ありません」

「まあいい。別の部屋で待たせておけ」

「失礼ですがエルフリード王子。この子はまだ子供ですので、話があるなら私も一緒にうかがいましょう」

　ジルの丁てい寧ねいな言い方ながら棘とげのある声音に、王子は苛立たしげに息を吐き出した。

　とっさにジルに詰つめ寄ろうとする騎士を手で制して、王子は作り笑いを浮かべた。

「お前、名は？」

「再度お会いする機会もないでしょうから、名を覚えていただく必要はありません。それで、ご用件は？」

　余よ裕ゆうの態度で返すジルに、王子は口の端はしをヒクヒクさせた。

「……その娘とはどういう関係だ」

「それも、あなたが知る必要のないことです」

「おいっ、貴様いい加減にしないかっ！」

　何を言っても軽く受け流す様子のジルに、騎士は我慢できなくなったのか怒ど鳴なりつけた。

「アルフっ、騒さわぐな！」

「……申し訳ありません」

　納なつ得とくできないようだったけど、王子の言葉に騎士は素す直なおに謝った。

　大きく息を吐はいて仕切り直しをした様子の王子は、顔に笑みを浮かべて私を見た。

「お前のことは、少し調べさせてもらった。単刀直入に言おう」

　獲え物ものを前にした獣けもののような目が怖こわくて、体が硬こう直ちよくしてしまう。

　そんな私に目を細めて無表情になると、王子は威い圧あつ感かんを含ふくんだ声で私に告げた。

「お前を俺の側室に迎える」

　…………側室という言葉は知っていたけど、意味を思い出すのにしばらく時間がかかった。

　側室というのは、確か王おう妃ひ様以外に王様の子供を産むための人だ。

　エストアは竜りゆう王おうが治めているから側室なんてものはないけど、他の国では王が側室を持つのは当たり前のことらしい。

　その側室に私を迎えるというのは、どういう意味なのだろう？

「エルフリード様っ！　突とつ然ぜん何をっ!?」

　最初に反応したのは、私達を連れてきた騎士だった。

「アルフ、お前は余計な口出しをするな」

　低い声でたしなめられて、騎士はまだ何か言いたい様子だったけど、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で言葉を飲み込んだ。

「田舎いなか育ちなら多少の礼れい儀ぎ知しらずは仕方がない。国に戻もどったら、教師をつけてやる。お前は何も心配する必要は無い」

　そう言われてもまだよく分かっていない様子の私にしびれを切らしたのか、王子は苛いら立だったように舌打ちをした。

「どうした？　嬉うれしいだろう？　これからは仕事なんてしなくていい。好きなときに寝ねて食べて、綺き麗れいな服を着て好きなことができるんだぞ？」

「そういうことは、まず本人の意思を確かく認にんしてから言った方がいいのではありませんか？」

　ジルの呆あきれたような言葉に、王子はフンと鼻をならした。

「確認するまでもないだろう。断る理由がどこにある？」

　心底不思議とでもいうような言い方に、ジルは大きく溜ため息いきをついて私を見た。

「彼はフィリスをマレイラに連れて帰って、自分の愛人にしたいらしい。彼は明日もう国に帰る予定だから、今ここで返事をしてやった方が良い」

　ジルの言葉に、私は目を丸くした。

「あっ、愛人っ!?」

　ここにきて王子の言葉をようやく理解した私は、思わず大声を出してしまった。

　側室に迎えるというのは、つまりそういう意味だったのだ。

　本気なのだろうか？

　まずそう思ったけど、エルフリード王子の目は真しん剣けんで、冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

　そもそもそんな冗談を言うためだけに、わざわざ私をこの部屋に連れてきたりはしないだろう。

　呆ぼう然ぜんとしていると、ポールが私の肩かたをトントンと叩たたいた。

　それで我に返った私は、王子とジルがじっと私を見ていたことに気付いて慌あわてた。

　とにかく、返事をしなくてはいけない。

「あ、あの、すいません、ごめんなさい」

　何も考えずに口から出た言葉は、ただ謝っただけという要領を得ないものだった。

　きっと何が言いたいのか分からなかったのだろう。

　王子は眉み間けんにしわを寄せて私を見ていた。

「私、あなたの愛人になんてなれません」

　今度は深呼吸をして気持ちを落ち着けてから、ちゃんと言葉を考えて言えた。

　はっきり言えた事にほっとしていると、王子は眉間のしわをさらに深くした。

「何故なぜだ？」

　何故と言われても、思いつく理由はいくつもある。

　他の国に行くなんて考えたこともないし、何よりも私は王子を好きになれない。

　でもそれをはっきりと言うことはさすがにはばかられた。

「俺の側室になど、望んでもなれるものじゃない。今までと比べようもないくらい、贅ぜい沢たくな暮らしができるんだぞ？」

「私は、今の生活が大切なんです。それに、贅沢をしたいとも思いません」

　そう言うと、王子は驚おどろいたようだった。

　ここにはちゃんと自分の居場所があって、仕事があって、大切な人達がいる。

　それらを捨ててまで、いい暮らしがしたいとは思わない。

「信じられないな……。もしかして、他に好きな奴やつでもいるのか？」

「好きな、人？」

　好きな人と聞いて、私は何も考えずうっかりジルを見上げてしまった。

　ジルも興味深そうに私を見ている。

　好きな人の前で好きな人はいるのかと聞かれるというのは、とてつもなく恥はずかしくて気まずいことらしい。

　ものすごい勢いで顔が赤くなるのを感じて、慌てて俯うつむいた。

　変に思われなかっただろうかとジルを見ると、ジルも同じように顔を赤くして、あらぬ方を見ていた。

「頼たのむから、この状じよう況きようで二人の世界に入るのはやめてくれ」

　ぐったりと疲つかれたようなポールの言葉に、はっとして姿勢を正した。

　王子は射い貫ぬくように私を見ていた。

　もう恐きよう怖ふでしかなかったが、質問に答えないわけにはいかなかった。

　でも、何て答える？

　好きな人がいます？…………本人の目の前で？

　それとも、いません？…………私には噓うそをつかないと誓ちかってくれたジルの前で、私が噓をつくの？　そんなことは、できない。

「あの、言えません。ごめんなさい」

　ますます眼光を強くした王子に無意識に一歩下がって、私は勇気を振ふり絞しぼった。

「あ、あの、あなたはどうして私を？」

　彼の言い方だと、側室になりたいと思う人はいくらでもいるようだし、その中には私なんかより美人で教養のある女性も当然山のようにいるだろう。

　何故わざわざ他国の、どこにでもいるような娘むすめを側室にしようなどと思ったのだろう？

　もしかして、私の緑の目がそんなにも珍めずらしいのだろうか？

「欲しいと思ったからだ。理由などない」

　聞いてはいけないことだったのか、王子はとうとう怒おこったように立ち上がった。

「もういい！　アルフ、こいつらをどこかに閉じ込めておけ。娘は別の部屋だ」

　王子の言葉に、私はジルにぎゅっとしがみついた。

　それに応こたえるように、ジルの大きな手が私の背を撫なでた。

「しかし、どうなさるおつもりですか？」

「とりあえず全員マレイラに連れて帰るしかないだろう。ここで騒ぎは起こせない」

「……ですが、城から三人もの人間がいきなり消えたとなれば、流石さすがに怪あやしまれます」

　騎き士しの言葉に王子が諦あきらめてくれることを祈いのったけど、王子は迷った様子もなく答えた。

「娘はお前が何と言っても連れて帰る。そう心配するな、下働きの人間が何人か消えたところで、まさか誰だれも国外に連れて行かれたとまでは考えないだろう。捜さがしたところで迷めい宮きゆう入りだ」

　王子の言い様に、騎士も返す言葉が出なかったようだった。

「まるで三流の悪役みたいな言い方だな。……どうします？　このままじゃオレ達、誘ゆう拐かいされそうですけど」

　ポールはこの場にそぐわず、冷静なままだった。

「それは困るな。閉じ込められる前に退散するとしようか」

　それはジルも同じで、全く動じている様子がなかった。

「ずいぶん余よ裕ゆうだな。この部屋からそう簡単に出られると思うのか？」

　その言葉と同時に、ジルの首筋に騎士の剣けんが当てられた。

　ひやりとしたものが足元から駆かけ上がって、声にならない悲鳴が口からこぼれた。

「…………お前は自分がバカな真似まねをしているとは、思わないのか？　一国の世よ継つぎの王子として、これがふさわしい行いだと言えるのか？」

　ほんの少しでも動けば触ふれそうな刃やいばに臆おくする事なく、ジルは丁てい寧ねいな口調をやめて王子に話しかけた。

　口元には依い然ぜんとして笑えみを浮うかべながらも、その目には静かな怒いかりが見える。

　その威圧感に一いつ瞬しゆんたじろいだ王子は、そんな自分が許せなかったのか、舌打ちしてジルを睨にらみ付けた。

「お前達の方こそ、自分達の態度が一国の王子に対して正しいものだと思っているのか？」

「敬意をはらって欲しければ、それ相応の人間となることだ。…………お前の父は立派な王であるのに、残念だ」

　ジルはそう言って小さく溜息をつくと、私の方を見て表情をやわらげた。

「最後に言っておきたいことはないか？」

「えっ？　えっと……」

　こんな状況でとても冷静に考えられなかったけど、とにかく思いついたことを言っておくことにした。

「あの、この間はみんなの前で手を振り払はらってしまって、申し訳ありませんでした。以後気をつけます」

　一息に言って頭を下げると、少しだけ肩の荷にが下りたような気がした。

　どういう状況であったとしても、あんな風にみんなの前で恥はじをかかせてしまったことは、私もずっと気になっていたから。

「あと、一いつ緒しよに行けなくてすいません」

　せっかく誘さそってくれたものを断ったのだから、これも謝っておくべきだろう。

　隣となりでポールが見てられないというように片手で目を覆おおったのが気になったけど、今ここで理由をたずねる勇気はなかった。

「では、これで失礼しよう。くれぐれも帰国まで面めん倒どうは起こさないように」

　そう言って、ジルは無造作に騎士の剣を摑つかんだ。それも、むき出しの刃やいばを素す手でで。

　驚いて小さく悲鳴を上げてしまった私を見下ろして、ジルは大だい丈じよう夫ぶだというように微笑ほほえんだ。

「……っ!?　お、お前は一体……？」

　騎士の恐おそれるような声に返事をすることもなく、ジルはまるで自分が柄つかの方を持っているかのように刃の部分を握にぎりこみ、軽い動作で剣を振り下ろした。

　一瞬の出来事に大した抵てい抗こうもできず柄を放してしまった騎士は、ただ呆然とジルの手に移った剣を見ていた。

　ジルは奪うばい取った剣をポールに投げて渡わたすと、私の肩かたを抱だいて扉とびらへと向かった。

「ま、待てっ！」

　王子の慌あわてた声に振り返ると、彼は蒼そう白はくな顔で私達を凝ぎよう視ししていた。

「今回のことは公おおやけにはしない。ただし、次はないと思え」

　冷たく言い捨てて、ジルは扉を開けた。ガチャンと思いのほか大きな音がして、一瞬全員が固まった。

「…………すまない、驚かせた。後で誰かに直してもらおう」

　どうやら、鍵かぎがかかっていたことに気付かず力ちから業わざで開けてしまったせいで、鍵の部分が壊こわれたらしかった。

「…………すごい、力ですね」

　受け取った剣で騎士を牽けん制せいしながら最後に廊ろう下かに出たポールは、壊れた扉を見て呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「体の作りが違ちがうからな」

　そう言って私の手を取って早足で歩き出したジルを、ポールも慌てて追いかけてきた。




　中央の棟むねの近くまで来て、ジルはようやく足を止めた。

「ここまで来れば、もう大丈夫だろう」

「これ、どうしましょうか？」

　困ったように抜き身の剣に目をやるポールに、ジルは少し考えてから自分の服の袖そで部分をちぎり取った。

　ポールの手から受け取った剣をそれで覆うと、再びそれをポールに渡した。

「君を今の仕事場に紹しよう介かいした人に、それを預けてくれ。上手うまく処分してくれるだろう」

　ジルがそう言うと、ポールは一瞬の間のあと頷うなずいた。

「明日まで、フィリスは俺の方で預かるよ」

「そうしてもらえると、オレも安心です。フィリス、明日は一応仕事休めよ？　やつらが完全に諦めたかどうか、分からないからな」

「…………うん。色々ありがとう、ポール」

「ほんとに気にしなくて良いから。じゃあ、フィリス、ジルさん、二人とも気をつけて」

　ポールは安心したようにほっと息をつくと、私達に手を振ってどこかへ行ってしまった。

「それじゃ、俺達も行こうか」

「どこへ行くの？」

「もちろん、俺の部屋だよ。そこが一番安全だからな」
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　先に着き替がえるからとジルが立ち寄ったのは、何故なぜかガントさんの仕事部屋だった。

　ノックをして返事も待たずに中に入るジルの後ろについていくと、ガントさんは私達を見て慌てて座っていた椅い子すから立ち上がった。

　仕事の途と中ちゆうなのか、机には無造作に書類が広げられている。

　ガントさんはジルのちぎれた袖に目をやると、いぶかしむように眉まゆをひそめた。

「……陛下、何かあったのですか？」

「後で話す。それより、上着か何か貸してくれないか？」

「奥の部屋に陛下の服を置いてあります」

「探してみるよ」

　そう言って、ジルは私を振ふり返って微笑んだ。

「ちょっと、ここで待っててくれ」

　頷くと、すぐ戻もどるからと言って続き部屋になっているらしい奥の部屋へと入って行った。

　ジルが入って行ったドアをぼんやりと見ていると、ガントさんが近くに来て声をかけてくれた。

「陛下はすぐ人のお姿で城を抜ぬけ出されるのでな。何かあった時のために、一応着替えを置いているのだ」

「……あの、お仕事中に突とつ然ぜんお邪じや魔ましてごめんなさい」

　チラリと机の方を見て謝った。ジルはともかく、私まで入ってきて良かったのだろうか？

「いや、ちょうど休きゆう憩けいしようと思っていたところだった」

　あからさまに焦あせったように言われて、それが私に気を遣つかって言ってくれたのだということはすぐに分かった。

　お礼の代わりに笑みを見せると、ガントさんも相好を崩くずして笑顔を見せてくれた。

「二人で並んでると、おじいちゃんと孫みたいだな」

　奥のドアが開いて、すっかり竜りゆう王おう様の姿になったジルが出てきた。

「せめて親子くらいにして頂けませんか。私はまだそこまで老ふけてないと思うのですが」

　本気で嫌いやそうな顔をするガントさんが可笑おかしくて、噴ふき出しそうになったのを必死でこらえた。

　ジルは近くにあったソファーからカバーを剝はぎ取ると、以前と同じように私を布で隠かくして担かつぎ上げた。

「失礼ながら陛下、年とし頃ごろの娘むすめをそのように運ぶのはいかがなものかと…………」

「誰だれかに見られたら困るだろう？」

「それは、そうかも知れませんが」

「あ、あの、私は全然平気です」

　私のせいで、ジルが責められるのはどうにも居い心地ごこちが悪かった。

「大丈夫だ。これ、後で返しに来るよ」

　ジルの言葉にガントさんが何か呟いたみたいだったけれど、よく聞こえなかった。

　なるべく荷物らしく振ふる舞まっていようと、体の力を抜いてみた。

　ジルが歩くのに合わせてゆらゆらと揺ゆれる感じが心地ここちよくて、つい眠ねむくなってしまう。

　ただ残念な事に、ガントさんの仕事部屋からジルの部屋まで、そう時間はかからなかった。

　扉が開く音がして、すぐにパタンと閉じる音がした。

　そのすぐ後に、私は下に降ろされた。前回と同じく、降ろされたのは何故かまたベッドの上だった。

　別に床ゆかの上に降ろしてくれても良いのに、と思いながらも、慌てて靴くつを脱ぬいで床に置いた。

「毎回この方法だと面倒だな。いっそこの部屋から外に出られる隠し通路でも作るか？」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない言葉に、私は返事に困ってしまった。

　ジルはそんな私に苦く笑しようすると、溜ため息いきをついて私の隣に腰こしを下ろした。

「疲つかれただろう？　お腹なか空いてないか？」

「あんまり、空いてない」

　色々ありすぎたせいか、お腹は空いているような気がしたけど、なんとなく食しよく欲よくがわかなかった。

「…………あまり深く考えない方が良い。あいつはフィリスに自分と一緒にいて欲しいと望んで、フィリスはそれを望まなかった。ただ、それだけのことだ。たまたまあいつには地位と権力があったから、話がややこしくなっただけさ」

「…………うん」

　誰かを想おもう気持ちは、必ず繫つながるとは限らない。

　一方通行で終わってしまうこともあるのだ。

　頭ではそう分かってはいても、誰かの好意をはねのけるのは胸がふさがれる気がした。

　といっても、エルフリード王子の場合は好意なのか興味なのか、今となってもいまいちよく分からないのだけれど……。

「俺も、フィリスに一いつ緒しよにいて欲しいと思ってる。…………少なくとも、俺にはそれが許されているのだと思っていていいだろうか？」

　いつの間にか真しん剣けんな表情のジルが目の前にいて、すがるように私を覗のぞき込んでいた。

　心臓が早はや鐘がねを打ち始めて、ジルの視線を避さけるように顔をそらした。

「…………すまない、変なことを言って。……少し用を片付けてくるから、待っていてくれるか？　といっても、あまり時間をつぶせるような物も無いな……。眠れそうだったら、寝ねていてもいいから」

　ジルは何も言えないでいる私の頭を撫なでて、部屋を出て行った。

　もしかして、気を悪くさせてしまっただろうか。

　何でもいいから、言えばよかった。

　一緒にいて欲しいと思っているのは、むしろ私の方なのに。

　自分でも意識しないままに溜息が出て、そのまま布ふ団とんの中に隠れるようにもぐりこんだ。

　さっきのジルの言葉を、頭の中で繰くり返してみる。

　ふと、ジルが私をオリヴィアの付き人にと誘さそってくれた時のことを思い出した。
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　あの時、オリヴィアの負担になるかも知れないと思ってついて行くのをためらったけど、村を離はなれること自体は何とも思わなかったように思う。

　ジルは城での生活が辛つらければ村に帰してくれると言ってくれたし、別にエルフリード王子のように、愛人などと途と方ほうも無いことを言ったわけではない。

　それを抜きにしても、正直村には何の愛着もなかった。

　村には辛いことばかりで、失うものも何一つ持っていなかった。

　家族も、友達も、住む場所ですら…………。私のものは、何一つなかったのだから。

　でも、今はここを離れることを想像すると、とても辛い気持ちになる。

　私は…………。

　その先を考えようとしたけど、そこで私の意識はゆっくりと落ちるように眠りの中に消えていった。




　ツンツンと何かに突つつかれる感じがして、私は慌あわてて飛び起きた。

　一体、どれくらい眠ってしまっていたのだろうか？

「あ、やっぱりフィリスだった。ごめんね？　もしかして起こしちゃった？」

「…………マーサ？」

　ぼんやりした頭で部屋を見回す。

　ジルはまだ戻ってきていないようだった。

「どうしてここに？　って顔ね。とりあえず、湯ゆ浴あみの準備をしてあるから。汚よごれを落としてさっぱりしましょう？」

　マーサはそう言うと、私の手を引っ張ってベッドから連れ出した。

「ね、ねえ、勝手に使って怒おこられない？」

　白磁の浴よく槽そうには、何かの花びらがたっぷりと浮うかべられた湯が張ってあった。

　床も白い大理石で、ピカピカに磨みがき上げられている。

　汚れた足では一歩も入る事ができなそうなその場所に怯おびえた私は、入り口の柱を必死に摑つかんでマーサに抵てい抗こうした。

「一体、誰に怒られるって言うの？　ほら、いいから入って！」

　夕飯を食べていなかった私の力では、マーサに勝つことはできなかった。

「心配しなくても、ちゃんと陛下に許可はもらってるから」

　そう言いながら、ビクビクしている私の服を脱がせていった。

「じゃ、じゃあせめて一緒に入ろう？」

　こんな場所に一人で入るなんて、不安で仕方なかった。

　マーサは私の言葉に呆あきれたような顔をすると、無言で私の体に湯をかけていった。

「ここで喜ばずに怖こわがるところがフィリスの可愛かわいい所よね。いいから、大人しく入ってね。ちゃんとここに居てあげるから」

　逃にげ切れない雰ふん囲い気きに、覚かく悟ごを決めて恐おそる恐る浴槽に入る。それでもふちを放そうとしない私に、マーサはとうとう噴き出した。

「なんか、無む理り矢や理りお風ふ呂ろに入れられた猫ねこみたい。……ねえ、何があったのか聞いてもいい？」

　私の頭に湯をかけ流しながら、マーサは気き遣づかうような口調で問いかけた。

　もちろん隠かくすような事でもないので、私を洗うマーサの手に身をよじりながらエルフリード王子の事を簡単に話した。

　どちらかといえば楽しい話ではないけれど、マーサの手がくすぐったくて笑いながら話してしまった。

「ふうん。あのエロ王子、何から何まで許しがたいわね。でも、そのポールって子、確かフィリスと同時期に厨ちゆう房ぼうに来たって前に言ってたわよね？」

　厨房で働くようになってからも、夜にはマーサが頻ひん繁ぱんに私の部屋に会いに来てくれて、お互たがいの近きん況きようを報告しあっていた。

　頷うなずくと、マーサは何かを考え込むようにしばらく無言になった。

「……とにかく、フィリスが無事でなによりね。それにしても、よりにもよってフィリスに目をつけるなんて、見る目があるというか何というか……。よし、もう出てもいいわよ」

　笑いすぎて苦しくなった私は、はい出るようにして浴槽の外に出た。

　フワリと柔やわらかいタオルがかけられて、体を包まれる。

「マ、マーサ！　拭ふくくらい自分で出来るから！」

　半分懇こん願がんするように声を上げると、マーサはしぶしぶといった様子で手を離した。

「フィリスはもう少し、こういうことに慣れておいた方がいいと思う」

「こういうことって？」

　どういうことだろう？

「まあ、それはおいおいね。それじゃ、服も一人で着る？」

　何故なぜそんなことをわざわざ聞くのだろう？

　不思議に思いながらも、急いで頷いた。
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　部屋を出て後ろ手に扉とびらを閉じ、無意識に詰つめていた息を吐はき出した。

　…………馬ば鹿かなことを聞いてしまった。

　エルフリードは自分でも気付いていないようだったが、フィリスに明らかに恋れん愛あい感情を持っていた。

　生来のプライドの高さがそれを認めることを邪じや魔ましていたようだが、間ま違ちがいない。

　あの目は、確かにフィリスを一人の女として欲ほつしていた。

　本人の意思を無視して自分の国に連れ帰ろうとしたエルフリードには怒いかりを覚えるが、正直に言えば気持ちが分からないでもない。

　事実こうして、俺はあの子を生まれ育った村から連れ出し、自分の手元に置いている。

　俺は成功して、あいつは失敗した。ただ、それだけのこと…………。

　フィリスはここに残ることを、自分の意志で選んだ。そんなこと、分かっていたはずなのに。

　自分を抑おさえ切れずにあんなことを言ってしまった原因は、他ほかにもある。

　エルフリードに好きな奴やつがいるのかと聞かれた時、フィリスは言えないと答えた。

　言えないということは、間接的にいると言っているのと同じなのだが、フィリス自身はそれには気づいていないようだった。

　あの時のことを思い出すと、心臓が痛いほど早はや鐘がねを打ってふわふわと雲の上にいるような気分になる。

　それと同時に、吐きそうなほどの不安にも襲おそわれて頭が混乱する。

　フィリスには好きな奴がいて、あの時の様子を見ればその対象は俺だということになる。

　ただの自うぬ惚ぼれではなく、恐らくエルフリードもポールもそう思っただろう。

　だが、俺はフィリスに告白してまだ返事をもらっていない。相変わらずどこか最後の一線で拒きよ否ひされている感じがするし、前向きに考えてもらえていない気がする。

　…………やはり、フィリスには他に気になる男がいるのではないだろうか？

　俺のことを、少しは好きでいてくれているのだと思う。

　けれど心の中には他の誰だれかがいて、優やさしいフィリスはそのことを正直に俺に言えないでいるのかも知れない。

　そう考えると、身が引き裂さかれるように苦しかった。

　落ち込んだ気持ちを隠して、扉の前に立つ衛兵に声をかけた。

「後で侍じ女じよをよこすから、来たら中に入れてやってくれ」

「はいっ」

　こんな時は、俺よりも同性のマーサがそばにいてくれた方がフィリスも落ち着くだろう。

　名残なごり惜おしくて少しだけ閉じた扉を振ふり返ってから、俺はコンラートの部屋へと向かった。




　ノックもせずに中に入ると、予想していたのかコンラートは驚おどろきもせずに俺を迎むかえた。

　コンラートの隣となりにはガントがいて、二人の前には赤毛の少年が目を丸くして立っていた。

　少年は可哀かわい想そうになるくらい慌てると、急いで脇わきに控ひかえて膝ひざをついた。

「呼んでくだされば、こちらから参りましたのに」

「お前の所に、みんな揃そろってるんじゃないかと思ったんだ。マーサを呼んでやってくれ」

　コンラートは心得たように頷くと、指示を出すために部屋を出て行った。

「その子供はお前の子飼いか」

　ガントに問うと、子供の肩かたがピクリと揺ゆれた。

「はい。幼少の頃ころより特とく殊しゆな訓練を受けております。多少ながら魔ま術じゆつも使えます。今はわけあって宰さい相しよう様に預けておりますが」

「つまり、グルというわけだな」

「協力してもらっただけです。それに、別に悪さをしているわけではありませんよ」

　部屋に戻もどってきたコンラートは、全く悪びれた様子もなくそう言った。

　そんなコンラートを少しだけ睨にらむが、慣れているのか全く意に介かいした様子はなかった。

「ポール、詳しよう細さいはまた明日に」

　コンラートが少年の前に立ってそう言うと、少年は立ち上がって礼をし、ぎこちない動作で退室した。

　完全に足音が遠ざかったのを確かく認にんして、近くにあった椅い子すに腰こし掛かけた。

「こういうことをする時は、最初に一言声をかけてくれるとありがたいんだがな」

「申し訳ございません、陛下。ですが事前にお伝えすると反対なさるかと思いましたので」

　…………確かに。

　護衛を付けると言えば、フィリスは必要ないと断るだろう。断られた上で強ごう引いんに付ければフィリスの負担になるし、かといってこっそり護衛をつけるような真似まねはしたくない。

　後でそうと分かった時、少なからずショックを受けるだろうから。

「陛下、彼女は我々にとっても重要な人物なのです。出すぎたこととは思いますが、ご理解頂けますでしょうか？」

　竜りゆう族ぞくによる支配を続けて欲しいと望んでいる彼らにしてみれば、フィリスは王を繫つなぎとめるための唯ゆい一いつの存在だ。

　神経質になるのも分からないではないが……。

　…………フィリスは友人ができた事を喜んでいるし、ポールも別に義務だけでフィリスと接しているようにも見えない。

　当面はこのままで問題ないだろう。

　むしろ急にポールが姿を消す方が不自然だし、そうなったらフィリスも悲しむ。

　それに、俺が常にそばにいて守ってやれたらそれが一番いいけれど、現実的には離はなれてる時間の方が長いのだ。

　事実、今日の件はポールがいなければどうなっていたか分からない。

「……まあいい。それで、エルフリードの事は聞いたのか？」

「大体のことは。ですがこのまま黙だまって国に帰して、よろしいのですか？」

「知らぬこととはいえ陛下に刃やいばを向けるなど、許されることではありません」

　コンラートの言葉に、ガントも鼻息を荒あらくして机に立てかけられた抜ぬき身の剣けんを見た。

　剣の柄つかにはしっかりとマレイラの紋もん章しようが彫ほり込まれている。

　もし彼らの行こう為いを糾きゆう弾だんするのであれば、この剣は強力な証しよう拠こになるだろう。

「知らないんだから、仕方ないだろう？　もっとも、他国の城で剣を抜くということ自体、十分問題だがな。話を大げさにしてフィリスを煩わずらわせたくない。ただ、城内の警備は厳重にしてくれ。置き土産みやげを置いていかないとも限らないからな」

　エルフリードがそこまでフィリスに執しゆう着ちやくしているとは思いたくないが、万が一ということもある。

「では、さっそく手配いたしましょう。先に失礼致いたします、陛下」

　ガントはどこか嬉うれしそうにそう言って、意い気き揚よう々ようと出て行った。

「…………あいつは楽しそうだな」

「それはそうでしょう。陛下をお守りすると言っても、陛下を害せる者など実際にはおりません。その点、彼女は守りがいがあるというものです」

「そういうものか？」

「そういうものです。……ところで陛下、花はな嫁よめ候補達の件ですが」

　表情を改めて話題を変えたコンラートに、先を促うながすように頷うなずいてみせた。

「準備は全すべて整いました。あとは、陛下のお言葉を待つばかりとなっています」

「そうか。では、夏げ至し祭の最後の客が故郷に着き次し第だい、という事にしよう」

　嫌いやな事はさっさと済ませてしまいたいが、できるだけ不ふ審しんを抱いだかせず自然な形で花嫁候補達を故郷に帰すためには、タイミングも大切だ。

　あまり急いでは、余計な詮せん索さくをされてしまう。

「そろそろ部屋に戻る。……あ、そうだ。エルフリードが泊とまっている部屋の鍵かぎを壊こわしてしまったんだ。明日直しておいてくれないか？」

「承知致しました」

　できるだけ冷静にと心がけていたが、内心苛いら々いらするのを抑えきれずにうっかりドアを壊してしまった。

「色々手間をかけさせてすまないな。それじゃ、また明日」

　立ち上がってコンラートの肩をポンと叩たたくと、コンラートは律りち儀ぎに深く頭を下げて俺を見送った。




「先ほど侍女が一人参りましたが、まだ部屋から出ておりません」

　自室に戻ると、扉とびらの前にいた衛兵が俺を見て焦あせったようにそう言った。

「そうか。頼たのんだ用がまだ終わらないのだろう」

　俺が気にしていない様子を見せると、衛兵はほっとしたように敬礼して元の立ち位置に戻った。

　中に入ると、二人の姿は見えなかった。

　ガタガタと湯ゆ殿どのの方から音が聞こえて近づくと、扉とびら越ごしに少しくぐもった二人の話し声が聞こえてきた。

「どうせ明日担当の人が掃そう除じしに来るんだから、ここまでしなくていいのに」

「だって、気になるんだもん。ねえマーサ、いいから休んでて？」

「……休めるわけないでしょう」

「後は私一人でもできるから、部屋に戻っててくれてもいいのに」

　…………一体何をしてるんだ？

　湯殿という場所だけにためらったが、湯ゆ浴あみ中という感じでもなかったので思い切って扉を開けてみた。

「陛下っ！」

　マーサは驚いたのか泡あわのついたスポンジを取り落とすと、一いつ瞬しゆん心臓の辺りを押さえてその場で礼を見せた。

　フィリスも同じようなスポンジを握にぎり締しめたまま固まっている。

「……ジル、お帰りなさい」

「あ、ああ。何してるんだ？」

「えっと、お湯を使わせてもらったから、綺き麗れいにしておこうと思って」

　…………なるほど。

「ほら、あと片付けとくから、泡流してもう出なさい」

「で、でも、私が使ったのに…………」

「いいから。陛下をお一人で放ほうっておくなんて、不敬罪よ！」

「えっ？　そ、そうかな？」

「そうそう」

　適当なことを言うマーサの言葉を素す直なおに信じたフィリスは、それ以上反論することなくマーサにされるがままに手足を洗った。

「軽く片付けたら私も出るから、先に行ってなさい」

　俺とフィリスはマーサに追い出されるような形で湯殿を出ると、お互たがいに顔を見合わせてどちらからともなく笑った。

　そこに部屋を出る前の気まずさはなくて、ほっとした。

「すっきりした顔になってるな」

「マーサが、湯浴みをさせてくれたの。あの、本当に使ってもよかったのかな？」

「もちろん、かまわないよ」

　そう言うと、フィリスは今度こそ納なつ得とくしたように頷いた。

「顔色もさっきよりだいぶいいようだな」

　やはり、マーサに来てもらったのが良かったのだろうか。

「ジルが出て行った後、少しだけ寝ねちゃったの」

　恥はずかしそうに頰ほおを染めるフィリスが愛らしくて、抱だき寄せそうになる手を強く握り締めた。

「少しは眠ねむれたんだな。よかった」

　なんとなくお互いに見つめ合っていると、ガチャガチャと音がして湯殿からマーサが出てきた。

　マーサは部屋の真ん中で立ったままの俺たちに首をかしげた。

「では、私はこれで失礼致します、陛下」

「ありがとう、助かったよ」

　マーサは頭を下げると、持って来た台車からバスケットを取り出してフィリスに手て渡わたした。

「食べられそうだったら、食べてね。夜ご飯、食べてないんでしょう？」

　フィリスは嬉しそうにそれを受け取ると、マーサに何度もお礼を言った。

　そんなフィリスに満面の笑えみを返して、マーサは扉の前で優ゆう雅がな礼を見せてから部屋を出て行った。
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　マーサが帰った後、ジルは私をベッドの上に座るように促した。

「椅い子すの一つくらい、置いておけばよかったな」

　ベッドの端はしに腰こし掛かけた私の隣となりに座って、ジルは申し訳なさそうに呟つぶやいた。

「この部屋だったら、どこに座っても大だい丈じよう夫ぶだよ？」

　床ゆかの上も一面に柔やわらかな絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられているから、ずっと座っていてもお尻しりが痛くなることはないだろう。

　ジルはクスリと笑うと、私の手元をのぞき込んだ。

「せっかく持ってきてくれたんだ。少しだけでも食べるか？」

　バスケットを開けると、中にはおいしそうなサンドイッチが入っていた。

　私のために、わざわざ用意して持ってきてくれた。

　そう思うと、胸がほんわり温かくなる。

　マーサは本当に優やさしい。マーサだけじゃなくて、リリィナも、ポールも、もちろんジルも。それから、私を助けてくれたハンナの家族も。

　みんな、優しい。

　困っていたら無条件に助けてくれて、何も見返りを求めない。

　それに比べて、自分はどうだろう？

　少なくとも村にいた頃ころの自分は、そんな風に人を思いやったことがないような気がする。




　お腹なかを空すかせた子供がいても、可哀かわい想そうだと思わなかった。

　だって、自分の方が空腹だから。




　病気で辛つらそうにしている村人を見ても、何とかしてあげたいとは思わなかった。

　だって、自分には何もできないから。




　誰だれかが言い争いをしていても、何かに困っていても、何も感じなかった。

　私は私のことで精せい一いつ杯ぱいで、他ほかの人のことまで考えられなかったから。




　……でもそれは、きっと間ま違ちがっていたのだ。

　自分には何もできないから、自分は何も持っていないから。

　それを理由にして、思いやるその気持ちすら見失っていた。

　さっき眠る前に考えていたことを、ふと思い出した。

　両親も祖母も亡なくなり、オリヴィアにも裏切られた今となっては、あの村に大切にしたいものは何一つ残っていない。

　私は…………何も大切にして来なかった。

　優しくして欲しいと思いながら、誰かに優しくあろうとはしなかった。

　微笑ほほえみかけて欲しいと思いながら、誰にも笑顔を見せなかった。

　助けて欲しいと願いながら、誰かを助けたいとは思わなかった。

　そんな自分に気付いたのはきっと、帝てい都とに来て、色んな人に会って、たくさんの優しい気持ちをもらったから。

　家族はいないけど、大切だと、大切にしたいと思える人達がいる。

　それはきっと、とても幸せなことなのだ。




「どうした？　まだ、食しよく欲よくないか？」

　サンドイッチの一つを手にしたままぼんやりとしていた私に、ジルが心配そうな声をかけた。

「……ちょっと、考え事」

　そう答えて、心配させないように急いでサンドイッチを口に運んだ。

「何を考えてた？」

「……私、村のみんなのこと、冷たい人達だって思ってた。でも…………」

　自分の嫌いやな所をさらけ出す気まずさに、話の先を続けるか迷ってしまう。

　かといって、途と中ちゆうまで口に出してやめてしまうのも悪いような気がする。

「……私も、同じだったなって…………」

「同じ？　どうして、そう思う？」

　本気で不思議そうにたずねるジルに、私は少しだけ体を小さくして答えた。

「えっと……。ずっと、誰も何もしてくれないって思ってたけど、私も誰かに何かしてあげようって思ったこと、なかったなって。誰も大切にしなかったのに、誰かに大切にして欲しいとか、何ていうか……私、自分勝手だったんだなって思って…………」

　言葉にすると余計に自分が嫌な奴やつに思えて、落ち込んでしまう。

　ジルは私の頭を何度か撫なでて、微笑んだ。

「後こう悔かいしているのなら、これから変わっていけばいい。大丈夫、フィリスはちゃんと成長しているよ。たくさん失敗して、後悔して、そうやってみんな大人になっていくんだ」

　私を責めることもなくただ励はげましてくれるジルに、私は大きく頷うなずいた。




　その後食事が終わると、ジルは手早くバスケットを片付け、私を抱き上げてベッドに横たえた。

「さあ、子供はしっかり寝ないと、大きくなれないぞ？」

「私、もう十四だよ？」

「子供だよ。俺から見れば、な」

　そう言って悪戯いたずらっぽく笑った。

「……それ、ずるい。そんなの、ジルから見たら人間なんてみんな子供じゃない。そういえば、ジルは何歳なの？」

　確か現竜りゆう王おうの御み世よは百七十年近く続いているのだから、当然それ以上は上という事になる。

「俺？　俺は、もうすぐ二百三十くらいかな？　年々、細かい数字は忘れてしまうな。正確な年ねん齢れいは、城の記録を見れば分かると思うけど」

「そ、そうなんだ。そんな風に見えないね？」

　頭では分かっていたつもりだけど、実際の年齢を聞くとうろたえてしまう。

「竜りゆうと人間じゃ、元々の寿じゆ命みようが違ちがうからな」

　竜族が長命なのは知っているけど、実際どのくらいなのだろう？

「じゃあ、竜は何歳くらいまで生きるの？」

「竜の中でも種族によって寿命が違うんだ。そうだな、短い者で七百年から八百年。長い者は五千年近く生きる」

「五千年!?」

　馴な染じみのない単位に、驚おどろいて大きな声を出してしまった。

　その長い年月を想像してみたけれど、とても想像しきれない。

「俺の種族は大体三千年くらいは生きるかな。だから二百三十歳でも、まだまだ若造なんだよ」

　三千年という事は、人間の三十倍は生きている事になる。

　ただ人間が百歳まで生きられるのは稀まれだから、実際にはそれ以上だろう。

　そうなると、竜族であるジルはほとんど母親と過ごす事ができなかったんじゃないだろうか？

「どうした？」

「ジルは…………寂さびしくない？」

「寂しい？　何故なぜ？」

「…………人間の方が、早く死んじゃうでしょう？」

　さすがに無神経な質問だろうかと、声が小さくなった。

　ジルは私の髪かみに触ふれながら、少しだけ辛そうな笑顔を見せた。

「寂しくない、といえば噓うそになる。けど、それは仕方のないことだと思うようにしてるんだ」

　自分に言い聞かせるような言い方に、胸が痛くなった。

　私を好きだと言ってくれるジルは、私が死んだらどう思うのだろう？

　こんな風に、仕方がないと言い聞かせて自分を納なつ得とくさせるのだろうか。

「……さあ、そろそろ眠ねむろう」

　ジルがサッと片手を上げると、部屋の照明がフッとかき消えた。

「ジル、私が寝ねるまで近くにいてくれる？」

　そう言うと、布ふ団とんから出ていた私の手が、大きく温かい手に包まれた感じがした。

「フィリスが、そう望むなら…………」

　今までずっと一人で眠っていたのに、どうしてこんな事を言ってしまうのだろう？

　そんな事を考えながら、私はゆっくりと眠りに落ちていった。




　夏のじっとりとした暑さがやわらぎはじめた頃、エストアから大陸中に布告が出された。

　難しい言葉がたくさんあって詳くわしい内容は理解できなかったけど、マーサが要約してくれた内容はこうだった。

『しばらく内政に集中するため、花はな嫁よめ候補の選出を一時中止する。現在王都に集まった花嫁候補達は、当面故郷に帰すことが決定した』

　花嫁探しを中断するという正式な公布はこれまでにないもので、大陸全土に大きな波は紋もんを投げかけることになった。
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　花嫁探し中断の公布がなされた後、城の中の雰ふん囲い気きは以前とはすっかり様子を変えてしまった。みんなどこか暗い顔で、不安を抱かかえているようだった。

　おそらく、今は城だけではなく大陸中がこんな感じなのだろう。

　それを思うと、ジルとの事を中ちゆう途と半はん端ぱな状態のままにしている自分がとんでもなく悪い女のように思えた。

「どうなるんだろうな、これから」

　厨ちゆう房ぼうから一いつ緒しよにゴミを運んでいたポールが、ポツリと呟つぶやいた。

　何も言えずにポールを見ると、ポールは苦く笑しようして笑え顔がおを作った。

「まあ、オレ達が考えたって仕方ないよな。陛下には何かお考えがあるんだろう」

「そう、だね……」

　私の落ち込んだ顔を見て何を思ったのか、ポールは私を励ますようにそう言った。




　ゴミ捨て場にゴミを捨てて帰る途中、突とつ然ぜんポールが立ち止まって私を自分の背後に引っ張った。

「どうしたの？」

　ポールの後ろから顔だけを出して前を確かく認にんすると、遠くから一人の老人がふらふらと頼たよりない動作で歩いてくるところだった。

　老人が近づくにつれ、その異様な風ふう貌ぼうが目についた。

　老人は灰色のローブのような服を着ていて、片方の手には木の杖つえを持っていた。

　肌はだは褐かつ色しよくというよりも泥どろ色で、背が高く、腰こしが曲がった状態でもジルと同じくらいの高さに見える。

　横よこ幅はばも大きくて、まるで巨きよ人じんのようだった。

　老人が近づくと、ポールは私を後ろにしたまま脇わきに避よけた。

　そのまま通り過ぎるのかと思った老人は、私達の少し手前まで来ると立ち止まった。

「こんにちは、緑の目をした小さき娘むすめよ。こうしてまた顔が見られるとは、思わなかった」

　しわがれた声は優やさしくて、私は思わずポールの後ろから抜ぬけ出した。

　老人の薄うすく開かれた灰色の目が、私をじっと見ていた。

「失礼ですが、あなたは？」

　ポールの言葉にも老人は気分を害した様子もなく、しわしわの顔に笑みらしきものを浮うかべた。

「わしか？　さて、名を言っても分かるまい。小さき娘よ、お前はわしを知らぬだろうが、わしはお前を知っている。お前も、お前の母も、祖母も、曾そう祖そ母ぼも……わしはずっと見てきたのだから」

　特に害意がないと感じたのか、ポールは警けい戒かいしながらも表情をゆるめた。

「よい顔になった。やはり、村を出たのは正解だったな。…………わしらは寂しいがな。仕方あるまいよ」

「あの、おじいさんはダーナの村の人ですか？　お会いしたことがないと思うんですけど……」

　こんなにインパクトのある人なら、絶対忘れるはずがない。

　でも、村にはこんな老人はいなかった。そもそも、あの村でこんなに長ちよう寿じゆな者はそうそう出ない。

「言っただろう？　お前は知らぬと。だがわしは知っている。お前は祖母が死んでから、心から笑わなくなってしまった。憐あわれと思っていたが、何もできなかった。わしらには、ただ見ていることしかできんからな」

　この人は、一体どこで私達を見ていたというのだろう？　『わしら』というのは、他ほかの誰だれのことを言っているのだろうか。

「それにしても、めでたきことよな。人間は我らのことなどおかまいなしじゃ。竜王様がこのまま人間どもを監かん視ししてくれれば、わしらも安あん泰たいというものじゃ」

　老人の言葉に、ポールが再び警戒を強くしたのを感じた。

「お、おじいさんは、人間じゃないんですか？」

　恐おそる恐る問いかけると、老人は今にも咳せき込みそうな声で笑った。

「その通りじゃ。それゆえ、わしらが人と話すことは簡単にはゆかぬ。小さき娘よ、こうして言葉を交かわせて本当に嬉うれしいよ。人間は好かんが、お前の一族は別じゃ。緑の目の一族は争いを好まん。もっとも、あの村ではもうお前一人になってしまったがなあ……」

　そう言って咳き込んだ老人の後ろから、衛兵らしき男が走ってきた。

「おいっ、お前は何者だ！」

　剣けんを抜いて老人を脅おどした彼は、老人を正面から見てわずかに怯ひるんだ。

　それを見て、思わず老人の前に飛び出した。

「あ、あのっ、怪あやしい人じゃありません！　ごめんなさい、私の知り合いなんです！」

　誰がどう見ても怪しい人だろうとは思うけど、悪い人ではないのは確かだ。

　衛兵は不ふ審しんな目を私にも向けたけど、知り合いだと言ったことで少しほっとしたようだった。

「では、名と身分を証明するものを…………」

　言いかけた衛兵の後ろから、バタバタと駆かけ足で女性が走ってきた。

　旅装に身を包み、よほど急いで走ってきたのか後ろにまとめた髪がほつれていた。

「千せん客きやく万ばん来らいだな」

　ポールが戸と惑まどったように呟いて、私を後ろに引っ張り戻もどした。

「ジュリア様！　いかがなさいましたか？」

　衛兵にジュリアと呼ばれた女性は、何度か深呼吸をして息を整えてから老人を睨にらんだ。

「勝手に歩き回らないで！　ごめんなさい、少し目を離はなしたすきにいなくなってしまって。この人は私が連れてきたのよ」

「えっ、そうなんですか？　でもこの子が知り合いだって……」

　いっせいに私に向けられた視線に耐たえ切れず、つい下を向いてしまう。

　そんな私の頭に、大きなしわくちゃの手がのせられた。

「ありがとう、小さき娘よ。お前は優しくて勇気がある、そういう所は母親とよく似ておるよ。近いうちに、また会おう」

　そう言って老人は女性の方に歩いていった。

　女性は目を丸くして私を見ていたけど、ふっと息を吐はくと表情を和やわらげた。

「とにかく、彼の身分は私が保証します。騒さわがせてしまってごめんなさい。あなた達も、もう行っていいわよ」

　その言葉に、私とポールは慌あわてて頭を下げてその場を逃にげるように去った。

　すれ違ちがう瞬しゆん間かんに見た老人はやっぱり笑みを浮かべていて、私は目立たないように少しだけ手を振ふった。




　夕方いつものように私を迎むかえに来てくれたジルは、私が隣となりに立って歩き出すと何故なぜか目を細めて私を見た。

「もう会ったのか。今日着いたばかりだというのに、早いな」

「何のこと？」

「……少し、話そうか」

　ジルは私の手を取ると、いつもの帰り道と違う方に歩き出した。

　立ち寄ったのは、以前にも連れてきてもらったことのある人ひと気けのない場所だった。

　適当なところに腰を下ろすと、ジルは言いにくそうに口を開いた。

「今日、体の大きな老人に会っただろう？」

「…………どうして、分かるの？」

「あれは、俺が頼たのんで来てもらったんだ。何か話したか？」

　ジルは私の質問には答えず、逆に私にそう問いかけた。

「少しだけ。私を知ってるって。あと……人間じゃないって言ってた」

　ジルは私の話に頷うなずくと、心配そうにたずねた。

「怖こわくなかったか？」

　その言葉に、私は頭かぶりを振った。

　たとえ人間じゃないとしても、あの人は私が村を出て行って寂さびしいと言ってくれた。

　きっと、あの村でそう思ってくれたのはあの人だけだ。

　といっても、村に住んでいるのかどうかも分からないのだけれど。

　私は、彼と交わした会話をジルに話した。

「あの人はどういう人なの？　どうしてここに？」

「それは、まだ言えない。実は、彼の他にあと二人村から呼んでる。まだ城には到とう着ちやくしていないが……」

　ジルの言葉で頭の中に浮かび上がってきた人物に、自分の表情が一瞬で硬かたくなるのを感じた。

　ダーナの村で今この城に関係のある者、それはごく限られてくる。

「そう、オリヴィアの両親だ。オリヴィアだけでなく、他の花はな嫁よめ候補達の身内も城に呼んだ。こちらの勝手で途と中ちゆうで帰すのだから、それなりのことはしないとな。…………それで、謁えつ見けんの時にはフィリスにも立ち会ってもらいたい」

「…………私、が？」

　かすれた声が出て、手をぎゅっと握にぎり締しめた。

　私の両親を死へと追いやった彼らと会って、私は平静でいられるだろうか？

　もう二度と、会わないと思っていたのに……。

「花嫁候補と来た侍じ女じよ達は、原則として一いつ緒しよに故郷に帰される。フィリスがここに残るためにも、ちゃんとけじめをつけた方が良い。それに、問題を表面に出すためのいい機会でもある。辛つらいとは思うが、なんとか耐えて欲しい」

　動どう揺ように早はや鐘がねを打つ心臓を押さえながら、私は浅く呼吸を繰くり返した。

「問題って、何？」

「フィリスの家族の件もそうだが、あの村長は好き勝手にやりすぎる。村の制度上、不正をしやすいんだろう。そのあたりのことは、俺に全部任せてくれればいい。それより、フィリスが彼らに会うのは本当にこれが最後になると思う、言ってやりたいことがないか、考えておいてくれ」

　…………ジルが私や村のためにしてくれることなのに、私が逃げ出すわけにはいかない。

　声を出すと情けなく震ふるえてしまいそうで、私は肯こう定ていの意を伝えるためにジルに頷いてみせた。

　ジルはほっとしたように表情を緩ゆるめて、息を吐いた。

「ありがとう。大だい丈じよう夫ぶだ、俺がついてるから。一応、筋書きを説明しておこう」

「筋書き？」

　首を傾かしげる私に、ジルは悪戯いたずらっ子のような笑えみを浮うかべて話し出した。




　数日後、不安な気持ちを抱かかえたままその日はやってきた。

「本当に大丈夫？　朝もほとんど食べていなかったし……。私が一緒にいてあげられたらいいんだけど……」

　オリヴィア達の謁見の日、朝早くからマーサが私の部屋に来て準備を手伝ってくれた。

　侍女とはいえ正式に謁見される者として王の前に出るのだから、多少は身なりを整えておかなければならない。

「ありがとう。でも、大丈夫」

　強こわ張ばった顔に無理やり笑みを作ると、マーサが余計に困ったような顔になってしまった。

　ここ数日というもの、厨ちゆう房ぼうでも注意力が散さん漫まんになって散々怒おこられてしまった。

　ポールにもすごく心配をかけたし、なかなか平常心に戻れない自分が情けなかった。

　ジルも私を見るたびに何か言いたそうだったけど、敢あえて今日の話には触ふれてこなかった。

「謁見が終わったら、二人でゆっくりお茶しましょう？　フィリスのために、おいしいお菓か子しを沢たく山さん用意しておくからね！」

「うん…………ありがとう」

　情じよう緒ちよが不安定な私はそんな言葉にも泣きそうになったけど、マーサから視線をそらすことでなんとか持ちこたえた。

「……そろそろ行った方がいいわね。控ひかえの間までは、一緒に行くから」

　自分の体が、自分のものじゃないような気がする。

　緊きん張ちようで手足は冷たいし、ふわふわしたような、重く沈しずみこむような、何とも言えない心地ここちがした。

「フィリス、謁見の間に入ったら、案内の人と同じように跪ひざまずくのよ？　それから、陛下の許可があるまでは絶対に自分から話しては駄だ目め。いい？　分かった？」

　コクコクと頷く私を心配そうに見るマーサが、まるで透とう明めいな壁かべの向こうにいるかのように見えていた。

　控えの間には私一人で、オリヴィア達とは別の部屋を用意してくれたようだった。

　しばらくすると、扉とびらをノックする音が聞こえた。

「そろそろ、お時間です」

　聞こえた声に立ち上がって、大きく深呼吸を繰り返した。




　大丈夫。大丈夫。

　私は、一人で立ち向かうわけじゃない。

　何度もそう言い聞かせながら、私は控えの間を後にした。
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　両開きの大きな扉を通って謁見の間に入ると、中ではすでにオリヴィア達が控えていた。

　扉が開いたことでいっせいに振り返った彼らは、私の姿を認めるとまるで害虫でも見つけたかのように顔をしかめた。

　久しぶりに見た村長夫妻の姿は、私が記き憶おくしている姿よりもわずかに小さく見えた。

　……この人達のせいで、父も母も死んでしまった。彼らが父と母を追い詰つめなければ、両親は今でも私の隣にいて、微笑ほほえみかけてくれていたのだろうか。

　そう考えると、言い様のない虚むなしさが胸を塞ふさいだ。

　ゆらぐことのない私の視線を受けて、彼らは戸と惑まどったように顔を見合わせた。

　無理もない。

　これまで先に目をそらして俯うつむくのは、いつだって私の方だったのだから。

　村長夫妻は、村では見たこともない小こ綺ぎ麗れいな服を着ていた。

　オリヴィアも、まるでどこかの姫ひめのように可愛かわいらしいドレスを身に着けている。

　そして私は侍女の服を着ていて、まるでままごとでもしているような気がしておかしかった。

　オリヴィアの隣となりには、身なりの良い中年の男が立っていた。

　私を見て首を傾げると、オリヴィアに小声で話しかける。オリヴィアは男に微笑み返すと、男に何事か答えていた。

　城でも村でも見たことのない人だった。それにしてはオリヴィアとは親しそうな感じがするけど……。

　ここまで私を案内してくれた人はオリヴィア達から少し離はなれた所で止まると、この場で待つようにと伝えて部屋の脇わきによけた。

　それから少しして、入り口の扉がまた開いた。

　まだ他ほかにも、この場に立ち会う人がいるのだろうか？

　扉からゆっくりと入ってきた人物の姿に、謁見の間が水を打ったように静かになった。

　張り詰めた空気の中、その人は頼たよりない足取りで私の隣に立った。

「こんにちは、小さき娘むすめよ。……おや、顔色が悪いようだが大丈夫か？」

　その人は、あの体の大きなおじいさんだった。

「はい、あの……こんにちは」

　初めてこの人を見たら、誰だれでも驚おどろいて緊張してしまうだろう。

　中身は優やさしい普ふ通つうのおじいさんのようなのだが、風ふう貌ぼうが異様すぎてみんな引いてしまうのだ。

「おじいさんは、どうしてここに？」

「さてな。呼ばれたから来ただけで、何も知らん」

　そう言って首を傾げるおじいさんに、私も首を傾げた。

「話は後でゆっくりね。ほら、ちゃんと前を向いて待っていなさい。あなたも」

　おじいさんの後ろから、長い藍あい色いろのローブを着た女性が顔を出した。

　確か、ジュリアと呼ばれていた人だ。

　挨あい拶さつをしようと口を開きかけたとき、奥にある扉の前に立っていた衛兵が手に持っていたベルを大きく鳴らした。

　その音に、謁見の間にいた者がいっせいに膝ひざをついた。

　私もマーサの言葉を思い出して、急いでみんなと同じ動作をした。

「やれやれ、この体で膝をつくのは一苦労じゃな」

「あの、よかったら私の肩かたにつかまって下さい」

　しゃがみにくそうにしていたおじいさんの手を取って私の肩に置くと、おじいさんは笑みを浮かべてお礼を言った。

　いくら陛下の前とはいえ、老体ではずっとこの姿勢は辛つらいだろう。




　おじいさんが何とか腰こしを落ち着けた頃ころ、奥の扉が軋きしむ様な音を立てて開かれた。

　その奥から、コツコツと足音が聞こえてくる。

　シンと静まり返った広間に、足音と衣きぬ擦ずれの音だけが響ひびいた。

「遠いところを、よく来てくれた。セオドア、お前にもわざわざ足を運んでもらってすまなかったな」

　柔やわらかだが威い厳げんに満ちたその声に、冷え切っていた手足がゆっくりと温かくなっていく気がした。

「もったいなきお言葉、ありがとうございます」

　顔を上げられないので分からないが、答えているのは多分オリヴィアの隣にいた男性だろう。

「こちらの都合で振ふり回してしまったが、詳しよう細さいは知っての通りだ。埋うめ合わせと言ってはなんだが、何か望みがあれば聞こう。何かあるか？」

「全すべては陛下のご意思のままに。埋め合わせなど必要ありませぬ。…………ですが、もしお許し頂けるのであれば一つお願いがございます」

　セオドアと呼ばれた男は少し言いよどんだようだが、すぐに言葉を続けた。

「このオリヴィアを、私の養女に致いたしたく思います。オリヴィアはおそれ多くも竜りゆう王おう陛下の花はな嫁よめ候補として選ばれるほど、見み目め麗うるわしく心根の清らかな娘でございます。私の手元でさらに教養をつけさせ、いずれはしかるべき若者のもとに嫁とつがせたいと考えております。ご許可頂けますでしょうか？」

　それは、思いもよらない話だった。

　でも考えてみれば、竜王の花嫁候補にまでなった娘が、辺境の村に帰って畑を耕して生きるというのは、いかにもおかしかった。

「……なるほど、養女にするか。好きにするがいい。だがお前が許可をとる必要があるのは、私ではなく血の繫つながった実の親の方だ」

「は、はい…………」

　どこか白けた様な言い方に、セオドアは怯ひるんだように返事をした。

「それだけか？」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、次に声を発したのはオリヴィアだった。

「陛下、ご無礼を承知で、私からぜひお願いがございます」

　鈴すずのような声が、緊張からかか細く震ふるえていた。

「どうか、私に陛下のお持ちになっているものを……陛下を思い出せるよすがをお与あたえください。どのようなものでもかまいません、どうか…………」

　哀あい願がんするような響きに、胸が痛くなった。

　好きな人ともう会えないと思う辛さは、私にも理解できる。だから、オリヴィアの願いはごく自然なものに思えた。

「分かった。出立までに何か見み繕つくろっておこう」

「……ありがとう、ございます」

　答えたオリヴィアの声には、涙なみだが含ふくまれていた。

「あなたが連れて来たその侍じ女じよは、城に置いて行くといい。何かと問題のある娘なのだろう？　私が責任を持って預かろう」

　その言葉に、オリヴィアと村長夫妻が小さく声を上げた。

　これは、あらかじめジルが考えてくれた筋書きだった。

　オリヴィアが私を、噓うそをつき乱暴をする困った娘だと言うのであれば、それを逆手にとってこちらの都合の良い方に話を持っていこうというのだ。

「で、ですが、あの子は私にとって妹のようなものなのです。私がここまで連れて来たのに、一人で置いて行くなんて、考えられません！」

　焦あせったオリヴィアの声に、私は耳を疑った。

　顔も見たくないほど嫌きらっている私を、何故なぜ連れ帰る必要があるのだろう？

　それとも、連れて帰って退たい屈くつしのぎにまた私をいたぶるつもりなのだろうか。

「親もいないのであれば、尚なお更さらちゃんとした環かん境きように置いてやった方がいいだろう。あなたが本当にこの子のことを考えるのであれば、分かってやりなさい」

　諭さとすようなジルの言葉にも、オリヴィアはすぐに頭かぶりを振った。

「いいえ陛下。フィリスは人よりもその……多少動作が遅おそい所があります。このままお城勤めをするのは本人にも負担でしょうし、皆みな様さまにもご迷めい惑わくをお掛かけするかもしれません」

　オリヴィアの言葉に、奥様も大きく頷うなずいて言葉をかぶせた。

「あの子は私達が村に連れて帰り、厳しく躾しつけを致します。陛下にお心を砕くだいていただくなど、なんとおそれ多い……」

　心底私のことが情けないとでもいうようなその言い方に、ジルは不快そうに眉まゆをひそめた。

「…………おそれながら陛下、もしよろしければあの娘も私が預かり、教育を受けさせるように致しますが……。オリヴィアがこの様に申しておりますので」

　オロオロとセオドアが助け舟ぶねを出したところで、耳を裂さくような哄こう笑しようが広間に響き渡わたった。

　鼓こ膜まくに直接響くような、声のような音のような笑いに驚いて、つい顔を上げて隣に座るおじいさんの方を見た。

「これはこれは、大変失礼を致しました。ご無礼をお許しくだされ、竜王陛下」

　ひとしきり笑ったおじいさんは、苦しいのか咳せきを出してようやく落ち着いた。

「いや、かまわない」

「この娘には教育など必要ありませぬ。むしろ必要なのは、そこの泣き真似まねをしている娘の方でございましょう」

　その言葉に、村長夫妻とセオドアが色めきたった。

「オリヴィアよ、もうフィリスを解放してやれ。好きに生きさせてやれ」

「な、なんだお前は！　お前に娘の何が分かるというんだ！」

　我が慢まんできなくなったのか、旦だん那な様が怒いかりの声を上げた。

「何が？　わしは何でも知っておる。あの村のことなら、何でもな。お前達は恥はずかしくないのか？　こんな何の力もない、本来なら守るべき者であるこの子から親も家も取り上げて、人並みの生活も、与えられるべき愛情も何もかも奪うばい取って、そうまでしてもなお満足せぬのか」




　凄すごみを帯びた表情と声こわ音ねに、オリヴィア達は竦すくみ上がった。

「……何の話だ？」

　ジルが旦那様にそう問いかけると、旦那様は額を床ゆかにこすりつけるように頭を下げ、震える声を絞しぼり出した。

「わ、私達は何も…………あの娘の親は、勝手に立ち入り禁止の廃はい坑こうに行って死んだのです。私達は何も知りません」

「忘れたとは言わせんぞ。フィオーネがいくら泣いて頼たのんでも、お前は捜そう索さく隊を出さなかった。フィオーネはどれほど無念だったか……。愛する男の生死も分からず、幼い娘むすめを一人残して逝ゆくことはさぞ辛かったであろうよ。お前に分かるか？　分かるのなら、知らぬなどと簡単に言えるはずがない」

　おじいさんの言葉に、胸が熱くなって目に溜たまった涙がこぼれそうになる。

　それを目立たないように拭ぬぐって、私はおじいさんの服の袖そでをぎゅっとつかんだ。

「……陛下、あのような風ふう貌ぼうのご老人は私の領内では見かけたことがないのですが、もしよろしければご紹しよう介かい頂けますでしょうか？」

「それはそうだろう。セオドア、ほとんどの人間は彼を見たことなどないはずだ。ジュリア、彼を紹介してやってくれ」

「はい、陛下。…………お嬢じようさん、少しだけ離はなれてくれるかしら」

　ジュリアさんは私をおじいさんから離すと、口の中でもごもごと何かを唱えだした。

　おじいさんの足元を中心に光の輪が現れたかと思うと、突とつ然ぜんおじいさんの体がボロリと崩くずれだした。

　ざわざわと驚おどろきの声が上がる中、私はびっくりして後ろに座り込んでしまった。

　ただの土くれとなった塊かたまりの上に、ぼんやりと霧きりのような人ひと影かげが立ち上った。

「これが、彼の本来の姿だ。この者はダーナの地に住む地ち霊れいの一人で、思うところがあって、ここまで来てもらった。すまないな、土人形の中は住みにくかろう」

「いえ、普ふ段だんは言葉を交かわさぬ人間ともこうして会話ができて、それなりに楽しんでおります」

　人影から、音のような声が答えた。

「地霊は魔ま力りよくのない人間には見えぬし、声も聞こえない。こうして魔ま術じゆつで姿を縛しばるか、なにか依より代しろに入れば普ふ通つうの人間とも話せるが……」

　誰だれもが竜王を前に跪ひざまずくことも忘れて座り込み、初めて目にする地霊という存在をまじまじと見つめていた。

「彼をここに呼んだのは、この場でただしたい事があったからだ。…………さあ、話してくれ。お前が見てきた、現うつし世のありのままの姿を……」

　霧のような人影はゆらりと動いて礼をすると、独特の声で話し出した。




　ダーナの村がある一帯は、元々人間が住むには適さない瘦やせた土地だった。

　そこに人が住み始めたのは、エストアが建国される数十年ほど前だったという。

　当時は大陸中が戦争をしていて、戦火を逃のがれて未開の地に足を踏ふみ入れる人間達が数多くいた。

　豊かな土地は為い政せい者しやが奪い合い、争いから逃れて暮らすためには貧しさには目をつぶらなければならなかった。

　やがて竜りゆう王おうの統治により平和が訪おとずれると、多くの村人が豊かな生活を求めて村を去り、残った人々は身を寄せ合い、わずかな食料を分け合いながら暮らしていた。

　しかし平和な時代が続き、かつての暗黒の時代を知る者がいなくなると、村人達は次し第だいに己おのれのことしか考えなくなっていった。

　分け合うことを忘れ、他者よりも少しでも多くの糧かてを得ようと争うようになってしまった。

　それは、大陸中を戦火に巻き込んだ争いの、最初の小さな火種と同じだった……。

　そしてその争いにより、とうとう命を落とす者が出てしまった。

　井い戸どの所有権を奪い合い、殺し合いが起こってしまったのだ。

　事態を重く見た当時の村長は、領主に相談に行った。領主は村長に、全すべての土地を管理し、村人に采さい配はいするように指示を出した。

　竜王がエストアを建国した当初、そういうやり方で人の住む地を整備していったからだ。

　その方法は非常にうまくいった。

　人々は食料や土地をめぐって争う事も無くなり、飢うえて死ぬ者も少なくなった。

　村長はそのことに安あん堵どし、自分の息子むすこにも同じようにして村を治めるように教えた。

　息子の息子も、その息子も同じやり方で村を治めた。

　そしていつしか、勘かん違ちがいをするようになった。村の土地は、すべて自分のものなのだと。

　それが、あやまちの始まりだった。

　傲ごう慢まんになった村長の一族は、最も大切にするべき村人達を自分よりも劣おとった存在だと思うようになった。

　村の誰よりも裕ゆう福ふくな生活をし、誰よりも優先される事を当然だと思うようになった。

「人の世に知られずとも、わしは知っている。お前達が持つほんの少しの富を分け与あたえることで、助かった命があることを。どれほどお前達が公正を欠き、自由気ままに生きてきたのかを。この娘も、フィオーネもその被ひ害がい者しやの一人にすぎなかった」

　そこで一度話を切って、地霊は薄うすい煙けむりのような目で私を見た。

「いいかね？　聞きたくないかも知れないが……」

　私が頷くと、地霊はまた前を向いて話し出した。

　その内容の大半は、私がジルから聞いた話と一いつ緒しよだった。

　旦那様が私の母を好きだったこと。その母がふらりと村にやってきた男と結ばれて、旦那様が嫌いやがらせをはじめたこと。

　娘のオリヴィアもそれを真似てしまったこと。

　父が一人廃坑に向かったというあたりの話になると、さすがに辛つらくなって両手をぎゅっと握にぎり締しめた。

「お前は人殺しも同然よ。死んでもおかしくない場所に人を追いやり、見殺しにした。親を殺しておいて、その子供を引き取って育ててやるなどと恩着せがましく言いおって、わしは見るに堪たえんかった」

　ふとオリヴィア達を見ると、床に座り込んだまま顔を蒼そう白はくにして地霊の姿を凝ぎよう視ししていた。

　その隣となりで、いつの間にか一人立ち上がっていたセオドアは厳しい表情で話を聞いている。

「そんな親に育てられては、娘もそりゃあまともに育つまいよ。セオドアとやら、お前はこの娘の心根が清らかだと言ったな？　清らかな者が自分よりも年下の、不ふ遇ぐうな娘を足あし蹴げにするような真似をするのか？」

「オ、オリヴィアは、誰よりもこの子を可愛かわいがっていたわ！　ほ、本当よっ！」

　引きつれた叫さけぶような声を上げたのは、奥様だった。

「可愛がっていた子の悪口を親に言うのかね？　この子の目の色を気持ち悪いと言い、化け物みたいだと言っていたではないか」

「そ、それは、この子がまだ小さい頃ころで……小さかったんだから、何も分からなかったのよ！」

「それを悪いことだと教えず、一緒になって悪口を言っていたのはどこの誰だったかな？」

　奥様は、言葉に詰つまると力が抜ぬけたようにうなだれた。




　…………もう、いい。これ以上続けても、得るものなんてない。

　お互たがいに、嫌な思いをするだけだ。

　私はもう十分だという気持ちが伝わるように、壇だん上じように座るジルに視線を向けた。

　気付いてもらえないかも知れないと思ったけど、意外にもジルはすぐに私に気付いてかすかに頷うなずいてくれた。

「と、いうことだ。セオドア、何か言いたいことはあるか？」

　セオドアは硬かたい表情で前を向くと、改めて竜王の前に跪いた。

「申し開きもございません。このような事になっていたとは……辺境にあるがゆえに、視察もほとんどせずこれまで来てしまいました。明らかに、私の監かん督とく不行き届きでございます」

「土地を管理するやり方が間ま違ちがってるとは思わない。あのように瘦せた土地では、それもまた正解ではある。だが、管理する者はその権利がどれほどの責任を伴ともなうものなのか、それを分かっていなければならない。お前達は、それを忘れているのではないか？」

　重みのあるその言葉に、誰もが言葉を発せずに黙だまり込んだ。

「そういう意味では、目の届かなかったのは私も反省するところだ。今後定期的に視察を出して、情報を集めることにしよう」

「申し訳ございません。以後このようなことが起こらぬよう、十分注意致いたします」

「さて……ダーナの村長よ、お前の処しよ遇ぐうをどうするかな。さしあたって村長には他ほかにふさわしい者をあてるとして、これまでの行いを考えれば無罪放ほう免めんというわけにもいくまい。お前の娘むすめも、私に虚きよ偽ぎの申しん告こくをした罪がある。妹のように可愛がっている娘が、噓うそつきだの盗ぬすみを働くだのと色々と言っていたが、それが事実で無い事は確かく認にんが取れている。……まさか竜王である私を愚ぐ弄ろうしておいて、謝るだけで済むとは思っていないだろう？」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえむジルの顔を、オリヴィアは蒼白な表情で見つめていた。

　小さく震ふるえる唇くちびるがわずかに動いて、ジルは先を促うながすように首を傾かしげた。

「……は……く、ない」

　かすかな声は聞こえなかったが、ジルの表情が一いつ瞬しゆんで冷たく凍こおったのが分かった。

「私はっ、悪くないっ!!」

　腹の底から絞しぼり出すようなオリヴィアの声は、まるで別人の声のように聞こえた。

「あの子が悪いのよっ！　あの子さえいなければ、私はっ……っ!?」

　叩たたきつけるような叫びに、ジルは黙ったまま席を立った。

　そして次の瞬間現れたその存在に、オリヴィアは甲かん高だかく長い悲鳴を上げた。




　オリヴィアの悲鳴が聞こえたのか、背後の扉とびらが開いて衛兵達が慌あわてて入ってきたけど、ジルの姿を見ると武器を下げ、頭こうべをたれた。

　巨きよ大だいな黒いその姿は、以前一度だけ見た竜りゆうの姿だった。

「どうした？　さあ、続きを言え。言いたいことがあるなら聞いてやろう」

　少しだけ低い声が広間に響ひびいた。

「己の主張が正当だと思うのなら、何も臆おくすることはない。断罪されぬ自信があるなら、この場で言ってみるがいい」

「あ……あぁ…………っ」

　震えて、涙なみだでグチャグチャになったその顔は、いつもの天使のようなオリヴィアではなかった。

　そこにいるのは恐きよう怖ふに支配された、ただの若い娘だった。

「くだらない噓しか口から出てこないのであれば、言葉など必要あるまい？　いっそお前の声を奪うばってやろうか。その方が害がない」

「ひっ……！」

　引きつった声を上げて震えるばかりのオリヴィアを見ていると、ふつふつと怒いかりが込み上げてきて、我が慢まんできなくなってしまった。

　私は一度深呼吸をして、オリヴィアのもとに向かった。

　ジルとオリヴィアの間に立つと、オリヴィア達は信じられないものを見る目で私を見た。

　私は不敬にならないよう、すぐにその場に跪ひざまずいた。

「陛下、どうかお許し下さい」

「何故なぜ？　罪を犯おかしたものは、罪を償つぐなわなければならない。それが掟おきてだ」

「……どうか、お願いです。彼女に言いたいことがあるんです。でも、言い返せないと分かっている人間に何を言っても、私の気は済みません」

　自分勝手なお願いをしているということは、分かっていた。

　王の決断を妨さまたげるという、恐おそろしい真似まねをしているのだということも。

　でもここでオリヴィアと話さなければ、一生後こう悔かいするような気がしたのだ。

「……いいだろう。被害者のお前がそう言うのであれば、許そう。この場で話せばいい」

「ありがとうございます」

　ジルは大きな体を後ろに下げると、竜りゆう王おうの姿に戻もどった。

　私は立ち上がると後ろを振ふり返って、オリヴィアと向かい合った。




「どうして、あなたがそんな顔をしているの？」

　酷ひどいことをされたのは私の方なのに、どうしてオリヴィアが被害者のような顔をしているのだろう？

「あ、あなた、変よ…………どうして、あれを見て、そんなに平然としていられるの？　あ、あの化け物だって……」

「あの人は化け物なんかじゃないっ！　人を傷つけて笑っていられるオリヴィアの方が、よっぽど化け物みたいよっ！」

　おじいさんの方を見て化け物と言うオリヴィアに、できるだけ冷静にと思っていたのにカッとなって、気付けば大声を出していた。

「それに、陛下が竜だってことは最初から分かっていたことじゃない！　だから『竜王様』なんでしょう？　自分の姿を見て怯おびえられたらどんな気持ちになるか、それも分からないの!?」

　啞あ然ぜんとした表情のオリヴィアの腕うでを引っ張って、無む理り矢や理り立たせた。

「今までのこと、全部謝って」

　謝罪なんかされたところで、両親はもう返ってこない。寂さびしい思いをした過去の時間も、傷ついた私の心も変わらない。

　謝られても私は許せないし、心からの謝罪をしてもらえるとは思っていないけど……。

　それでも、もし私とオリヴィアの間で最後にけじめをつけるというなら、方法はこれしかないと思うから。

「謝って！」

　黙ったままのオリヴィアにもう一度同じことを言うと、オリヴィアは眉まゆをひそめた。

「……私はただ、幸せになりたかっただけよ。それが、そんなに悪いこと？」

「自分が幸せになるためなら、他人は不幸になってもいいって言うの？」

「あなたのご両親には、申し訳なかったと思うわ。でも、別に私や父が直接手を下したわけじゃないでしょう？　廃はい坑こうに行くことを決めたのは、あなたのご両親自身よ。それに、事故が起こるなんて想像もしてなかったもの。みんなが、少しずつ悪かったのよ」

　そうでしょう？　そう続けて、オリヴィアは微笑んだ。

「それにあなたのことだって……私がフィリスに暴力を振るったことが、一度でもある？　ああ、フィリスは私のこと叩いたわよね？　でも、気にしないで？　カッとなることくらい、誰だれだってあるもの」

　視界の端はしで、奥様が恐ろしい表情で私を睨にらむのが見えた。

　彼女は私を数え切れないほど叩いてきたのに、私が娘に同じことをするのは我慢ができないようだった。

「ふざけないでっ！　あなたは私からみんなを遠ざけた。手を上げることだけが、暴力じゃない！」

「村のみんながフィリスを嫌きらっていたのは、あなた自身のせいよ。ほら、あなた暗いし、あんまり器用じゃないし、目もみんなとちょっと違ちがうし、ね？」

「そう思うように仕向けたのは、あなたでしょう？」

「被ひ害がい妄もう想そうもいい加減にしてちょうだい」

　迷めい惑わくだとでも言いたげなオリヴィアに、絶望的な気持ちになる。

　結局最後の最後まで、私の言葉はオリヴィアには届かない。

　黙りこんだ私に勝ったと思ったのか、オリヴィアは嬉うれしそうに微笑んだ。

　私が手を振り上げると、オリヴィアは驚おどろいて目を見開いた。

　前の時と違って、今度はちゃんと分かってる。

　自分が、何をしようとしているのか。

　パンッという乾かわいた音が広間に響いて、オリヴィアの頰ほおがゆっくりと赤くなる。

「……一人がどんなに寂しいか、どんなに心細いのか、あなたには分からない。私だって、友達が欲しかった！　みんなと普ふ通つうに話したり、笑ったりしたかった！　もしお母さんとお父さんが生きていたらって、何度も何度も考えた！　もう二度と顔も見たくないっ、オリヴィアなんて、大っ嫌きらい!!」

　腹の底から叫さけんで、荒あらくなった息を整える。

　近くで私達の言い合いを聞いていた村長夫妻に向き直ると、二人は戸と惑まどった様子を見せた。

「旦だん那な様、奥様、これまで私を養ってくださったことには感謝します。でも私は一生、あなた達を許すことはできません。もう、二度と会いません。村にも戻りません。お互たがいに、嫌いやな顔を見るのはこれで最後です」

　自分でも、こんな声が出せるのかと思うほど冷たい声だったと思う。

　顔も強こわ張ばって、今自分がどんな顔をしているのかもよく分からなかった。

　誰も何も言えないでいる中、ジルが静かに声を出した。

「言いたいことは、他ほかにないか？」

「…………はい」

　最後まで平行線で、互いに何一つ理解できなかった。

　それでも、思っていたことを直接本人に言えて、自分の中でちゃんと終わりにできるような気がした。

「三人を適当な部屋に閉じ込めておけ。セオドア、今後のことを話したい。後で私の所へ来てくれ」

　ジルの言葉に、衛兵達が呆ぼう然ぜんとしたままのオリヴィア達の腕を摑つかみ、引きずるように歩かせて行った。
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「分かりました。では、後ほどお伺うかがい致いたします」

　セオドアは疲つかれきったような様子で答えると、ゆっくりと謁えつ見けんの間を出て行った。




「……もっと色々言ってやってもよかったのに」

　おじいさんは、残念だと言うように頭かぶりを振った。

「まあ、そう言うな」

　ジルの声に振り返ると、思ったよりもすぐ近くにジルが立っていた。

　私と目が合うと、心配そうに目を細められる。

「…………すまないが、しばらく二人だけにしてくれないか」

　ジルがそう言うと、謁見の間に残っていた衛兵達は戸惑った様子で頭を下げ、退室していった。

　ジュリアさんがまた何か呪じゆ文もんのようなものを唱えると、おじいさんは出てきたときとは逆に、吸い込まれるように土の中に戻もどっていった。

　完全に中に入ると、土は形を変え、元の人型に戻った。

「小さき娘むすめよ、気分が落ち着いたらまた会おう。今度はもっと楽しい話をしような。では竜りゆう王おうよ、用向きがあればいつでも呼んでくだされ」

「失礼致します、陛下」

　おじいさんとジュリアさんは短く挨あい拶さつをすると、入ってきたときと同様に、ゆっくりとした足取りで謁見の間を出て行った。

　二人が出て行くと、広間には私とジルだけが残った。

「……よく頑がん張ばったな」

　それに頷うなずくと同時に、涙なみだが頰を伝っていった。

　いろんな気持ちがゴチャゴチャになって、頭がパンクしそうだった。

　そんな私を、ジルはそっと抱だき寄せて頭を自分の体に押し付けた。

「気がすむまで泣けばいい。ここには、俺しかいない」

　優やさしく宥なだめる様に背中を何度も撫なでられて、私は子供のように声を上げて泣いた。

　心にある重苦しい塊かたまりのような何かが、涙と一いつ緒しよに溶とけてなくなればいいのに…………。




　どれくらいそうしていたのか、やっと落ち着いてきた私は泣いてグチャグチャになっているであろう顔をジルから離はなした。

　泣き過ぎて頭は重いけど、気持ちはずいぶんと軽くなった気がする。

「……ごめんなさい」

　泣き過ぎて嗄かれた声で謝ると、ジルは首を傾かしげた。

「服、汚よごしちゃって。それにこんな時間まで…………」

　足元に差し込む光は、既すでに夕焼けの色が混じっていた。

　謁見の間に入ったのはお昼過ぎだ。

　忙いそがしい身なのに、私が泣いてしまったせいでずいぶん長い時間拘こう束そくしてしまった。

「そんなこと、気にするな。服なんていくらでも代えがある。それに……いや、何でもない。とにかく、何も謝らなくていい」

　途と中ちゆう真しん剣けんな表情で何か言いかけたジルは、苦く笑しようして言葉を濁にごすと私から体を離した。

「……そろそろ戻るか？」

　頷くと、ジルは私の肩かたを抱いて歩き出した。

「ジル、出口あっちだよ？」

　ジルが向かったのは、ジルが出てきた奥の扉とびらだった。

　みんな正面の扉から出て行ったのだから、私もあっちから出て行かなくてはいけないんじゃないだろうか？

「こっちの方が人目につきにくい。泣きはらした顔をジロジロ観察されるのは嫌だろう？」

　確かに、それは恥はずかしい。

　ジルと一緒に扉を出ると、すぐそこにガントさんが立っていた。

　ガントさんは私を見ると痛ましそうに顔を歪ゆがめた。

「後を頼たのめるか？」

「はい、陛下」

　ジルは私の肩から手を離して、私に向き直った。

「彼らの処分が決まったら、すぐに伝えるようにするよ。ゆっくりと休んでくれ」

　頷いて、私はガントさんとその場を後にした。

　ガントさんは時折心配そうに私を振ふり返ったけど、何も聞いては来なかった。

　それが、私にはありがたかった。

「……あの、このあたりでもう大だい丈じよう夫ぶです。ありがとうございました」

　見慣れた場所まで来て、私は足を止めた。

　ここまで来れば、もう迷う事もないだろう。

「いや、部屋まで送ろう。勝手に途中で戻っては、陛下に叱しかられてしまう」

　私と一緒に足を止めたガントさんは、そう言ってまたすぐに歩き出した。

　本当に律りち儀ぎな人だ。それとも、忠実というのだろうか。

　とにかくそう言われて頑かたくなに断る必要もないので、結局部屋の前まで送ってもらった。

「では、これで失礼する」

　ガントさんは短くそう言って、すぐに来た道を戻って行った。




　一人になると、途と端たんに気が抜ぬけて体がすごく重くなったように感じた。

　マーサが綺き麗れいに整えてくれた髪かみを解いて、ベッドに横になる。

　目を閉じると、色んなことが頭の中に浮うかんでは消えていく。

　オリヴィアの笑え顔がおと恐きよう怖ふに歪んだ顔、祖母の困ったような顔や、村人達の嘲あざけるような笑い声。

　それらは無数のざわめきとなって、いつしか夢の中へと消えていった。
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　目が覚めると、部屋の中はかなり薄うす暗ぐらかった。

　真っ暗というわけではないから、夜中ではないようだ。

　ベッドに横になってから、いつの間にかうたた寝ねをしてしまったようだった。

　どれくらい寝ていたのだろう？

　確かめようと体を起こして、すぐ目の前に立つ人ひと影かげに気付いて固まった。

「……ジル？」

　もしかして、まだ夢でも見ているのだろうか？

　そう思ってそっと声をかけてみると、ジルは微笑ほほえんで私の顔を覗のぞき込んだ。

「だいぶ顔色も戻ったな」

　はっきりと声が聞こえた。どうやら、夢ではないようだ。

　ジルは水差しからコップに水を入れると、私に差し出した。

「ありがとう」

　喉のどが渇かわいていたのか、一気に飲み干してしまった。

　コップを置こうとして、ベッドの脇わきにある小さな棚たなの上に、袋ふくろに入ったクッキーが置いてあるのを見つけた。

「俺が来る前に、マーサが来て置いていったみたいだ」

　ジルは私に一枚の紙を差し出すと、手のひら上に光の玉を出して手元を照らしてくれた。

　それはマーサが書いてくれたものらしく、よく寝てるから起こさなかったということと、もしお腹なかが空すいたら食べて欲しいといった内容のことが書かれていた。

　すぐにお礼を言いに行こうとベッドを降りると、ジルに止められた。

「さすがに、まだ寝てるだろう」

　その言葉に首を傾げると、ジルは不思議そうな顔をして、すぐに納なつ得とくしたようにああ、と声をあげた。

「今、夜明け前だよ」

「夜明け前？」

　まさか、そんなに寝ていたとは思わなかった。

　言われてみれば確かに体もずいぶん軽くなったし、目の腫はれた感じもかなりましになったような気がする。

「ジルは、いつからここに？」

　もしかして、私が起きるのをずっと待っていてくれたのだろうか？　それに、鍵かぎはどうしたのだろう？　夏げ至し祭の事があってから、マーサとは何かあった時のためにと、部屋の合あい鍵かぎを交こう換かんしていた。

　だから、マーサが入ってこられたのは分かる。でも、マーサが鍵を掛かけ忘れるはずがないから、ジルが部屋に来たときは鍵は掛かっていたはずなのに。

「どうやって部屋に入れたの？　鍵、掛かってなかった？」

　私の問いかけには答えず、ジルは指をスッとドアの方へ向けた。つられるようにドアを見ると、カチャリと音がして鍵が開く音がした。

　驚おどろいていると、もう一度同じ音がした。多分、また鍵が掛かったのだと思う。

「俺にとっては、鍵なんてあってないようなものだ。それよりフィリス、少し出かけないか？」

「今から？」

「そう、今からだよ」

　ジルは微笑んで、私に手を差し出した。




　自室の外に出ると、人影は一いつ切さい無くシンとした静けさだけがあたりを覆おおっていた。

　部屋の戸を閉める音さえ大きく聞こえて、私は思わずあたりをキョロキョロと見回してしまった。別に悪い事をしているわけでもないのに、何故なぜかドキドキしてしまう。

　なんだかくすぐったくて照れ笑いをすると、ジルも同じように笑顔を返してくれた。

　休んでいる人を起こさないように、お互たがい無言のまま早足で建物の外に出る。

　外に出てすぐの所で、視界の端はしに何かが動いた気がした。

　びっくりして振り返ると、出入り口の両側に衛兵が立っていた。

「ご苦労様」

　ジルが声をかけると、衛兵達は無言で敬礼を返した。

「ねえ、あの人たちは何をしているの？」

　彼らから少し離はなれた場所まで来てから、私はジルにたずねた。

　日中は見かけたことがないし、夜仕事から帰ってきた時にも会ったことがなかった。

「警備してるんだ。特に夜中は、人目がないからな」

　……そうなんだ。じゃあ、みんなが眠ねむった後に来て、起き出す頃ころに帰っていくのだろうか。

「大変なお仕事だね」

　心から感心してそう言うと、ジルは何故か苦く笑しようした。

「まあ、そうだな。……この辺ならいいか。フィリス、背中に乗ってくれないか？」

　人ひと気けのない場所まで来ると、ジルは私に背中を向けてその場にしゃがみこんだ。

「せ、背中に？　どうして？」

　そんな事を急に言われても…………。

　背中におぶわれるという行こう為いは、ものすごく恥はずかしい。子供ならともかく、大人でそんなことをされるのは病人か怪け我が人くらいなものだ。

「いいから、誰だれも見てないだろ？」

　確かに周りには誰もいないし、いたとしてもこの暗がりでは顔まで判別するのは難しいだろう。かといって、恥ずかしさが消えるわけではない。

「…………あの、どうしても？」

「どうしても」

　その声が笑っているように聞こえるのは、気のせいだろうか。

　迷ったけど、一向に立ち上がろうとしないジルに諦あきらめてそっと肩かたに手を乗せた。

　するとすぐに後ろにジルの手が回されて、一気に持ち上げられた。

「じゃあ、行こうか」

　どこに？

　そう聞こうとした言葉は、声にならないまま喉の奥に消えてしまった。

　ジルが足を一歩踏ふみ出した次の瞬しゆん間かん、バサリと大きな音が聞こえて、強い風が体に吹ふき付けてきた。

「ねえジルっ、どこまで行くつもりなの？」

　ほんの一瞬の間に、私は竜りゆうの姿になったジルの背中に乗って飛んでいた。

　少し出かけないか、とは聞かれたけれど、これは少しという事になるのだろうか？

「大だい丈じよう夫ぶだ。そう遠くじゃない」

　そう言っている間にも、既すでに城を遠く離れ、帝てい都との上を飛んでいた。

　背中に乗せてもらうのはこれで二度目だけど、以前とは違ちがって下の方は薄暗くてよく見えなかった。

　所々に灯あかりが見える場所では、もう既に起きて働いている人がいるのだろう。




　しばらくして降り立った場所は、帝都を見み渡わたせる小高い丘おかの上だった。

　ジルは私を背から降ろすと、人型に戻もどって私の横に立った。そして、じっと私の顔を見つめると、ゆっくりと口を開いた。

「彼らの処分が決まった」

　その言葉に、心臓が一つ大きく跳はねた。

「処分って…………こんなに早く？」

　てっきり、そういうことには数日はかかるものだと思っていた。

「罪状ははっきりしているし、長引かせる意味がないからな。村長のロディは、全財産を没ぼつ収しゆうしてしばらく牢ろうに入ってもらう。まあ、妥だ当とうなところだろう。オリヴィアは母親と一いつ緒しよに帝都を追放することにした。フィリスが帝都にいる限りは、もう会うことはない……軽すぎると思うか？」

　ジルの言葉に、私は頭かぶりを振ふった。

「私には、もう十分。オリヴィアと奥様は、これからどうなるの？」

　旦だん那な様の財産を全すべて没収するということは、オリヴィア達も無一文ということになる。

　新しい村長のもとでみんなと同じように畑を耕して生きるなど、プライドの高い彼女達にはできないだろうし、かといって帝都にもいられない。

　一家の唯ゆい一いつの男手である父親は牢の中。

　それを可哀かわい想そうだとは思わない。ただ、彼女達がこれからどう暮らしていくのか、気になった。

「大丈夫、没収って言っても当面の生活費くらいは残すよ。とりあえず適当な町までは兵士に送らせるから、心配しなくていい」

「うん…………」

　これから私達は、決して交わることのない、それぞれの道を歩いていくのだろう。

　それが、私の望んだこと。そして多分、オリヴィアも望んでいたこと…………。

「…………明るくなってきたな」

　見上げた空は、いつの間にかずいぶんと明るくなってきていた。

　鮮あざやかな朝焼けが、東の空を神こう々ごうしく染め上げている。朝と夜が入り混じったその空は、とても神秘的で美しかった。

「綺き麗れいだろう？　これまで生きてきた二百年以上、数え切れないほど空を見上げてきた。でも、同じ空だったことは一度もない。人も自然も、この世にあるものは全て一瞬だって留とどまることをせず、姿を変えていく。それを俺は、とても美しいと思う」

　ジルはそう言って、遠くを眺ながめるように目を細めた。

　同じ空だったことは、一度もない……その言葉が、やけに胸に響ひびいた。

　前に進めと励はげまされているようで、心がほんわりと温かくなる。

「…………ありがとう」

　ジルは返事の代わりに微笑ほほえんで、また空を見上げた。

「まだまだ、フィリスに見せたいものが沢たく山さんあるんだ。だから、またこうして二人で一緒に出かけよう」

「うん！」

　私が大きく頷うなずくと、ジルは嬉うれしそうに小指を差し出した。

「じゃあ、約束だ」

「……うん、約束する」

　小指と小指が絡からんで、私達はお互いに微笑みあった。

　いつとも何処どこへとも決めない約束。それが、何故かとても嬉しかった。




　その日のうちに、旦那様は城から牢へと移された。

　オリヴィア達もわずかな荷物と共に馬車に乗せられ、どこか分からない場所へと連れて行かれたらしい。

　人目につかぬようひっそりと行われたというそれは、謁えつ見けんの間であった出来事を含ふくめて何故か数日のうちには誰もが知ることとなっていた。

　昨日まで私に冷たい目を向けていた城の人々は、手のひらを返したように優やさしくなった。

　同情の目を向けられるのは分かるけど、中には好こう奇き心しんに満ちた目で私を見る人もいて、居い心地ごこちが悪い。

　誤解も解けたしジルに侍じ女じよの仕事に戻ってもいいと言われたけど、せっかく厨ちゆう房ぼうでの仕事を覚えてきたこともあって断った。

　マーサやリリィナは残念がっていたけど、厨房での仕事は楽しかったし、自分の都合でころころ仕事を変えては迷めい惑わくになる。

　ポールも含めて厨房のみんなは私が続けるとは思わなかったみたいで、辞やめる気がないことを伝えると意外そうな顔をしながらも喜んでくれた。

　リリィナには直接事情を話してなかったから、あらためて事情を説明した。

　終始顔をゆがめて聞いていたリリィナは、最後には頑がん張ばったねと言って頭を撫なでてくれた。

　あと、まだお城にいる間にと思って、地ち霊れいのおじいさんの所へ一度だけ会いに行った。

　突とつ然ぜん訪ねた私に嫌いやな顔一つせず、おじいさんは母の子供の頃の話や、私が小さかった頃の話を聞かせてくれた。

「それにしても、あなた本当にこの人が怖こわくないの？　私は魔ま術じゆつ師しだから慣れているけど」

　その時、ちょうど休きゆう憩けい中だからという事で、ジュリアさんも同席していた。

　ジュリアさんは、宮きゆう廷てい魔術師団の師団長をしているらしい。

　だから本当は軽々しく話せるような人ではないのだろうけど、彼女自身が気さくな人でつい緊きん張ちようを解いてしまう。

「怖くは、ないです。最初は驚おどろいたけど…………」

「竜のお姿になった陛下の前にも、普ふ通つうに立っていたものね。あの姿でお怒いかりになった陛下は、私達でも正直恐おそろしいのに」

　その言葉になんとなくムッとしてしまって、やめておけばいいのについ言い返してしまった。

「大人だって、子供を叱しかる時は怖い顔をして大きな声を出すでしょう？　それと同じだと思います」

　そう言うと、おじいさんは心底可笑おかしそうに笑い転げた。

　やっぱり人間じゃないからか、おじいさんの笑いのツボは変な所にあるようだった。

「……そうね。確かに、陛下が本気でお怒りになったら、あんな程度じゃすまないでしょうね。それにしても……」

　ジュリアさんはまじまじと私の顔を見ると、大きく溜ため息いきをついた。

「人ならざる者を見る私達よりも、あなたの方がよほど物事の本質が見えているのね」

　感心したように言われて何と返していいか分からず、ただ首を傾かしげた。

「…………村に戻ってこの体から出たら、おじいさんには誰だれも気付かないんですよね？」

　おじいさんには私達が見えるのに、私達にはおじいさんが見えない。

　こんなに優しくて、色んなことを知っているのに。お互たがいに言葉を交かわせないというのは、すごくもったいない気がした。

「そうねえ……彼は人の目では認にん識しきできないもので構成されているから。声だって、人の耳では認識できない。そこに確かに存在するのに、見ることも感じることもできないもの。だから、普通の人は魔術を通してしか彼の姿を見られないのよ」

　分かるような、分からないような説明に頭がこんがらがる。

「例えば風は目に見えないでしょう？　でも、木の葉が舞まえば私達は風が吹ふいていることが分かるわ。つまり、そういうことよ」

　言い直されて、今度はなんとなく理解できた。

「最近は魔力を持って生まれる子供も増えてきたようじゃな。人間の進化は速い。悪いことにならんといいが…………」

　おじいさんの暗い声こわ音ねに、ジュリアさんは頭を振って、溜息をついた。

「魔力を持った人間っていうのはね、今の人間が進化した姿だと考えられているわ。だから、世代を追うごとに少しずつ増えていく。でも、心配しなくても大丈夫よ。大昔に人間が火を使い出した頃ころは、きっと火傷やけどもたくさんしたんでしょうけど……今はちゃんと使いこなしてるじゃない？」

「おまえさんは気楽でいいのう。使い慣れない火でわしらが焼かれなきゃいいがな」

「失礼ね、そんなことしないわよ。そのために私達が日夜魔術を研究してるんじゃない」

「誰もが正しい使い方をするとは限らん」

「あのねえ、そんなこと言い出したらきりがないでしょう？」

　だんだん険悪になっていきそうな雰ふん囲い気きに、私は慌あわてて席を立った。

「あ、あの、そろそろ戻もどります。おじいさん、ジュリアさんも、お話をしていただいてありがとうございました。お邪じや魔ましました！」

　頭を下げて慌あわただしく部屋を出て行く私を、二人は不思議そうな顔で見ていた。




　おじいさんがジュリアさんに付き添そわれてダーナの村に帰ったのは、謁見から十日ほど経たった日のことだった。

　彼らと一いつ緒しよに、領主様のセオドアさんも帰ることになった。

「住み良い場所にするよ。…………これで罪つみ滅ほろぼしになるとは思わないが、いつか君が帰ってきた時に、少しでも喜んでもらえるように」

　最後に、彼はそう言って馬車に乗り込んだ。

　私が村に戻ることはもうないだろうと思う。でも、村が少しでも住みやすくなれば私も嬉しい。

　たとえどんなことがあっても、ダーナは私の故郷なのだから。
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　季節は夏から秋に変わり、花はな嫁よめ候補達が帰郷してどこか活気のなかったこの城も、少しずつ平常に戻っていった。

　花嫁候補達に付いていた侍女はそれぞれ希望の職場に異動させたが、オリヴィアの侍女として働いていたエマは辞職して実家に帰ったらしい。

　エマは、オリヴィアに自分が騙だまされていた事を最後まで信じようとしなかった。

　あるいは信じたくなかったのか…………。

　離り宮きゆうで働いていた者の中にはいまだにオリヴィアの信しん奉ぽう者しやがいるようだが、自分達がごく少数派であることを分かっていて表立っては何も言ってはこない。

　彼女達とフィリスが接せつ触しよくすることはほぼないだろうし、そう心配する必要もないだろう。

　あれから、日々はごく平へい穏おんに過ぎていた。




「陛下、今日はこれくらいにして少しお休みになりますか？」

「……何故なぜ？」

　普ふ段だん口を開けば仕事をしろと言うコンラートが、こんなことを言い出すのは珍めずらしい。

「どこか心ここにあらず、といったご様子ですが」

「そうかな？」

「ええ。ぼんやりとなさって……その書類一枚読むのに、いったいどれだけ時間がかかるのですか？」

　心配されたのか呆あきれられたのか分からないようなことを言われて、ふと手元を覗のぞき込む。

　いつからその紙を持っていたのか、正直それすら覚えていない。

「何か、気き掛がかりなことでも？」

「いや、別に何もない」

　そう答えると、コンラートはわざとらしく大きな溜息をついてみせた。

「失礼ながら、最近の陛下の行動は目に余ります。ご自分で、何も思われませんか？」

　そう言われて、ここ数日の自分の行動を思い返してみる。

　…………確かにぼんやりすることは多かったかも知れないが、それほどだっただろうか？

「下働きの者達に交じって、食堂で昼食を食べているそうではありませんか。普段のお食事で足りないのでしたら、量を増やすよう料理長に伝えましょうか？」

「……ああ、そのことか。お前の耳に入らないはずはないな。必要ない、気晴らしに行ってるだけだ。量は足りている」

　別に食べ足りない訳ではないし、味に不満があるわけでもない。そもそも、人間と違ちがって毎日食べないと死ぬというわけでもない。

　そんなことは十分、分かっているだろうに。敢あえてそういうことを言うのは、俺が食堂に通う理由も分かっているからだろう。

　だったら、そっとしておいて欲しい。

「それだけではありません。仕事を放ほうり出して、屋上からいつも何をご覧になっているのです？」

「だから、それも気晴らしだ。そろそろ紅葉も始まったし、空も高く見えるしな」

「……そうですか。いつも同じ場所をご覧になっているようですが、城の中に陛下が見入ってしまう程ほど美しい景観があるとは存じませんでした。是ぜ非ひ場所を教えて頂きたいですね」

「…………」

　俺は溜息を吐はき出して、一向に内容が頭に入ってこない書類を机に投げ出した。

　ここ最近、自分の行動がおかしいことは自分でも分かっていた。

　極力周りには気取られないようにと思っていたが、さすがにコンラートの目まで誤ご魔ま化かすのは難しい。




　オリヴィアが城からいなくなってからも、俺とフィリスの関係は変わらなかった。

　毎日仕事が終わる時間に迎むかえに行って、時々寄り道をしては、二人でたわいのない会話を楽しんだ。

　少なくとも、その穏おだやかな生活に俺は満足していた。

　二人の関係に進展こそなかったが、それはフィリスの十四という年ねん齢れいを考えれば無理もないと思うようになった。

　まだ子供と大人の間を行き来しているような年とし頃ごろだ。

　少しずつ、少しずつ俺を受け入れてもらえたら、それでいい。

　待つ時間なら、いくらでもある。

　マレイラの王子と会ってからは注意して見ていたが、心配していたように他ほかに好きな男がいるわけでもなさそうだった。

　やはりあの時フィリスが言えないと言ったのは、相手が俺だったからだろうか。

　そんなことを考えて、本当にそうなのかも分からないのに一人馬ば鹿かみたいに喜んだり。

　……そんな毎日が、少しずつ変わっていった。

　フィリスはきっと、自分なりに過去に区切りをつけたのだと思う。

　以前のような、どこか無理をしているような危あやうさが消え、少女らしい自然な表情をするようになった。

　周囲の冷たい視線に萎い縮しゆくし、影かげを選んで歩いていた頃のフィリスはもうどこにもいない。

　辛つらい過去を抱かかえながらもしっかりと前を向き、自分の足で立とうとしているフィリスに、周囲の目は好意的だ。

　そしてごく自然な流れで、色んな人間に何かと声をかけられるようになった。

　フィリスの閉じられた世界が、広がっていく。それを、ずっと願っていたはずだった。

　なのに、胸がざわついて落ち着かない。

　相手が女性の時は別に何とも思わないし、むしろ友人が増えることを微笑ほほえましいとも思う。

　だが、フィリスに話しかけているのが男だと、どうしても苛いら立だってしまう。

　そんな自分を情けないと思いながらも、気になる気持ちを抑おさえきれずについフィリスの様子を見に行ってしまうのだ。

　配はい膳ぜん窓から少しでも姿が見えるかと食堂に顔を出したり、屋上から厨ちゆう房ぼうの裏を眺ながめてみたり。

　他人が同じことをしていれば、情けない奴やつだと一いつ笑しように付すようなことをしていた。

「素す直なおで、健けな気げで、可愛かわいらしくて、お怒いかりになった陛下の前にも恐おそれず飛び出すほどの勇気がある。さぞかし彼女は、若い男達の目に魅み力りよく的てきにうつるでしょうね」

　嫌いやみっぽく言うコンラートを睨にらむと同時に、自分でも意識しないままに手に持っていたペンをへし折ってしまった。

「まだまだ子供ですがあと二年もすれば結けつ婚こんもできますし、引く手あまたとなるのは間ま違ちがいないでしょう」

「…………最初に引いたのは俺だ」

　まるで子供のような言い方だが、何か言わずにはいられなかった。

　最初に好きになったのが俺だからと言って、フィリスが最初に好きになるのも俺だとは限らない。

　そんなことは、分かっているのに……。

　コンラートはそんな俺に苦笑いを浮うかべた。

「そんなに気になるなら、せめて陛下付きの侍じ女じよにでもなってもらったらいいじゃないですか。近くに居れば、少しはご安心なさるでしょう？」

　それはひどく魅力的な提案だったが、俺はすぐに頭かぶりを振ふった。

「駄だ目めだ。フィリスは今の仕事を気に入ってる。本人の意志を無視してまで、我を通すつもりはない」

　それに、俺専属の侍女などというものは今まで存在しなかった。なくても困らなかったものを今いま更さら用意すれば、また変な憶おく測そくが飛び交かうだろう。

「それで陛下が仕事に身が入らないというのであれば、国家的な問題になるんですけどね……。もう少し積極的に攻せめられては？　差し出がましいこととは思いますが、ご自分のものではないから、誰だれかに持っていかれるのではないかと不安なのではないですか？」

　…………そういう気持ちは、確かにある。今現在、フィリスは誰のものでもない。

　つまり、誰にでもフィリスに言い寄る権利があるということだ。

「これでも、頑がん張ばってるつもりなんだが……」

　難しい顔になる俺に、コンラートは大げさに溜ため息いきをついた。

「恋こいの悩なやみというものは、人間も竜りゆう族ぞくも変わらないようですね。……ああ、そうそう。彼女の休きゆう暇か願ねがいが出されていますよ」

　話のついでというにはわざとらしい言い方で、コンラートは自分の机から一枚の紙を取り出した。

「マーサからの申しん請せいで、二人分出ていますね」

「休きゆう暇か？　俺は何も聞いていない」

　休暇を取りたいのであれば、もちろん自由に取ってくれて構わない。というより、当然の権利なのだから、誰も反対などしない。

　問題は、何故なぜ俺がそれを聞いていないのか、だ。

　昨日会った時は、そんなことは一言も言ってなかった。そういう話は、いつだって一番に教えてくれていたのに…………。

　正直、頭を鈍どん器きで殴なぐられたような気がするくらい、ショックだった。

「女性同士で、内ない緒しよにしたいことだってあるでしょう。報告によれば、二人は街まで出かけるそうです。冬服でも揃そろえに行くんでしょうかね？」

　この有能な男が各所に子飼いの部下を潜もぐり込ませているのは知っているし、それに何度も助けられてきた。

　それでも、俺も知らないフィリスの情報を俺より先に耳に入れているのだと思えば、いい気はしない。

　楽しそうに話すコンラートに、八つ当たりもあって俺はつい声を荒あららげた。

「二人だけでか？　馬鹿な事を言うな！　何かあったら……」

　夏げ至し祭以来、フィリスはいろんな意味で注目されている。街に出れば、何かあってもすぐには助けに行けない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　苛立つ俺を気にする様子もなく、コンラートは意味深な笑えみを浮かべた。

「二人には、最強の護衛を用意しますから」

　何か企たくらんでいそうなコンラートに、俺は眉まゆをひそめた。
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　木の葉がわずかに色付きはじめたその日、私はある相談をしにマーサの部屋を訪ねた。

「フィリスの方から来てくれるの、久しぶりね。何かあった？」

「何かあったわけじゃないんだけど、マーサに相談したいことがあって」

「相談？」

「うん。……オリヴィアのことも一応私なりにけじめは付けられたと思うし、みんなの誤解もとけて、仕事もやっと慣れてきたから。……だから、そろそろ真しん剣けんにジルのこと、考えたいの」

　そう言うと、マーサは真剣な表情で頷うなずきを返してくれた。

「あのね、マーサ、前に言ってたでしょう？　好きになったら、誰でも不安になるって。私は特に自分に自信がないから、よけいそう考えるんじゃないかって」

　答えを出そうと決めてから、何度も何度も考えた。

　もし断れば、今の関係は壊こわれてしまう。もし受けたとしても、ジルが自分の勘かん違ちがいに気がつけば、やっぱり同じように二人の関係は壊れてしまうだろう。

　どちらを取っても、もうジルのそばにはいられなくなる。

　今のままなら、たとえジルが間違いに気付いたとしても、この距きよ離りを保ったままそばにいることができる。

　やっぱり気のせいだったって謝られても、私もそんなつもりはなかったからって言えばいい。

　少しは疎そ遠えんになってしまうかも知れないけど、もう顔も見られないような関係にはならないと思う。

　でも、このままただ時間が過ぎるのを待つだけでは、真剣に告白してくれたジルに対してあまりにも不誠実だ。結局私に出せる答えは受けるか断るかの二つに一つで、このままで、という選せん択たく肢しはない。

「私、やっぱりジルが私のことをずっと好きでいてくれるなんて、とても思えない。でも、もし自分に自信が持てたら、ジルが好きでいてくれるような人になれたら、私も……わ、私も、えっと…………」

　私も好きですって、返事ができるような気がして……。

　恥はずかしくて最後まで言葉を続けられなかった私に、マーサはクスリと笑った。

「つまりフィリスは、どうしたら自信が持てるのかっていう相談をしたいのね？」

「うん…………」

「ちなみにフィリスは、自分がどうなったらいいと思う？」

「……美人で、優やさしくて、教養があって、仕事もできて、社交的な人。私、マーサみたいな人になりたい」

　マーサは私が理想とする全すべてを兼かね備えた人だと思う。

　美人っていうのは生まれつきのものだから、努力ではどうにもならないかも知れないけど、他ほかの所は頑張れば何とかなるような気がする。

「もうっ、お世辞言っても何も出ないわよ？　それに、私を目標にしたって駄目。だって、ジルが好きになったのはあなたで、私じゃないもの」

　真剣に言ったのに恥ずかしがらせてしまった。

　マーサは早口でそう言うと、誤ご魔ま化かすようにお茶を口に運んだ。

「でも、努力するのは良いことだと思う。私も協力するわね！　それでもいきなりあれもこれもは無理よ。何か一つに目標を絞しぼった方がいいわね」

「それなら私、もっと社交的になりたい。どうしたらいいかな？」

　教養を身につけるのは今日やって明日できるわけじゃないし、仕事も一人前になるにはまだまだかかる。

　仲良くなった料理人は、一人前になるには十年はかかるって言ってた。

　いくらなんでもそんなにジルを待たせられない。

　でも性格なら、自分の心がけ次し第だいで変えられるんじゃないだろうか？

　もっと話し上手になって、明るくなれたら、少しは自信がつく気がする。

「そうね、例えば知り合いを見かけたら積極的に声をかけてみるとか、あんまり親しくない人とも笑顔で話すように努力するとか、あとは基本的なことだけど、挨あい拶さつをしっかりすることね。まずはそんなことから始めてみたらどうかな？」

「……わかった、やってみる！　ありがとう、マーサ！」




　それからマーサに助言をもらって、私なりに努力する日々が続いた。

　すれ違ちがうだけの人にもできるだけ挨拶したし、あまり話したことのない人とも笑顔で話すよう心がけた。

　そのおかげか、名前は知らないけど顔見知りといった知り合いがたくさんできた。

「フィリス、最近調子はどう？」

「うん……」

　夕食の後私の部屋に遊びに来てくれたマーサは、歯切れの悪い返事に首を傾かしげた。

「……フィリス、なんだか疲つかれてるみたい。頑がん張ばるのはいいけど、無理してない？」

「無理はしてないつもりなんだけど…………気のせいかも知れないけど、最近、ジルがよく溜ため息いきをついてるような気がして……」

「溜息？」

「……もしかして、もう私と一いつ緒しよにいるの、嫌いやになっちゃったのかな？」

　私の言葉に、マーサは目を丸くして頭かぶりを振ふった。

「まさか！　ジルに限って、それはないと思うけど」

「なかなか返事をしないから、それも嫌になっちゃったのかも……」

　自分で言っておいて、目に涙なみだが浮うかんでしまう。

　好きだと伝えるためにどんなに努力してみても、ジルの溜息一つでわずかな自信も吹ふき飛んでしまうようだった。

「本当に、そんなことはないと思うわよ？　それにもし万が一そうなら、ジルがフィリスに何も言わないとは思えないわ」

「でも、ジルは優しいから……」

　なかなか言い出せなくて、困っているのかも知れないし……。

　少しの沈ちん黙もくの後、マーサが遠えん慮りよがちに口を開いた。

「…………ねえフィリス、もし良かったら今度二人で街に遊びに行かない？　たまには気分転てん換かんもしないと。ほら、前にフィリスがお世話になった人……えっと、ハンナさん、だったっけ？　会いに行ってみない？」

「ハンナさん？」

　そういえば、エリーやロンは元気にしているだろうか？

　あれ以来会っていない私のことを、まだ覚えてくれているだろうか。

　あの子達のことを思うと、急に懐なつかしい気持ちがこみ上げてきた。

「フィリスさえよければ、ハンナさんにジルのこと相談してみたらどうかしら。既き婚こん者しやの意見は、参考になると思うわよ？」

「うん……行ってみる！」

　みんなに久しぶりに会えると思うと、自然と笑みが浮かんだ。

「決まりね！　問題は、どう誤魔化して行くかね。ジルとは毎日会ってるんでしょう？」

「誤魔化すの？」

「もちろん。だって、黙だまって行かないと一緒について来ちゃうでしょう？　ジルとのことを相談するのに、本人が一緒じゃちょっと……」

　確かに、それは困る。さすがに本人がいる場所では話しにくい。

「とにかくバレない様に行きたいわね。あんまり噓うそはつきたくないし、フィリスもジルには噓つきたくないでしょう？」

「うん…………」

　ジルに隠かくし事をするのは気が引けるけど、マーサの言うとおり今回ばかりは正直に話すわけにはいかない。

　どうするのか結局いい案も浮かばないまま、時間だけが過ぎていった。

「ねえフィリス、この件、しばらく私が預かってもいいかしら？　長くは待たせないようにするから、ね？」

　夜もふけてきた頃ころ、マーサはそう言って自室へと戻もどって行った。




　数日後、マーサは私の休きゆう暇かを申しん請せいしてくれた。

　休暇を取る予定の日は、ちょうどジルが仕事で城を空けるということだった。

　そんな情報を誰だれに聞いたのかたずねると、マーサは笑って教えてくれなかった。

　私が休みを取ることは、料理長だけに伝えておいた。

　ポールはジルと仲がいいみたいだから、話さない方がいいだろう。

　あの二人は言葉以外の何かで通じ合ってるように見えて、ちょっと羨うらやましい。

　きっとああいうのを男同士の友情というのだろう。

　休暇までの数日、私とジルはぎこちない会話しかできなかった。

　今までジルにはどんなことでも話していたから、隠し事をするのはなんだか後ろめたい。

　それに、隠さないといけないと思えば思うほど、普ふ通つうの会話まで思うように出てこなくなってしまった。

　ジルはそんな私を探さぐるように見ていたけど、問い詰つめるようなことはしなかった。

「フィリス、明日は仕事で夜まで留守にするんだ。俺の代わりに、ポールに送ってもらうよう頼たのんでるから」

　ジルがそう言ったのは、休暇前日のことだった。

「私、一人で帰れるから大だい丈じよう夫ぶだよ？」

「俺が気になるんだ。明後日あさつてには、またいつも通り迎むかえに行けるから」

　真しん剣けんな表情に、無意識に頷うなずいていた。

「ジル、お仕事頑張ってね」

　そう言うと、ジルは柔やわらかな笑えみを見せてくれた。
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　カタン、カタンと単調な音が、いくつも部屋の中に響ひびき渡わたる。

　この部屋の中には、十数台の織り機が等とう間かん隔かくに規則正しく並んでいた。

　それぞれの機械の前に一人ずつ作業者が座り、一心に織物を織っている。

　その中の一人に私がいることが、今でも信じられない。

　一体、何故なぜこんなことになってしまったのか……。

「オリヴィア、あんたまた手が止まってる！　そんな調子でやってたら、いつまでたっても仕上がらないよ？」

　隣となりで同じ機械を操作する中年の女性に、苛いら立だちを押し込めて頭を下げた。

「すいません、おばさん」

「謝らなくていいから、手を動かしてちょうだい」

　溜息をつきながら、女性は自分の仕事に戻った。

　ただひたすら糸を通していく単調な仕事に、いい加減頭がおかしくなりそうだった。

　カタンカタンという織機の音も、もう夢にまで出てきそうなほど耳に染しみこんでいる。




　こんなはずじゃなかった。

　陛下と会える最後の機会に自分の姿を刻み付けて、領主のもとでもう一度声がかかるのを待つつもりだった。

　それが無理でも、どこかそれなりの地位を持つ者に嫁とつげるはずだったのに。

　…………やっぱり、あの子は疫やく病びよう神がみだ。

　あの時のことを思い出すと、腸はらわたが煮にえ返るような怒いかりが沸わき上がる。

　謁えつ見けんの間に入ってきたときから、おかしいと思っていたのだ。私に怯おびえていたあの子が、まっすぐに私達を見み据すえていた。

　きっと、あの時にはもうあの子は分かっていたのだろう。

　私達が責められ、罪を着せられて惨みじめに城から去って行くのだということを…………。

　あれからすぐに私と母は馬車に乗せられ、数日かけてこの町へと連れて来られた。

　小さな借家を与あたえられ、母は清掃の仕事を、私はこの織物工場の仕事を紹しよう介かいされた。

　父とは謁見の間を出た後すぐに別れたから、どこへ行ったのかは分からない。

　ただ、服ふく役えきしていつ出てこられるかは分からないということだった。

　先祖の罪も父のしたことも私には関係ないし、陛下に対して噓をついたといっても、そんな大おお事ごとになるような噓をついたわけではない。

　だとすれば、絶対にあの子が陛下に泣きついたのだ。泣きついて、私達を断罪するように仕組んだ。

　今度ばかりは、先手を打たれたというわけだ。

　馬ば鹿か正直なだけが取り得の小こ娘むすめだと思っていたのに。




「今日の分だよ。ご苦労様だったね」

　夕刻の鐘かねが鳴ると、作業者達はいっせいに手を止めてその日の給料をもらい、家へと帰っていく。

　働いた時間分もらえるようになっていて、朝から夕方までいれば人一人が一日生活するのに困らない程度のお金はもらえる。

　決して大金ではないけれど、この町の女達は家計の足しにと昼間の空いた時間にここで仕事をしているようだった。

「ありがとうございます」

　硬こう貨かの入った袋ふくろを受け取り笑みを浮うかべて頭を下げると、この工場の主人は顔を赤くしてへらりと笑った。

「明日もよろしく頼むよ」

「はい、こちらこそよろしくお願いします」

　ニコリと笑って建物を出ると、視界の端はしに眉まゆをひそめて私の方を見ている女性達のグループが映りこんだ。

　どうせ、また色目を使ってるとかそんなくだらない話をしてるのだろう。

　でも、そんな陰かげ口ぐちは全く気にならない。そんなのは、色目も使えない程度の魅み力りよくしかない女達の、ひがみでしかない。

　悔くやしかったら、自分達も女の武器を使ってみせればいい。




「オリヴィア、お疲つかれ様！」

　わざとらしい上うわ擦ずった声と同時に、ポンと肩かたを叩たたかれる。

　気安く触さわらないでと怒ど鳴なりたい気持ちをこらえて振ふり返ると、そこには予想通り、そばかすだらけの顔の男が頰ほおを赤くして立っていた。

「こんにちは、イアン」

　挨あい拶さつをかわして歩き出すと、イアンは当然のように私と並んで歩き出した。

「俺も仕事終わったところなんだ。よかったら、途と中ちゆうまで一いつ緒しよに帰らないか？」

「ええ、もちろんよ」

　イアンは、この近くの雑貨店で働いている。

　初めて会ったのは、この町に来てすぐに石せつ鹼けんやタオルなど、生活必ひつ需じゆ品を揃そろえに店に顔を出したときだった。

　それからしばらくして私が近くの織物工場で働いていることを知ると、仕事が終わる時間に合わせて外で待っているようになった。

「どう？　もうこの町には慣れた？　何か、困ってることとかない？」

　下心が見え見えだ。でも、邪じや険けんにはしない。

　使える駒こまは、たとえどんなに役に立ちそうになくても揃えておく方がいい。

「ありがとう。大丈夫よ、みなさん優やさしくして下さるし、不自由はないわ」

「そっか、それなら良かった」

　この調子で、いつも家の近くまで送られることになる。

　内心で溜ため息いきをついたとき、懐なつかしい声が私を呼んだ。




「オリヴィア様っ！」

　驚おどろいて目を向けると、旅装に身を包んだエマがこっちに向かって走ってくるところだった。

「エマっ？　あなた、どうしてここに？」

　エマは私の前まで走ってくると、胸を押さえて息を整えた。

「どうしても、もう一度お会いしたくて、私……」

「待って、向こうで話しましょう？　イアン、ごめんなさい。友人が私に会いに来てくれたみたいなの。今日はここで失礼するわね」

　ポカンとしたイアンを置いて、まだ荒あらい呼吸を繰くり返しているエマの背中を押し、いつもの道とは別の道へと向かった。

　止まって話していたら、誰だれに立ち聞きされるか分かったものではない。

　私とエマは街路に並ぶ店を物色するようにしながら、会話を交かわした。

「それで、どうしてここに？」

　私達がどこに送られたのかは、恐おそらくごく一部の者しか知らないはず。

　関係者にも緘かん口こう令れいが出ているはずだ。

「その前に、お聞きしたいことがあります。私、どうしてもオリヴィア様が噓うそをついていたなんて信じられなくて…………オリヴィア様、どうか本当の事を教えてください。オリヴィア様は、本当に私達を騙だましていたのですか？」

　真しん摯しな目の中に、どうか否定して欲しいという強い想おもいが見えた。

　その一心で、こんな帝てい都とから遠く離はなれた町までわざわざやってきたのだろうか。

　私はその質問には答えず、無理に作った笑みを浮かべ、目に涙なみだを溜ためてエマから視線を逸そらせた。

　…………それで、十分だった。

「やっぱり……やっぱりそうなんですね？　まさか陛下がお間ま違ちがいになるなんてこと、絶対ないと思っていたのに………。私、許せません！　どうしてオリヴィア様だけが、こんな辛つらい目にっ！」

　ああ、やっぱりこの子は素す直なおでいい子だ。

「エマ……」

　エマは私をじっと見つめた後、意を決したように私の手を握にぎった。

「私、侍じ女じよの仕事を辞やめてきたんです。あなたを追い出したあの娘むすめと同じ敷しき地ちで働くなんて、我が慢まんできなかった。それから実家に帰っていたんですけど、ある人が私を突とつ然ぜん訪ねてきたんです。その人は私に頼たのみがあると言ってきて……オリヴィア様の行方ゆくえも、その人が教えてくれたんです」

「ある人？」

「はい。実は、この町へもその人が連れてきてくれて。今、宿屋にいます。オリヴィア様、どうか会って頂けませんか？」

　エマの話を、どう考えるべきだろう。

　秘されている私の居場所を知っていて、それをいとも簡単にエマに教え、わざわざここまで連れてきた。

　それはつまり、エマを介かいして私と連れん絡らくを取りたがっている相手ということだ。

　あえてエマを通したのだから、私にとって敵であるとは考えにくい。

　何よりも、もし私に危害を加えるつもりなら、わざわざエマに連絡を取ったりしないだろう。

「……わかったわ。エマを私のところまで連れてきてくれたんだもの。一言お礼くらい言いたいから」

「あ、ありがとうございます！」

　相手の正体が分からないままというのも気持ち悪いし、私はエマの話を受けることにした。




　エマに連れて来られたのは、町の入り口近くにある宿屋だった。

「こちらです」

　エマはそう言ってドアを開けると、私を促うながして中に入った。

　その部屋の中で待っていたのは、鋭するどい眼まな差ざしの一人の騎き士しだった。

「手を貸してもらいたい」

　開口一番、名も名乗らずその男はそう言った。

「失礼ですが、あなたは？」

「協力すると約束してくれたら、名乗ろう」

　ほぼ無表情に近い男の顔からは、何一つ感情を読み取れなかった。

「内容を聞きもせず、約束はできません」

　毅き然ぜんとした態度でそう言うと、男は無表情のまま体をまっすぐに私の方へと向けた。

「……我が主あるじが、城に勤めるとある侍女を所しよ望もうしておられる。その娘はかつて主に大おお恥はじをかかせた者で、どうあっても自分のもとに連れて来いとの仰おおせだ。ところが、城は警備が堅かたくなかなか連れだせない。あなたなら城内で手引きできる者を、味方につけられるだろう」

　ああ、なるほど……そういうことね。

　その話に、忘れたくとも忘れられないあの子の顔が脳のう裏りに浮かび上がった。

　その表情が苦く悶もんに歪ゆがむのを想像して、心の中で快かい哉さいを叫さけんだ。

「オリヴィア様、いろいろ思うところもあるでしょうが、どうかご協力ください。罰ばつは本来受けるべき者のもとへ返すべきです」

　言われなくても、そうする。

　あの子に復ふく讐しゆうできるのなら、何だってする。

「……それで、その侍女が酷ひどい仕打ちを受けるようなことはないのですか？」

　男はピクリと眉を動かし、少しの間黙だまり込んだ。

「…………その者の態度次し第だいだ」

　長い長い沈ちん黙もくの後、私は小さく息を吐はき出した。

「……分かりました」




　今度こそ、私が勝つ。
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　休きゆう暇か当日、私とマーサは予定通りハンナの家へと向かっていた。

　仕事の帰りに私を送ってくれることになっていたらしいポールには、明日ちゃんと謝るつもりだった。

「知り合いに道は聞いてきたから。大体分かるから安心してね！」

　そう言うマーサは、どこからかハンナの家の場所を聞いてきてくれたらしかった。

　多分、あの時私を見つけてくれた兵士の人達の中に知り合いがいるのだろう。




「あともう少しね。何か、手て土産みやげでも買っていきましょうか。突然お邪じや魔まするんだし」

　マーサがそう言い出したのは、街角に貼はり出されている周辺地図を見ている時だった。

　地図には道と、建物が四角く描えがかれていて、建物ごとに番号が記されている。

　公園やお店のある場所には、名前も小さな字で記されていた。

　帝都は大きくて人も建物も多いから、こういうものでみんな行き先を確かく認にんしているのだろう。

「このあたりはお店が多いから、何でも売ってるけど……何がいいかしら？」

　マーサの言葉に周囲を見回すと、大きな道沿いにいくつものお店が軒のきを連ねていた。

「お菓か子し、がいいかな？」

　エリーとロンがいるから、お菓子ならきっと喜んでくれるだろう。大人だって食べられるし、ミリーは……まだ無理だろうけど。

「そうね、いいと思う。行ってみましょう」

　マーサは微笑ほほえむと、店の方へと足を向けた。

　子供向けのお菓子が売られているお店を探して、しばらく周辺を歩き回った。

　途と中ちゆう二人で果か汁じゆうを混ぜた飲み物を買って飲んだり、可愛かわいい服を見つけて足を止めたりした。

　それがあまりに楽しくて、つい本来の目的を忘れそうになる。

　お昼前になってようやく買ったのは、ケーキを売っている店に置いてあったクッキーの詰つめ合わせだった。

「いいものが見つかって良かったわね」

　それに頷うなずいて、ふと隣となりのお店の表に並べられた商品が目についた。

「マーサ、ちょっとだけ待って？」

「どうしたの？」

　小さな雑貨屋の前には、小物入れや装そう飾しよく品などが置かれていた。

　その中の一つを手に取り、空にかざしてみる。

　それは、小さな木き彫ぼりの竜りゆうだった。

　手のひらにおさまるくらいの大きさで、どこかに飾かざるためか上に紐ひもがついている。

「それ、なかなかいいでしょう？　旅行者の中にはお土産に買っていく人も結構多いんですよ」

　店の奥から、店主らしい男が出てきてそう言った。

「もう少し大きな置物とかもありますが、良かったら中にどうぞ？」

　店主の言葉に、私は頭かぶりを振ふった。紐の部分を持って、もう一度空にかざしてみる。

　木彫りの竜は翼つばさを閉じていたけれど、青い空を背景にすると翼を広げて飛ぶジルの姿が目に浮うかぶような気がした。

「……これがいいです」

「ありがとうございます。では袋ふくろにお入れしましょう」

　これで、宝物がまたひとつ増えた。

「フィリス、嬉うれしそうね」

　店を離れた所で、マーサが笑い声を含ふくませてそう言った。

　心の中を見み透すかされているようで、恥はずかしくなって曖あい昧まいに返事をする。

「私も、誰だれかいい人いないかな…………」

「オルグさんは？」

　よく話しているし、年ねん齢れいもマーサとそう大きく離はなれているようには見えない。

　そういう視点で二人が並んでいる姿を想像すると、なかなかお似合いのように思える。

　独り言のような言葉に答えが返ってくるとは思わなかったらしく、マーサは珍めずらしくうろたえた様子で視線を泳がせた。

「べ、別に彼はそんなんじゃないの。確かに仲はいい方だとは思うけど…………」

　焦あせって否定しながらも、頰ほおがわずかに赤く見えるのは私の気のせいだろうか？

　黙ったままの私に、マーサは弁解するように言葉を続ける。

「何度か一いつ緒しよに仕事をすることがあったから、でも、本当にそれだけなのよ？」

　そんなマーサが可愛く見えて、つい顔がほころんでしまう。

「もうっ、年上をからかわないの！」

「ごめんなさい。そんなつもりじゃなかったんだけど……」

　私の言葉に、マーサは誤ご魔ま化かすように前を向いた。

「えっと、この辺りだと思うんだけど、見覚えある？」

　マーサの言葉に辺りを見ると、確かに見たような気のする景色だった。

　ただ、似たような外観の家が多いので絶対とも言い切れない。

　歩調を緩ゆるめた途と端たん、後ろから突とつ然ぜん衝しよう撃げきを受けてよろめいた。




「やっぱり！」

「おねえちゃんだ！　お母さんっ、おねえちゃんだったよ！」

　下の方から聞こえた声に俯うつむくと、エリーとロンが目を輝かがやかせて私を見ていた。

「エリー、ロン！」

　嬉しい再会に、屈かがみ込んで二人を抱だきしめた。

「フィリス！　久しぶりねえ、元気にしてた？　今日はジル君は一緒じゃないの？　そちらの綺き麗れいなお嬢じようさんは確か、前にフィリスと一緒にいた……」

　後ろから、ミリーを抱いたハンナが、早足で追いついてきた。

　さらにその後ろを、両手に抱かかえるほどの荷物を持ったグラッドが歩いてくる。

「こんにちは。私はフィリスの友人で、マーサと申します」

「そうそう、マーサさんね」

「本当に久しぶりだね、フィリス。元気にしてたかい？　うちはまあ、見ての通りだよ」

　グラッドは両手の荷物の間から顔をのぞかせて、人の好よさそうな笑えみを浮かべた。

「お久しぶりです。あの、私、ハンナさん達に会いたくて……」

「まあ！　わざわざ会いに来てくれたのね！　ちょっと近くに買い出しに出かけてたんだけど、すれ違ちがいにならなくて良かったわ。今日はグラッドもお休みなの。相変わらず散らかった家だけど、ぜひ寄っていってちょうだい」

「ありがとうございます」

　私がお礼を言うと、エリーとロンは嬉しそうに私の手を握にぎった。

「あの、私までお邪魔してしまっても大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「もちろんよ。せっかくここまで一緒に来てもらったんだもの。大したおもてなしもできないけど、ゆっくりしていってちょうだい」

　和なごやかに会話を続けるマーサとハンナを横目に、エリーとロンは歩きながら絶え間なく私に話しかけた。

「ねえ、今日はお泊とまりしてくれる？」

「新しいオモチャあるよ！　見せてあげようか？」

「あ、寝ね間ま着きどうする？　またお母さんの借りる？」

「それともお外で遊ぶ？」

　返事をするより先に言われる言葉は、本当に思いつきでしゃべっている様で、聞いていて飽あきることがない。

　ゆっくり遊んであげたいけど、帰る時間のこともあるしそうのんびりはできないだろう。

　それがとても残念だった。




　家に着くと、ハンナは私達にお茶を淹いれてくれた。

　買ってきたお土産はテーブルの上にのせられ、ロンとエリーの手によってすでに半分がなくなっている。

「あれからどうしてるかなって、気になっていたのよ」

「あの時は、本当にお世話になりました。いろいろあって、今はお城の食堂で雇やとってもらっています」

「まあ、そうなの。よかったわね」

　しばらく近きん況きようを報告しあって、お菓子がほとんど子供達のお腹なかの中に消えていった頃ころ、マーサが私の腕うでを軽く突つついた。

　何か言いたげなマーサの表情に、本来の目的を思い出す。

「その、えっと……あの、今日はハンナさんに相談したいことがあって…………」

「私に？　何かしら？」

　どう切り出そうかと迷う私の隣で、マーサがおもむろに立ち上がった。

「ハンナさん、この子達と遊んでいても構いませんか？」

「え？　ええ、それは嬉しいけど……じゃあ、お願いしようかしら。エリー、ロン、マーサさんと遊んでてちょうだい。おねえちゃんはお母さんと少しお話があるから。グラッド、あなたはミリーをお願いね」

「ああ、分かった。じゃあ、また話が終わったら呼んでくれ」

　エリーとロンは私の方を気にしながらも、さっそくマーサの手を摑つかんで引っ張っていった。

「おねえちゃん、お話終わったら遊んでね！」

「絶対だよ！」

　そう言いながらも、返事も待たずに部屋を出て行ってしまった。

「すまないね、久しぶりに君に会って二人とも浮かれてるんだ」

「私も、エリーとロンに会えて嬉しいです」

「そう言ってもらえると、ありがたい。ゆっくり話しててくれてかまわないから」

　グラッドは床ゆかに座り込んでいたミリーを抱き上げて、部屋を後にした。




「それで、相談っていうのは何かしら？　私なんかで役に立てることならいいんだけど」

　二人だけになると、ハンナは私にお茶のおかわりを淹れてくれた。

「あの、えっと…………」

　こんな個人的なことを急に相談するのは、いざ本人を目の前にしてみるとすごく唐とう突とつで不ぶ躾しつけな気がして口ごもってしまう。

　とはいえ、そのためにジルに隠かくし事をしてまでここに来たのだから、今いま更さらやめることもしたくない。

「遠えん慮りよしないで、何でも言ってちょうだい」

　優やさしく微笑ほほえむハンナの表情は慈じ愛あいに満ちていて、包み込まれるような安心感を覚える。

　それに励はげまされて、私は思い切って口を開いた。

「実は、ある人に告白されたんです。その……結けつ婚こんして欲しいって。私もその人が好きで、でも、その人が私を好きなのは何かの間ま違ちがいなんじゃないかって気がして…………」

「まあ！　恋れん愛あい相談？　いいわねぇ、それで？」

　ハンナは嬉しそうに顔を綻ほころばせると、私に先を促うながした。

「自分に自信がついたら、そんな不安、なくなるんじゃないかなって思って、色々頑がん張ばって……でも、なかなかうまくいかなくて…………」

　話しているうちに落ち込んできて、自然と下を向いてしまう。

「…………それは、言い訳よ」

　ハンナの言葉に顔をあげると、ハンナは微笑んだまま言葉を続けた。

「私もグラッドに結婚してくれって言われたとき、悩なやんだのよ。彼は孤こ児じの私に同情してるだけだって。親のいない私なんかが、家庭を持ったって一人前の親になれるはずがない。それに、彼にはきっとすぐ他ほかに相応ふさわしい人が現れるって…………。だけど孤児院の先生に相談したらね、そう言われたの」

　ハンナはテーブルの上に置かれた私の手の上に、自分の手を重ねた。

「そして、こうも言われたわ。あなたはただ、幸せになる勇気がないだけだ、って。こんな自分だから、どうせ駄だ目めだから。そう言って、あなた自身が幸せになることを拒こばんでない？……ねえフィリス、あなたに必要なのは彼の気持ちを信じるための自信じゃない。幸せになることを恐おそれない勇気なの」

　幸せになる、勇気…………。

「自分がその人と結婚して家庭を持つ姿を、想像できない？」

「…………はい」

「じゃあねえ、ちょっとだけ頑張って想像してみて？　その人がいて、自分がいて、二人の間に子供がいて……私達のような生活をしている姿を。そうねえ、お休みの日は家族で買い物に行ったり、公園で遊んだり。夜はみんなで食しよく卓たくをかこむの」

　ハンナの言葉通りに、頭の中で想像してみる。

　幸せなはずのその姿に…………何故なぜか胸が締しめ付けられるように痛んだ。

　ポタリとテーブルの上に落ちた水すい滴てきに驚おどろいて顔に手をやるのと、ガタリと音がしてハンナが立ち上がるのが同時だった。

「フィリス、あなたお母さんやお父さんのこと、どれくらい覚えてる？」

　ハンナの温かい手が、私の背中を何度も往復する。

「きっと寂さびしい時間が、長すぎたのね。…………幸せになることを恐れなくていいの。手を伸のばしてもいい。大丈夫、最初は眩まぶしすぎるかもしれないけど、だんだん慣れてくるから」

　大丈夫、そう呪じゆ文もんのように唱え続けて、ハンナは私の涙なみだが止まるまでずっと背中を撫なでてくれた。

　私が落ち着くと、ハンナは椅い子すに座りなおして、自分の胸にそっと手を当てた。

「大切なことは、いくら頭で考えても駄目。ここで感じるの。相手があなたをどう思っているかじゃなくて、あなたがその人をどう思っているのか、もう一度、自分の気持ちをしっかり見つめなおしてみなさい。そうすれば、きっと答えを出せるわ」

　相手じゃなくて、自分の気持ち…………。

「…………そうしてみます。ハンナさん、本当にありがとうございます」

「どういたしまして」

　そう言って笑ったハンナになんとなく気き恥はずかしい気がして、視線をテーブルの上に落とした。




　その時、パタパタと軽い足音が聞こえて、少しだけ開けられた扉とびらからロンがひょっこり顔を出した。

「ねえ、おはなしまだぁ？」

「もう終わるから、もうちょっと待ってなさい」

「はあい」

　ハンナの言葉に間延びした返事をして、ロンは私にニッコリ笑いかけると扉を閉めた。

「それにしても、ジル君もせっかちねえ。あなたまだ結婚できる年じゃないでしょう？　前に会った時は大人っぽくて落ち着いた人だと思ったけど」

　おかしそうに言われて、危あやうく飲んでいたお茶を噴ふき出すところだった。

「ど、どうして……？」

　ジルの名前は伏ふせていたはずなのに、どうして分かったんだろう？

「そんなの見ていれば分かるわよ。あなたを迎むかえに来たときも、あんなに必死だったし。彼は今いくつなの？　二十歳はたちはすぎてるように見えるけど……まあ十歳くらいの年の差なら全然問題ないわよね」

　本当は十歳どころか二百歳以上も離はなれてるけど……。

「結婚することになったら、式にはぜひ呼んでね！」

　私の気を紛まぎらわせるためにか、必要以上に明るく話すハンナに私も自然に笑みが浮うかんだ。

　ハンナと居間に入ると、床一面にオモチャが広げられていた。

　マーサと子供達は仲良く遊んでいて、グラッドはミリーを抱だいて部屋をウロウロしていた。

　泣きはらした顔にグラッドは何か言いたそうだったけど、ハンナにわき腹を小こ突づかれて口をつぐんだ。

　マーサも一いつ瞬しゆん驚おどろいたようだったけど、何も聞かずにいてくれた。

　エリーとロンには、頭をナデナデしてもらった。

　こんな小さな子供達にまで気を遣つかわせるなんて、まるで自分の方が子供のような気がして恥はずかしかった。

　それから少しだけみんなで遊んで、私とマーサはハンナの家を後にした。




「気をつけて帰りなさい」

「また、いつでも遊びにきてちょうだいね」

　家の前まで送り出してくれたハンナ達にお礼を言って、まだ遊びたいと駄だ々だをこねるエリーとロンをなんとか説得して帰路についた。

「いい人達ね。どう？　悩みは解決しそう？」

　しばらく歩いてハンナ達の姿が見えなくなった頃ころ、それまで黙だまっていたマーサが遠慮がちにそう聞いた。

「……うん。もう少し、ちゃんと考えてみる。ありがとうマーサ、付き合ってくれて」

「どういたしまして。私も、楽しかったしね」

　そう言って、マーサは何かを思い出したのかおかしそうに笑った。

「でも、良かった……フィリスが元気になって。ねえ、前にフィリスが話してたの、覚えてる？　ハンナさんのこと、もしお母さんが生きていたら、あんな風だったのかなって」

　そう言えば、宿に泊とまってマーサと話していた時、そんなことを言った気もする。

「私も人に偉えらそうに言えるほど恋愛経験ないし、『お母さん』ならいいアドバイスがもらえるんじゃないかと思って。ね、来て良かったね？」

　…………そこまで考えてくれていたなんて思わなかった。

「うん。マーサ、本当にありがとう」

　マーサの気持ちが嬉うれしくて、また泣きそうになってしまった。

「さあ、ちょっと急ぎましょう。暗くなる前には城に戻もどりたいから」

　太陽はまだ沈しずんでいないものの、空はうっすらとオレンジ色に染まりかけていた。

　ここまで来るのにかかった時間を考えれば、あまりのんびりしていたら完全に日が暮れてしまうだろう。

　心持ち足を速めたマーサに合わせて、私も足を速めた。

　…………それからどれくらい経たっただろうか。たわいのない会話を交かわしながら歩いていると、ふいにマーサが無言になった。

　表情が次し第だいに険しくなり、歩く速度をさらに速める。

「マーサ、どうしたの？」

「…………誰だれかにつけられてる気がするの。気のせいならいいんだけど……。振ふり返らないで！　確かめるから、静かに私についてきて」

　うっかり後ろを見ようとした私は、マーサの制止に慌あわてて視線を前に戻した。

　真しん剣けんな表情のマーサに口を挟はさむこともできず、私は言われたとおりに黙ったままマーサの後についていった。

　私も背後の足音に耳をすましてみたけど、雑多な人ごみの中で、怪あやしいと思われる足音を特定するのは難しかった。

　早足のまま歩いていたかと思うと、ふらりと近くにあったお店をのぞいて、何も買わずにすぐに外に出て歩き出す。

　多分、本当に後をつけられてるのかどうか、確かく認にんしているのだろう。

「考えすぎならいいんだけど……フィリス、ここからお城まで走れる？」

　城の外では安全を保障できない…………ふとそう言ったジルの言葉を思い出して、血の気が引いた。

　どうして、こんな大事なことを今まで忘れていたのだろう。もしかして、私はマーサを危険に巻き込んでしまったのだろうか……。

「行くわよ？　いい？」

　とにかく、今はそんなことを考えている暇ひまはない。マーサの言う通り、考えすぎでもいい。

　二人で、無事に城まで戻らないと……。

　マーサの言葉に力強く頷うなずいて、私は大きく息を吸った。
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　突とつ然ぜん走り出した私達の後ろから、何人かが同じように走り出す気配がした。

　人波を押しのけて来ているのか、小さな悲鳴や怒ど声せいが聞こえてくる。

　もう隠かくそうともしないその様子に危険を感じて、私達は後ろを振り返ることもなく走り続けた。

「このままじゃすぐに追いつかれるわ！　こっちへ！」

　思うように走れない大通りでは、すぐに追いつかれてしまう。マーサは私の手を摑つかんで、脇わき道みちに入った。

　人通りの少ない路地に入ると、追いかけてくる足音がはっきりと聞こえた。

　どうしても気になって一いつ瞬しゆんだけ振り返ると、数人の男達が走ってくるのが見えた。

　彼らははっきりと私達を見み据すえていて、獲え物ものを狙ねらう獣けもののような鋭するどい視線に寒気がする。

「マーサ、どこかに隠れる？」

　少しずつ縮まる距きよ離りに、私はあたりを見回しながらマーサに提案した。

　城まではまだ遠い。とても逃にげ込めるとは思えなかった。

「せめて、警けい吏りのっ、詰つめ所まで行けたら…………」

　答えるマーサの表情は苦しそうで、このペースではもう長く走れそうにない。

　焦あせる私達にさらに追い討うちをかけるように、前方の路地からも複数の男達が私達の方に歩いてきた。

　私と目が合った男が仲間と頷きあい、含ふくみ笑いをしながら近づいてくる。

　思わず立ち止まった私とマーサの頭の中は、その時多分真っ白だった。




「こっちだ！　早くっ！」

　突然聞こえた声に、私達の硬こう直ちよくが解けた。

「早くしろっ！」

　どうして、と考える余よ裕ゆうもなく、私とマーサは声の主の方に向かって走り出した。

　細い路地に入ると、私服姿のオルグとポールが私達を待っていた。

　私達が二人の前にたどり着くと、話す間もなく脇わきにある大きな建物の中に押し込められる。

「オルグ、どうして？」

　息を整えながら、マーサはオルグに問いかけた。

　私も同じことを問うようにポールを見ると、ポールは困ったように肩かたを竦すくめた。

「事情は後で話す。あいつらは組織的に動いてるんだ。人数も多いし、俺達二人じゃとても太刀たち打うちできない。安全な所まで誘ゆう導どうするから、ついてきてくれ」

　何故なぜ城にいるはずの二人がこんな所にいるのか……すごく気になったけど、状じよう況きようが状況なだけに今はそれ以上追及することもできず、私達は言われるままに二人の後をついていった。

　入り組んだこの建物は、貸し倉庫のようだった。

　廊ろう下かに面するいくつもの部屋にはそれぞれ鍵かぎがかかるようになっていて、扉とびらに店名らしき名前が書いてある。

「反対の出口から出る。どうせすぐ見つかるだろうから、外に出たらまた走ることになる。今のうちに息を整えておけよ」

「待って下さい！」

　突然呼び止めた私に、他ほかの三人が驚おどろいたようにこちらを見た。

「二手に分かれた方がいいと思います。マーサはオルグさんと行って？」

　彼らの狙いは、きっと私だ。

　何が目的なのかは知らないけど、彼らの目は確実に私しか見ていなかった。

　もしかしたら、勘かん違ちがいなのかも知れない。

　私とは、何の関係もない事情があるのかも知れない。

　でも、もし狙っているのが私一人なら…………。

「フィリス、あなた何を馬ば鹿かなことをっ！」

　マーサは優やさしいから…………だから、ごめんなさい。

「マーサの足じゃ、追いつかれる。私だけなら逃げ切れると思うから、マーサは別の道を行って先にお城に戻って」

　私にとって、とても大切な人だから。だから、どうしても守りたい。

　もし私のせいでマーサに何かあったら、私は私を許せない。

「一いつ緒しよに逃げたら、私もマーサと捕つかまっちゃう。マーサは……あ、足手まといになるから、だから、ここで分かれよう？」

　何かあってからじゃ遅おそい。取り返しのつかないことは、現実に起こってしまう。

　泣きそうなマーサの表情に、私も泣きたくなる。

　自分が放った言葉の刃やいばに、自分も切られているようだった。

「……そうだな、二手に分かれよう。ポール、お前はフィリスと行け。行き先は分かってるな？」

「あ、ああ…………分かった」

「オルグさん、私達が先に出て行って、あの人達を連れて行きます。みんないなくなったら、マーサと行って下さい」

　オルグは頷くと、気き遣づかうようにマーサの背を押して、先を促うながした。

　マーサは私から視線を逸そらすと、オルグに押されて歩き出した。

「……本当に、馬鹿な子ね」

　数歩も行かずに、マーサはそう呟つぶやいて足を止めた。

「でも、あなたが私を好きでいてくれてるのと同じくらい、私もあなたのことが大好きなのよ？　ちゃんと無事に帰ってこなかったら、絶対に許さないから」

　その言葉に、胸の奥が熱くなって一気に涙なみだが溢あふれた。

「ポール君、フィリスをお願いね？」

　マーサは戻もどってくると一瞬だけ私を抱だきしめ、オルグの腕うでを摑んで早足に去っていった。

「…………行けるか？」

　ポールの言葉に頷いて、涙を袖そでで乱暴に拭ぬぐった。

　入ってきたときとは別の扉から外に出ると、路地で見張っていたらしい男が二人、追いかけてきた。

　一人の男が、走りながら指笛を吹ふいた。

　独特の調子で吹かれたそれは、おそらく仲間を呼ぶためのものなのだろう。

「どこまで行くの？」

「ここから一番近い、軍の訓練所だ。兵士がウジャウジャいるような場所なら、流石さすがに連中も入って来られないだろう」

「あの人達は、何者なの？　どうして追いかけてくるの？」

　走りながらたずねると、ポールはチラリと私を見て、考えるようにしばらく黙だまり込んだ。

「……まあ、心配するな、絶対大だい丈じよう夫ぶだから」

　それは答えにはなっていなかったけど、その場しのぎのために言っているようには聞こえなかった。

「ねえ、場所を教えてくれたら一人でも逃げられるよ？」

　彼らの目的が私なら、ポールまで一緒になって逃げる必要は無い。

　マーサが心配するだろうと思ってさっきは言わなかったけど、私はポールにも無事でいて欲しい。

　ポールは半歩ほど後ろを走る私を振ふり返ると、怖こわい顔をして怒ど鳴なった。

「バカっ！　そんな恐おそろしい真似まねできるかっ！………じゃなくて、そんな薄はく情じような真似できるかっ！　そんなこと考える余裕あるなら、ペース上げるぞ！」

　スピードを上げたポールに、私もそれ以上話す余裕を無くしてしまった。

「フィリス、あの大きな塔とうが建ってる所、あそこが訓練所だ！」

　ポールが指差した先に、夕焼けに照らされてオレンジ色に染まる古びた塔が見えた。

「ここからは一直線だ。オレが時間を稼かせぐから、その間に逃げろ。いいな？」

「まだ走れるっ、一緒に行こう？」

　ポールは後ろを確かく認にんして、頭かぶりを振った。

「距離を詰められてる。いいから行けっ、オレなら大丈夫だ」

　あの建物から出て、まだそれほど時間は経たっていなかった。

　それでもずっと全速力で走り続けることはできず、自分でも足が遅くなってきているのが分かる。

　ポール一人なら、簡単に逃げられるはずなのに…………。

「オレの役目は、お前をあそこまで無事に連れて行くことなんだよ。これは、仕事でやってるんだ。だから何も気にするな」

「……仕事？」

　意味が分からず言葉を繰くり返す私に、ポールはふっと笑った。

「要するに、お前が行かないとオレが困るってことだ！」

　そう言うと、ポールは今来た道を逆走しだした。

「ポールっ！」

　思わず立ち止まってポールを目で追いかける。

　それから私の視界に映った光景に、私は追いかけられていることも忘れて、立ち尽つくしてしまった。

　襲おそい掛かかる男の手に、体に、ポールの手が触ふれた途と端たん、男の体が何かに弾はじかれたように飛んでいく。

　特に大きな動きをしていないのに、まるで魔ま術じゆつみたいに……。

「何してるっ！　行けっ！」

　ポールの怒ど声せいに我に返った私は、一いつ瞬しゆん迷った後、塔の方に向かって走り出した。

　私がここに留とどまる方が、足手まといになってしまう。それなら急いで訓練所まで行って、助けを呼んできた方がいい。

　追いかけてくる足音が途と絶だえた中を、ただ必死に走った。

　通り過ぎる風景は穏おだやかで、道を歩く人々は息を切らして走る私を不思議そうな目で見送っていた。

　疲ひ労ろうでぼんやりとしてくる頭で、私は塔の下にたどり着く事だけを考えた。
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　たどり着いたのは、広い空き地のような場所だった。

　敷しき地ちを取り囲むように張り巡めぐらされた木の柵さくは低く、外部からの侵入を防ぐというよりは、単なる境界線でしかないようだった。

　荒あらい息を繰り返しながら、私は周囲を見回した。

「…………誰だれも、いない、の？」

　シンと静まり返った広場には、人の気配が一いつ切さい感じられなかった。

　敷地の端はしには平屋が並び、かすかに馬のいななきが聞こえてくる。

「ここ、だよね？」

　奥の方には、ずっと目印にしてきた古びた塔が建っている。……やっぱり、間ま違ちがいない。

　後ろを振り返って目を凝こらしても、ポールの姿は見えなかった。

　まだ、追っ手と戦っているのだろうか？　それとも、何とかして逃にげられただろうか？

　無事ならそれでいい。でも、もしそうじゃなかったら……。

　焦しよう燥そう感かんに駆かられた私は、塔へと駆け出した。

　とにかく、助けを呼ばなくては……。

　もしかしたら誰か一人くらい、兵士がいるかも知れない。いなければ、完全に暗くなるまで待ってから、ポールを捜さがしに行こう。

　暗くなれば私の目の色も見えにくいだろうし、そうなれば彼らも私を見つけにくくなるはずだ。

「ジル…………」

　押しつぶされそうな不安に、胸むな元もとのお守りを握にぎり締しめる。

　どうか、みんな無事な姿でまた会えますように。あの時は大変だったと、笑えますように。

　そう、強く祈いのった。




「…………っ!?」

　平屋の近くまで来た時、突とつ然ぜん平屋の扉とびらが開いて馬がなだれ出て来た。

　七頭くらいはいるだろうか。

　馬にはそれぞれ目ま深ぶかにフードを被かぶった男達が騎き乗じようし、私を取り囲むと剣けんを抜ぬいた。

「随ずい分ぶんと手間をかけさせてくれたな。ネズミは逃げ足が速くて困る」

　聞き覚えのある声に、ビクリと体が震ふるえた。

「……どう、して？」

　私の目をしっかりと見み据すえたその男は、剣先を私に向けたままゆっくりとフードを下ろした。

　その顔には、確かに見覚えがあった。

　エルフリード王子についていた、アルフと呼ばれていた騎き士しだ。

「大人しく一いつ緒しよに来てもらおう。抵てい抗こうしなければ傷つけはしない」

「私を、どうするつもりなんですか？」

　何故なぜ、彼がこんな所にいるのだろう？　私を追いかけていたのは、彼の仲間なのだろうか？

　今いま更さらどうして？

　それに、どうやって先回りしたのだろう？　私がここに逃げ込むことを、まるで最初から分かっていたみたいに……。

「どいてちょうだい」

　その場に不似合いな鈴すずを鳴らしたような可か憐れんな声に、私は自分の耳を疑った。

　少女の言葉に、私を取り囲んでいた一人が後ろに下がり、少女を招き入れる。

「また会ってしまったわね、フィリス。元気そうでなによりね」

　現れたその姿に、私は血の気が引くのを感じた。

「あなたは私の顔なんて、もう見たくなかったでしょうけど……。でも安心して？　これで、本当に最後になるから」

「オリヴィア…………」

　私のかすれた声に、オリヴィアは満足そうに微笑ほほえんだ。

「自分のしたことは、ちゃんと自分で責任を取らなきゃだめ。マレイラに行って、きちんと謝ってきなさい」

　責任？　マレイラに行って？　一体、何のことを言ってるの？

「頭の悪い子ね。あんたが自分の罪を償つぐなえるように、オリヴィア様が力を尽くして下さったのよ！　あんたの本ほん性しようをちゃんと見み抜ぬいてる人達に、協力してもらったの」

　オリヴィアの後ろから姿を見せたのは、オリヴィアの侍じ女じよをしていたエマだった。

「……一体、何のこと？」

　夏げ至し祭での一件なら、もう謝ったはずなのに。それとも、謝罪だけでは許してもらえなかったのだろうか。

「あんたみたいな子が、陛下のお近くで働くなんてとんでもないっ！　オリヴィア様をこんなに苦しめて、あんたには良心ってものがないの？」

　苦しめる？　苦しめられたのは私で、オリヴィアじゃない。

「さあ、さっさと連れて行って下さい。オリヴィア様のお目め汚よごしになるわ」

「エマっ、言いすぎよ」

「いいんです。こういう子は、はっきり言わなきゃ伝わらないんです。フィリス、あんたもう一度エストアの土を踏ふめるとは思わない方がいいわよ。今後のことは、その騎士様にしっかりと頼たのんでおきましたからね。その腐くさった性根をしっかり叩たたきなおしてもらいなさい！」

　両手を組んで鼻息を荒くするエマの言葉に、まるで地面にぽっかりと穴が開いたような恐きよう怖ふが押し寄せてきた。

　私はこのまま、連れて行かれるのだろうか？

　マーサやポールの無事も確かめられないまま、もう二度と会えないのだろうか？

　それに…………。




「……………………や…………」

　脳のう裏りに、ジルとの思い出が次々と浮うかんでは消えていった。

　初めて会った時に、川に落ちた私に手を差し伸のべてくれたこと。城から追い出された私を、捜して迎むかえに来てくれたこと。ずっとそばにいて欲しいと、言われた時のこと。

　そして…………。

「いやっ！　私はどこにも行かないっ!!」

　自分でも、驚おどろくくらい大きな声が出た。

　オリヴィアもエマも目をまるくして後ずさった。

「約束したのっ！」

　また、二人で一緒に出かけようって、約束した。

「一緒にって、約束したっ！」

　胸が熱くなって、苦しい。

「帰してっ！」

　ジルにもう会えないなんて、考えたくない。

　私が急にいなくなったら、きっとジルは悲しむ。そう想像しただけで、胸が張り裂さけそうに痛い。

「そばに、いたいっ！」

　どんな形でもいい、怖こわくても構わない。たとえいつか別れなければならない時が来るのだとしても、その最後の瞬しゆん間かんまで、そばにいることを諦あきらめたくない。

　…………………………ああ、分かった。

　これがきっと…………。

「私を、ジルの所へ帰してっ!!」

『愛いとしい』ってことなんだ…………。




「騒さわぐな、騒そう々ぞうしい。おい、誰か口をふさぐものを……っ!?」

　アルフの冷静な言葉を、今まで聞いたことのない生き物の声が遮さえぎった。

　獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうが敵を威い嚇かくするかのような、大きくて低い、鋭するどい鳴き声。

　驚いた馬達がいっせいに嘶いななき、足を踏み鳴らす。

　突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、ドシンと大きな音がした。

「うわぁっ!?」

「た、助けてくれっ!!」

　完全に正気を失った馬達は四方に走り出し、何人かが落馬して体を地面に打ちつけた。

　解かれた囲いの向こう側に見えた大きな黒いその姿に、視界が滲にじみ出す。

「…………ジル」

　どうして、とか、都合のいい夢じゃないか、とか。そんな事を頭の片かた隅すみで思いながら、ただ目の前に彼がいることが嬉うれしくて、切なくて……。

「ジルっ！」

　想おもいに後を押されるように、駆け出した。
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　執しつ務む室の中は、ピリピリとした緊きん張ちよう感かんがただよっていた。

　窓まど際ぎわには厳しい表情で黙だまり込んでいる俺がいて、その傍かたわらに控ひかえるコンラートは机の上に広げられた地図を睨にらみ付けるように見据えている。

　ドアを塞ふさぐような形で立っているガントは、まるでここが戦場であるかのように腰こしに帯びた剣の柄つかから手を離はなさず、少しの音も聞き逃のがすまいと外の気配に気を配っている。

　こんな所に呼びつけられた彼らには、正直言って同情する。

　それも、普ふ段だんならとっくに夢の中にいるはずのこんな夜よ更ふけに…………。

　そうは思うが、一体何を言われるのかと顔を青くしている二人に、優やさしい言葉の一つもかけてやる余よ裕ゆうはなかった。

「本当にやるのか？」

　沈ちん黙もくを破った俺の言葉に、執務机の前で膝ひざを折り、頭を下げたままの二人はビクリと肩かたを揺ゆらした。

「他ほかに、いい案があるのでしたら考え直しますが……」

　コンラートの言葉に、俺は大きく溜ため息いきをついた。張り詰つめていた空気が、わずかに和やわらぐ。

「……わかった。説明を始めてくれ」

　コンラートは俺に向かって一礼すると、呼び出した二人に向かって話し出した。




「ポール、オルグ、顔を上げなさい。二人とも、夏至祭の時の事件を覚えていますね？　某ぼう国こくの色いろ呆ぼけした王子が、こちらの侍女に手を出してこっぴどく振ふられた事件です」

　毒のある言い方に、二人は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「その王子が、どうやら諦めきれずに、侍女の誘ゆう拐かいを企くわだてているようなのです」

　誘拐という不ふ穏おんな言葉に、二人の戸と惑まどった表情は一瞬にして真しん剣けんなものに改められた。

「側近の一人、アルフレッドという男がエストアに残り、こそこそと動きまわっています。本当に、目め障ざわりで仕方がない」

　思わずといった様子で舌打ちするコンラートに、俺もつい頷いてしまった。

　フィリスがマーサと街へ出かけると聞いた後、同じ話をコンラートに聞かされた。

　アルフレッドは、名目上は長期の休きゆう暇かで滞たい在ざいということになっている。

　何かしら理由をつけてさっさと国に帰せばいいのだろうが、それだけでは根本的な解決にはならない。

「明日、その侍女が街に外出することになっています。その情報は城の内通者を通じて、数日前からアルフレッドの耳に入っています」

「城に、マレイラの国の者が入り込んでいるのですか？」

　遠えん慮りよがちに問うオルグに、コンラートは頭かぶりを振った。

「いえ、残念ながら……。今年の花はな嫁よめ候補であったオリヴィア嬢じよう、彼女もこの件に絡からんでいます。彼女の信しん奉ぽう者しやがアルフレッドに協力しているようですね」

　オルグが息を吞のむ音が聞こえた。

「もちろん、こちら側の間者も何名かアルフレッドの側に付けています。明日彼女が街へ出たら、ポールとオルグは護衛に付くように。敵にも味方にも見つからぬよう、細心の注意を払はらうこと、それから奴やつらが動いたら、目的地へ逃にげ込むよう彼女を誘ゆう導どうして下さい」

「それは、囮おとりにするってことですか？」

　ポールが思わずといった様子で、コンラートにかみついた。

「もちろん、彼女の身の安全は第一に考えています。だからこそ、こうしてあなた達に頼んでいるのですよ」

　納なつ得とくがいかない様子のポールの隣となりで、オルグは探さぐるようにじっとコンラートの顔を見た。

　コンラートが促うながすようにオルグを見ると、オルグは意を決したように口を開いた。

「ご無礼を承知で申し上げます。確かに、小手先だけで追い払っても問題の解決にはならないでしょう。内にも外にも禍か根こんを残さぬためには、多少大おお掛がかりなことをするのも仕方がないかもしれません。しかし相手が一国の王子では、事を大きくしては問題にはなりませんか？」

「確かに、政治的な判断でいえば、なんとか穏おん便びんにすませた方がいいでしょうね。例えば、問題の侍じ女じよにはどこか遠くの土地で新しい働き口でも紹しよう介かいして、安全な場所に避ひ難なんしてもらえばいい。城の内通者はただオリヴィア嬢を慕したっているだけだし、放ほうっておいても問題ないでしょう。ただ、彼女に関しては、その措そ置ちを取ることができないんですよ」

　コンラートは黙り込んだままの俺に視線を向けて、満足そうに笑えみを浮かべた。




「彼女が唯ゆい一いつ、竜りゆう族ぞくとの盟約を継けい続ぞくさせることのできる女性だからです」




　はっきりと言い切ったその言葉に、ポールとオルグの突つき刺ささるような視線が俺に向けられた。

　緊きん張ちようさせてしまうだろうとそれまで逸そらしていた顔を二人に向けると、二人は何とも言えない複雑そうな顔をしていた。

「俺も、お前達とは別行動でフィリスを護衛する」

　今度は、面おも白しろいくらい二人同時に目を丸くした。声に出さなくても、言いたいことは分かる。

「この姿で？……と言いたいんだろう？」

　自分の容姿が飛びぬけて目立つのは分かっているし、フードを被かぶったところで別の意味で怪あやしすぎるだろう。

「もちろん、こっちの姿で行くつもりだ」

　ふっと笑って人の姿になると、ポールもオルグも呆けたように口と目を大きく開けたまま固まった。

「…………よろしいのですか？　そんなにあっさり教えてしまって」

「いいんだよ」

　ジルとして、二人とは友人関係なのだ。さっき複雑な表情になったのは、きっとジルがフィリスに想いを寄せてることに気付いていたせいだろう。

　エストアの民たみにとって、盟約の花嫁の出現は喜ばしいことであり、必要不可欠なものだ。

　竜りゆう王おうが望めば、ジルはフィリスを諦あきらめるしかない。

　そんな二人の友情がくすぐったくもあり、嬉しくもあった。

「二人とも口は堅かたいしな。さあ、細かい打ち合わせをしよう」

　それから、驚おどろきすぎて許容量を超こえた二人の頭が正常に働き始めるまで、かなりの時間を要した。

　打ち合わせを終え、ようやく二人が部屋を退室した頃ころには、東の空がうっすらと白みはじめていた。

　最後にガントにがっしりと肩を摑つかまれ、

「万が一にも彼女に何かあれば…………分かるな？」

　そう低い声で脅おどされた二人は、憐あわれにもガクガクと頭を何度も縦に振るしかなかった。




「やはり急すぎたのでは？」

　フラフラと部屋を出て行った二人を見送り、ガントは不安げにコンラートに声をかけた。

「わずかにでも態度に出れば、気取られる可能性がありますからね。まあ、仕方ないでしょう。それでは陛下、あとはお願いしますね」

「ああ……じゃあ、行ってくる」

　これが最善の方法だとはいえ、またフィリスを追い詰めることになるのかと思うと気が重い。

　本当は、囮なんてことはさせたくない。

　たとえどんな事が起こったとしても、フィリスを守りきる自信はある。

　それでも見ず知らずの人間に追いかけられたら怖こわい思いをするだろうし、アルフレッドやオリヴィアに直接会うことがあれば、当然嫌いやな思いもするだろう。

　かといって、このまま連中を放置して、いつまでもフィリスを危険な状じよう況きように置いておくこともできない。

　執務室を出て後ろ手に扉とびらを閉めながら、俺は長い息を吐はいた。

　胸の奥にくすぶる怒いかりを、少しでも小さくするように。

　諦めの悪いマレイラの王子にも、己おのれの非を欠片かけらも認めず、性しよう懲こりもなくフィリスを苦しめようとするオリヴィアにも、もう我が慢まんができそうにない。

　冷静にならなければと思うのに、フィリスを想おもう気持ちが理性を侵しん食しよくしていく。

　彼らを前にして、自分はいったいどういう態度を取るのだろうか……。

「…………今考えることじゃないな」

　今は、フィリスの身の安全だけを考えよう。今日という日が、無事終わることだけを……。







　視界の端はしに映るフィリスは、マーサと楽しそうに話しながら軽い足取りで歩いていた。

　人と違ちがって、竜の目はかなり遠くまで見通すことができる。

　フィリスとの距きよ離りは相当離はなれているが、目に意識を集中すればその表情まで見て取ることができた。

　ポールやオルグがどこにいるのかは分からないが、俺にも分からないということは、上手うまく隠かくれているのだろう。

　フィリス達はどこか目的の場所があるのか、開き始めた店に足を止めることもなく、歩き続けた。

　それからどれほど経たったのか、マーサが立ち止まって貼はり出された地図を確かく認にんした。

　目的地に着いたのか、今度はのんびりとした歩みで周辺の店を見て回った。

　この辺りは特に商業施し設せつが固まっているというわけでもない。むしろ、城の周辺の方が店はいっぱいあるだろうに。

　首を傾かしげつつ見守っていると、菓か子し店の店頭でようやくそれらしい買い物をした。

　可愛かわいらしい箱に入れられたそれは、遠目にも自分のための物でないことは分かる。

　満足そうな笑みを浮うかべたフィリスは、何かを見つけたのか隣の雑貨店へと足を向けた。

　並べられた商品の一つを手に取り、上にかざすように持ち上げる。

　店主らしき男が出てきて、フィリスに話しかけた。

　フィリスは頭を振ると、確かめるようにもう一度同じ動作を繰くり返した。

　どこか愛いとしそうに、眩まぶしそうに目を細めるフィリスに、手にあるものが気になってさらに意識を集中した。

「フィリス…………」

　思わず小さく呟つぶやいた俺を、通り過ぎる人が不ふ審しんな目で見ていた。

　赤くなった顔を、誰だれにともなく隠すように手で押さえる。

　フィリスが手にしていたのは、小さな木き彫ぼりの竜だった。帝てい都とではたいして珍めずらしくもない、ありふれた土産みやげ物だ。

　それでも、フィリスがそれを通して何を見ていたのか、想像はつく。

　…………フィリスが知っている『竜』は、俺しかいない。

　喜びのあまり速くなる鼓こ動どうを抑おさえつけながら、俺はフィリスを見失わないように一定の距離を保ち続けた。




　やがて見えてきた見覚えのある風景に、納得すると同時に余計疑問が増えてしまった。

　小さな子供二人が、フィリスを見つけて驚いたように母親に飛びつく。

　大声で呼ぶが距離が離れていて声が届かないのか、じれた子供達はフィリスに向かって走り出した。

　慌あわてて子供達の後を追う母親と、訳が分からないながらも両手いっぱいの荷物を抱かかえて急ぎ足になる父親。

　どの顔にも見覚えがあった。

　フィリスは、彼らに会いに来たのだろう。

　それなら、何故なぜ俺に黙だまっている必要があったのか…………。

　彼らと共に家の中に入ったフィリスを見届けて、俺は玄げん関かんが見える位置に身を潜ひそめた。




　フィリス達がハンナの家から出てきたのは、西の空が薄うすく茜あかね色いろに染まり始めた頃だった。

　家の前で別れの挨あい拶さつをするフィリスとマーサの周囲を注意深く観察すると、数人の男がさりげない風を装よそおってフィリス達に目を向けている。

　道みち端ばたで談だん笑しようする者や、人でも待っているようにボーッと立っている者。

　いずれもどこにでもいる住民のようだが、フィリスがハンナの家にいる間、何度も見かけた顔ばかりだ。

　周囲に怪しまれないよう、複数人で交代で見張っているようだった。

　その慎しん重ちようさをみれば、どれだけ計画的な犯行か分かるというものだ。

　行きの道で手を出さなかったのも、万が一外出先で誰かと会う約束をしていた場合を考こう慮りよに入れてのことだろう。

　約束の場所にフィリスが現れなければ、相手は心配して城に連れん絡らくを取りにくるかも知れない。

　帰りであれば、少なくとも明日の朝まで事が発覚する心配はない。

　一晩あれば、十分遠くまで逃にげられる。

　それにアルフレッドは、仲間にこの街の犯罪集団を引き入れている。

　自分の部下ではこの辺りの地理に疎うといし、そもそも少女誘ゆう拐かいなどということに正規の兵を動かせるはずもない。

　そこまで考えられるのに、どうして主あるじを諫いさめて諦めさせるということは思いつかないのか。

　そんなことを考えて、何度目とも分からない溜ため息いきをつく。

　フィリスとマーサはハンナ達に手を振ふると、来た道を戻もどり始めた。

　その動きに合わせて、見張り達も目立たないよう動き出す。

　俺も身を隠していた場所から離れて、距離を保ったまま二人の後を追った。




　動きがあったのは、フィリス達が大通りに出た頃だった。

　それまで遠巻きに後をつけていた男達が、明らかな意図をもって二人との距離を縮め始めた。

　それにマーサが気付いたのには驚いたが、男達にとっても想定外だったらしい。

　二人が走り出した瞬しゆん間かん、男達はもうその存在を隠すこと無く二人を追いはじめた。

　人ごみを縫ぬうように進むフィリス達と、人を押しのけるように走る男達の距離は見る間に近づいていった。

　マーサはフィリスの手を摑むと、大通りに面した脇わき道みちに飛び出した。

　走りながら一瞬だけ振り返ったフィリスの怯おびえた表情に、すぐにでも駆かけ寄りたい気持ちを無理やり抑え込む。

　男達は目で合図しあうと、二手に分かれた。恐おそらく先回りして追い詰つめるつもりなんだろう。

　苛いら立だちに思わず舌打ちをしてしまったその時、視界の端にオルグとポールの姿が見えた。

　その事に少しだけほっとしながら、追いかけていた足を止めた。

　これで、準備は整った。あとはコンラートが描えがいたシナリオ通りに事が進むよう、祈いのるばかりだ。




　建物から出てきたのは、フィリスとポールの二人だけだった。

　予定とは違う動きだったが、何か事情が変わったのだろう。

　仲間の指笛に集まった男達は、フィリスの同行者が突とつ然ぜん代わったことに一瞬迷った後、フィリスの後を追いかけていった。

　しばらくして出てきたマーサは走りながら何度も立ち止まりかけたが、その度たびにオルグにたしなめられていた。




　男達は数人ずつのグループに分かれて、フィリスとポールを囲い込むように追いかけていく。

　本当に追い詰められているのは自分達の方だなどと、きっと露つゆほどにも思っていないのだろう。

　人ひと気けの無い訓練所に足を踏ふみ入れたフィリスは、つかの間立ち止まって呆ぼう然ぜんと周囲を見回した。

　きっと、ここまでくれば助けを呼べると信じていたのだろう。

　必死に走ってきたフィリスの気持ちを思うと、胸が痛んだ。

　何とか気を持ち直したのか、フィリスは意を決したようにまた走り出した。

　不意に流れ込んできた感情の波に、まるで自分がそれを感じているかのように胸が苦しくなる。

　強い不安……石を通して伝わるその気持ちに、思わず胸を押さえた。

　だが、ここで姿を現すわけにはいかない。

　ガントがアルフレッド達を押さえるまで、我が慢まんするしかない。

　俺は誰にも気付かれることのないよう、静かに馬屋の後ろに身を隠した。




　…………コンラートの言う通り、まだこの手を放すのは早いのかも知れない。

　手た綱づなを持っていてやらなくては、人は簡単に暴走する。

　なんと盲もう目もく的てきで、愚おろかなことか。

　アルフレッドにとってはエルフリードだけが大事で、エマはオリヴィアの言うことを自分で確かめようともせず、信じている。

　こんな人間ばかりが集まれば、戦争などいくらでも起こせるだろう。

　フィリスに向かって放たれる言葉に耳を傾かたむけながら、少しでも怒いかりを静めようと、そんなことを取りとめもなく考えていた。

「自分のしたことは、ちゃんと自分で責任を取らなきゃだめ。マレイラに行って、きちんと謝ってきなさい」

　謝って欲しいのはむしろこっちの方だ。エルフリードはフィリスに跪ひざまずいて許しを乞こうべきだ。

　嫌いやがる相手に無理やり気持ちを押し付け、誘拐までしようとしたのだから。

「頭の悪い子ね。あんたが自分の罪を償つぐなえるように、オリヴィア様が力を尽つくして下さったのよ！　あんたの本ほん性しようをちゃんと見み抜ぬいてる人達に、協力してもらったの」

　…………なるほど、同じことを信じている人間が他ほかにいれば、それは間ま違ちがいじゃないと思えるわけだ。

　人間の集団心理というものだな。

「あんたみたいな子が、陛下のお近くで働くなんてとんでもないっ！　オリヴィア様をこんなに苦しめて、あんたには良心ってものがないの？」

　…………うるさい女だ。

　頼たのむから、いい加減にその良くまわる口を閉じてくれ。でなければ、本気で舌を引っこ抜ぬいてやりたくなる。

　こんなに苛いら々いらしたのは、一体何十年ぶりだろう？

　無意識に流れる怒ど気きに、馬屋の中に残った馬達が落ちつかないように嘶いなないた。




「……………………や…………」

　小さくこぼれたその声に、体中の全神経が集中する。

「いやっ！　私はどこにも行かないっ!!」

　意外なほど大きく、はっきりとしたその言葉に、俺は思わずもたれていた壁かべから背を離し、組んでいた腕うでを解いた。

「約束したのっ！」

　…………フィリス？

「一いつ緒しよにって、約束したっ！」

　どこか脈略の無い言葉に、フィリスを取り囲んだ連中が戸と惑まどった気配がした。

「帰してっ！」

　自分を害する者ばかりに囲まれて、小さな少女のどこにこれだけの強さが隠かくされていたのか。

「そばに、いたいっ！」

　まるで心の底からの悲鳴のような、そんな声。

「私を、ジルの所へ帰してっ!!」




　その瞬間、体中がカッと熱くなって、完全に思考が止まった。

　真っ白になった頭の中で考えるのは、何よりも愛いとしいただ一人のことだけ。

　早く、早く…………あの子をこの腕の中に抱だきしめたい。

　気がつけば、眼下に剣けんを突つきつけられたフィリスが見えた。

　やめろと出したはずの声は、獣けものの咆ほう哮こうのようで……そこでようやく、俺は自分が竜りゆうの姿になっていたことに気がついた。

　なんとか自我を取り戻した俺は、フィリス達の近くに降り立った。

　フィリスを取り囲んでいた馬達がいっせいに逃げ出し、囲いが解かれる。




「ジルっ！」

　俺に向かって駆け出したフィリスを迎むかえるために、竜人の姿に戻って手を伸のばした。

「フィリスっ！」

　指先に触ふれた手を摑つかんで、引き寄せる。

　腕の中におさまる小さな体とその体温に、泣きたくなるほどの安あん堵ど感かんに包まれる。

　互たがいを抱きしめるその腕の強さに縋すがるように、これが現実であることを確かめるように、俺達はただ言葉もなく抱き合っていた。
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　広げられた腕の中に吸い込まれるように、その懐ふところへと飛び込んだ。

　大きな手のひらが背中に回されて、二人の間にあるほんのわずかな隙すき間ますら埋うめるように強く抱き寄せられる。

　また、会えた。

　姿を見て、声を聞くことができた。

　そのことが、言葉では表現できないほどの喜びを私に与あたえてくれる。

　ひとしきり互いに抱きしめ合った後、私達はどちらからともなく体を離はなした。

　夜を切り取ったような黒い瞳ひとみが、泣きそうな顔の私の姿を映し出す。

「フィリス…………」

　囁ささやくような声はどこか熱を帯びていて、頰ほおに添そえられた手に導かれるように目を閉じた。

　ゆっくりと触れられた口付けに、胸が切なく締しめ付けられる。

　まるで麻ま痺ひしたかのようにぼんやりとした思考がはっきりとしたのは、突とつ然ぜん沸わき上がった歓かん声せいのせいだった。

　驚おどろいて周囲を見回すと、いつの間に入ってきたのか、敷しき地ち内は兵士の姿で溢あふれかえっていた。
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　この僅わずかな間に一体何があったのか、私を捕つかまえようとしていた男達のほとんどは兵士に捕まっていて、手を縄なわで縛しばられ地面に座り込んでいた。

　マレイラの騎き士しも同じく縄で縛られていたが、彼には何人かの兵士がつき、体を強く地面に押さえつけられている。

　捕とらえられた人達は一様に呆ぼう然ぜんとした表情で、何が起こったのか分からないといった顔をしていた。

　オリヴィアとエマには縄こそつけられていなかったけど、さっきの私のように数人の兵士から剣を向けられ、囲まれていた。

　怯おびえたように手を取り合っている二人も、状じよう況きようが理解できないで混乱しているようだった。

　兵士達は私達の方を見て、口々に何かを叫さけんでいる。

　色んな声や叫び声のようなものが混ざって、何を言っているのか全く分からない。

　ただ、何故なぜかみんな嬉うれしそうな顔をしていた。

「静まれ！　喜ぶのは後だ！　こいつらを牢ろうに入れるまで、お前達の仕事は終わっていない。気を引き締めよ！」

　轟とどろくような大声に、兵士達は我に返ったように表情を引き締めて、捕らえた男達に視線を戻もどした。

　大声を出したのは、ガントさんだった。

　彼は何人かの兵士に指示を出すと、厳しい表情のまま大おお股またで私達の方へと近づいてきた。




　ガントさんは私達の前まで来ると、膝ひざを折って頭を下げた。

　その姿に一気に冷静になった私は、慌あわててジルから離れようとした。

　こんな大勢の前で竜りゆう王おうであるジルに抱きつくなんて、とんでもないことをしてしまった。

　そんな私の動きは、背中に回されたジルの手によって阻はばまれた。

　不ふ審しんに思ってジルの方を見ると、ジルは私を抱き寄せたまま顔だけをガントさんの方へと向けていた。

「陛下、申し訳ありません。何名か取り逃にがしました」

「…………すまない、俺のせいだな」

「いえ、私の力不足です。追っ手をかけておりますので、ほどなく捕まりましょう」

　口を挟はさむこともできず戸惑う私に、顔を上げたガントさんが柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「マーサはオルグに城に送らせました。ポールは他ほかの者と共に逃げた者を追っていますが、明日にはまた会えるでしょう。ご心配にはおよびません」

　何故私にそんな丁てい寧ねいな言葉を使うのだろう、とか。どうしてポールが追いかけているのかとか。

　色々疑問はあったけど、とにかく二人の無事が分かって、一気に体の力が抜ぬけてしまった。

「捕らえた者達は留置所に送り、後のことは警けい吏りに引き継つげ。アルフレッドと女二人には話がある」

「分かりました。では、すぐに連れてまいります」

　ジルの言葉に、ガントさんはすぐに立ち上がって部下たちの方に戻っていった。

「ジル…………」

　聞きたいことがありすぎて言葉を詰つまらせる私に、ジルは分かっているというように私の頭をポンポンとたたいた。

「すぐに終わらせるから、少しだけ待っていてくれ」

　それに頷うなずきを返し、邪じや魔まにならないように私はジルから離れようとして……また引き寄せられた。

「ジル？」

　ジルは問いかけに答えず、近づいてくる足音の方へと顔を向けた。




　オリヴィア達を伴ともなったガントさんは、少し手前で止まると先ほどと同じように膝を折った。

　オリヴィア達も、後ろから兵士に頭を押さえつけられるようにして、強ごう引いんに跪ひざまずかされた。

「アルフレッド、顔を上げろ」

　感情のこもらない声でジルが告げると、騎士はビクリと肩かたを揺ゆらし、ノロノロと顔を上げた。

　その表情は悲ひ壮そうで、死し刑けい宣告を待つ罪人のようにも見えた。

「何も弁明する必要はない。命令に従うしか能の無い飼い犬の罪は、飼い主に償つぐなってもらおう。ご主人様のお迎えが来るまで、大人しく檻おりの中に入っているがいい」

　淡たん々たんとした口調の中に底冷えのするような冷たさを感じて、驚いてジルを見上げた。

　口元は笑えみをかたどっているのに、目には強い怒いかりが宿っている。

　私に向けられたものではないと分かっているのに、緊きん張ちように体が強こわ張ばるのを抑おさえられなかった。

「…………お、お待ちください！　これは、私の一存でっ！」

「ああ、お前の飼い主はまだお子様なようだから、ちゃんと保護者にも来てもらおう。話の分かる大人が一人は必要だろう」

「っ！　お願いです、どうかっ……」

　身を乗り出そうとした騎士の体を、兵士達が押さえつける。

　その必死な形相に、ジルは口元の笑みすら消して冷たく見下ろした。

「人の頼たのみは聞かないのに、自分の頼みは聞いて欲しいのか？　随ずい分ぶん、都合がいいんだな」

　ジルが軽く手を払はらうしぐさをすると、騎士を押さえつけていた兵士達が立ち上がり、言葉もなく呆然とする騎士を引きずるようにして連れて行った。

「さて、オリヴィア。お前は自分が一体何をしたのか、分かっているのか？」

　溜ため息いきと共に吐はき出された言葉に、今度はオリヴィアが肩を揺らした。

　エマはオリヴィアの隣となりで、頭を下げたまま小刻みに震ふるえている。

「帝てい都とに足を踏ふみ入れることは禁じたはずだ。そのお前が、何故ここにいる？」

「わ、私はっ、私はただっ…………」

　震える声で何かを伝えようとするけど、それらは言葉にはならなかった。

「我が命に背そむき、その上人ひと攫さらいの仲間になるとはな。残念だが、軽い刑けいでは済まないだろう」

　引きつるような小さな悲鳴の後、オリヴィアは顔を上げた。

　怯えたようにジルを見るその目が私の姿を捉とらえた瞬しゆん間かん、一瞬にして憎にくしみに満ちた目で私を睨にらみ付けた。

　私が思わず身を竦すくませるのと、私の肩に置かれていたジルの手がオリヴィアの方へと伸のばされたのはほぼ同時だった。




　突とつ然ぜん、私の目の前で、オリヴィアの体がブクブクと膨ふくれ上がった。

　艶つややかな金茶色の髪かみは縮れてまだらな灰色に染まり、雪のように白い肌はだのあちこちに、水ぶくれのようなものが出てきた。

　鼻も団子のように大きくなり、綺き麗れいな空色の目は濃こい血のような赤に変化した。

「な、なんだっ!?」

「化け物だっ！」

　周りにいた兵士達が驚き、腰こしを抜かしたように座り込む。

　ずっと平静だったガントさんも、思わずといったように目を見開いて身をのけぞらした。

　そのあまりに恐おそろしい姿に、私もとっさにジルの服を摑つかんで握にぎり締しめてしまった。

「な……に…………？　ねえ、なにっ!?　わ、私…………い、いやっ！　いやあぁぁっっ!!」

　オリヴィアは自分の手を見て、次に恐る恐る自らの顔に手をやり、絶ぜつ叫きようした。

　その声も、まるで老ろう婆ばのように嗄かれている。

「……ひっ！　オ、オリヴィア様っ!?」

　我が慢まんできずに許可無く顔を上げたエマは、変わり果てたオリヴィアを見て引きつれたような声をあげた。

「それが、お前の本当の姿だ。どれほど容姿が整っていようと、そんなものは人間の本質にはなんら関係のないものだ。特別にお前の入る牢には、鏡を入れてやろう。なに、三日もすれば見慣れるさ。己おのれの醜しゆう悪あくな姿を、しっかりとその目に焼き付けておくといい……見た目が変わっただけだ、恐れるな。連れて行け」

　ジルの言葉に、ガントさんが気を取り直したように立ち上がってオリヴィアを立たせた。

　それにつられるように兵士達も剣けんを構えなおし、オリヴィアを囲んだ。

　忘れ去られそうになっていたエマは兵士に縋すがるように立ち上がり、捕らえられたのか保護されたのかよく分からない格好でオリヴィア達の後を追った。




「ね、ねえジル、オリヴィア、どうなっちゃったの？」

　オリヴィアの姿が遠くなってから、私はジルにしがみついたまま訊たずねた。

　ジルは大きく息を吐き出して、私の方に向き直った。

　自じ嘲ちようを含ふくんだ顔にはもうさっきまでの冷たさはなくて、強張っていた私の体から力が抜けた。

「ただの幻げん術じゆつだ。しばらくすれば自然にとける」

「…………そ、そうなんだ」

「ほんの少し驚おどろかせて溜りゆう飲いんを下げるだけのつもりだったが……ちょっとやりすぎたかな？」

「…………」

　肩を竦めて苦く笑しようするジルに、私は何も言葉が出てこなかった。

　あれは、ちょっとでは済まないと思うんだけど…………。

「怖こわがらせてすまない。でも、フィリスがいてくれたおかげで、まだ冷静でいられたよ」

　ぎこちなく頷くと、ジルはまた苦笑して、誤ご魔ま化かすように私の頭を荒あらっぽく撫なでた。

「そろそろ帰ろうか。あとはガント達に任せておけばいいだろ」

　そう言って背中を向けたジルは、一瞬の間に器用に私を背中に乗せた。

「ジルっ！　降ろして！」

　慌てる私を、ジルは不思議そうな顔で肩かた越ごしに振ふり返った。

「どうして？　飛んで帰った方が早い」

「どうしてって…………みんな見てるよ？」

　ざっと見回しても、両手以上の人数の兵士達が、まだ遠巻きに私達の方を見ているのだ。

「…………今いま更さら、気にするな。それより、ちゃんと摑つかまってるんだぞ？」

「今更って？　ねえ、ちょっと待っ…………！」

　呼び止める声は、耳元をかすめた翼つばさの音に消されて届かなかった。
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　帰ろうと言ったはずのジルはまっすぐに城には向かわず、私に朝焼けを見せてくれたあの丘おかへと降り立った。

「二人だけで、話がしたいんだ」

　ジルはそう言うと私と向かい合うように立ち、私の手を握った。

　そこから伝わる熱に、私の心臓がうるさく音を立てる。

　真しん剣けんな表情のジルを直視できなくて、つい視線を逸そらしてしまった。

「まず謝らせてくれ。今日のこと、本当にすまなかった」

　思ってもいなかった言葉に、私は驚いて顔をあげた。

　ジルに内ない緒しよで街へ出て、こんなことになったのだ。それを助けてもらったのだから、謝らないといけないのも、お礼を言わないといけないのも、全部私の方なのに。

「どうしてジルが謝るの？」

「……本当は知ってたんだ。奴やつらがフィリスを狙ねらっていることは…………。アルフレッドはオリヴィアを利用して、城内の内通者からフィリスの情報を引き出していた。だから、今日外出することもあらかじめ奴は知っていたんだ。狙ってくるなら、この時しかないと思った。俺達はフィリスを……囮おとりにしたんだ」

　ああ、それで…………。

「じゃあ、オルグさんとポールがあそこにいたのも？」

「二人には護衛と、誘ゆう導どうを頼んでいた。連中が襲おそってきたら、ガント達が網あみを張ってる場所に追い込む作戦だった」

　ジルの話を聞いて、ようやく納なつ得とくできた。

　ポールが仕事だと言っていたのは、そういうことだったのだ。

「……私が今日街へ行くこと、ジルも知ってたの？」

　当然、知っていたのだろう。

　知っていて、それでも私が何も言わないから……だから、ずっと知らない振りをしていてくれたのだ。

「…………すまない」

　どこか苦しげな表情をするジルに、私も苦しくなってしまって…………。

「私の方こそ、ごめんなさい。ジルに内緒で勝手に街に出て……やっぱり、ちゃんと相談した方が良かったよね？」

「フィリス……いや、フィリスにだって、俺には言いにくいこともあるだろう？　それはいいんだ。それに俺は、オリヴィアが帝都に戻もどってきていることも伝えなかった」

「……でも、それは私のために黙だまっていてくれたんでしょう？」

「だが、結局こうして引き合わせて、また辛つらい思いをさせている」

「そんなの、ジルのせいじゃないでしょう？　だから、もう謝らないで？」

　思わず強い語調で言うと、少しだけジルの表情が緩ゆるんでくれた。

　ジルにはジルの考えがあって、私のこともきっとたくさん考えてくれて……。

　守られてばかりいる私がジルを責めるなんて、そんなのおかしいと思うから。

　軽い刑では済まないと言われたオリヴィアが、この先どうなるのか。全く気にならないわけではない。

　ここまでして私を苦しめたいと思うほど憎まれていたのかと思うと、苦しい気持ちと、得体の知れない恐ろしさがこみ上げてくる。

　自分の行いが犯罪なのだと、オリヴィア自身が分かっていたのかどうか、それは分からないけど…………。

　それでも同情はしないし、オリヴィアだって私の同情なんて死んでも欲しくないだろう。

「オリヴィアと会って、辛くないって言ったら、噓うそになるけど……でも、私はもう一人じゃないから」

　どんなに辛いと思うことがあっても、きっとまた前を向いて歩いていける。

　これまでだってそうだった。

「そばにいても、いなくても。私はいつだって、ジルやマーサや、みんなに助けてもらえるから」

　みんなのことを心に思い浮うかべるだけで、強くなれる気がする。そして、優やさしい気持ちになれる。

　頑がん張ばろうって、思えるから。

「だから、大だい丈じよう夫ぶだから」

　こんな言い方で、ジルに私の言いたいことが分かってもらえるだろうか？

　どう言えば、ジルは安心してくれるだろう？

　それ以上言葉が続かない私を、ジルはどこか驚いたように見つめていた。




　…………今なら、素す直なおに言えるかもしれない。

　今日はっきりと分かった自分の気持ちを、今ならジルに伝えられる。

　時間がたてばきっと言いにくくなるし、普ふ段だんの生活の中で気持ちを伝えるだけの勇気を出せるか、自信がない。

　沈ちん黙もくが続く中で、私は思いきって口を開いた。

「あ、あのねっ、ジル、私っ……」

　いきなり裏返ってしまった声が恥はずかしくて、つい視線を落としてしまった。

　でも今やめてしまったら、次はきっと、もっと言いにくくなってしまう。

「私ね、あの人達にどこかに連れて行かれて、もう戻って来られないんだって思った時、すごく怖かったの。ジルに会えなくなることが……もう二度と声も聞けなくなることが、すごく怖かった……」

　ジルは私の話を黙って聞いてくれていたけど、私の手を握にぎる力が、少しだけ強くなった気がした。

「多分私はジルが思っているような人間じゃないし、本当に、ジルに好きになってもらえるようなもの、何も持ってないけど…………でも、私はジルのそばにいたい。いつかジルが私のこと好きじゃなくなっても、私は…………」

　自分の足が震ふるえているのは、緊きん張ちようのせいなのか、それともさっき走りすぎたせいなのか。

　どうにかなってしまったんじゃないかと思うほど、激しくなる心臓の音を抑おさえつけるように、私は大きく息を吸った。




「私は、ジルのことが、好きっ！」




　言葉と一いつ緒しよに、心臓まで口から飛び出してしまったんじゃないかと思った。

　やっと言えたのだという達成感を覚える間もなく、ジルはどう思ったのだろうという不安におそわれて、なかなか顔を上げられない。

「…………フィリス、本当に？」

　ジルの声が、少しだけ震えてるような気がした。

「…………本当は、ずっと好きだった。でも、勇気がなくて……好きになって、好きになってもらえて、それでやっぱり勘かん違ちがいだったって分かったら……そうしたら、もう話すこともできなくなるような気がして……なかなか返事ができなくて、ごめんなさい」

　愛してるって、言ってくれたのに。ずっと中ちゆう途と半はん端ぱに返事を引き延ばして、ジルはどんな気持ちで待っていてくれたのだろう。

　ジルに好きだと伝えた今なら、その気持ちが少しでも分かる気がした。

　ちゃんと顔を見て話そうと俯うつむいていた顔を上げようとした瞬しゆん間かん、ふわりと体が浮いて、ジルに抱だき寄せられた。

「…………勘違いなんて、あり得ない。そんなに簡単な気持ちじゃない。もし信じてもらえないのなら、信じてもらえるまで何度でも伝えるよ」

　ジルはしばらく私を抱きしめた後、少しだけ体を離はなして視線を私に合わせた。

「フィリス、お前を愛してる。俺のそばにいて欲しい」

「うん。私も、あ……愛してる。ずっとそばにいる。ジルが、嫌いやになるまで…………」

　生まれて初めて言葉にする『愛してる』は、とてつもなく恥ずかしかったけど…………ジルが本当に嬉うれしそうに笑うから、だから、頑張って言って良かったと思った。

「じゃあ、一生そばにいてもらえるな」

　そう言って無む邪じや気きに笑うジルに、チクリと胸が痛んだ。

「……いてくれないのか？」

　私の微び妙みような表情の変化を読み取ったのか、ジルが不安そうに聞いてきた。

「もちろん、死ぬまで一生そばにいる！　ジルが、許してくれるのなら……でも…………」

　こんなこと、今言わなくてもいいんじゃないだろうか。

　そう思うけど、無言で先を促うながすジルについ不安を口にしてしまう。

「私は死ぬまでジルと一緒にいられるけど、ジルは…………」

　私はそれで幸せだろう。でも、ジルは？

　人間の一生は竜りゆう族ぞくに比べれば、あまりにも短い。私は、ずっとそばにはいてあげられない。

　初代や二代目の竜りゆう王おう様は、どんな気持ちで花はな嫁よめと寄り添そっていたのだろう。

　…………どうやって、その死を受け入れてきたのだろう。

　それを考えると、辛かった。

「……もしかして、知らないのか？」

「…………何を？」

　ジルは首を傾かしげると、きょとんとした表情で私を見た。

「…………そうか……まあ、敢あえて誰だれも説明しないか」

「…………？」

　ジルはしばらく私の顔を眺ながめた後、ふっと笑った。

「俺の母親なら生きてるよ。時々、城にも顔を出してるし。まあ時々って言っても、数年に一度あるかないかだけど。祖母も生きてる。今は竜の谷で祖父と一緒に暮らしてるよ」

　一瞬、言われた意味がよく分からなかった。

「……えっ？　だって……普ふ通つうの人間なんでしょう？」

　人間は何百年も生きたりしない。

「正確に言えば、人間だった。今は竜族の眷けん属ぞく扱あつかいになっているから、普通の人間とは言い切れないな」

「けんぞく？」

　意味が分からず言葉を繰くり返す私に苦く笑しようして、ジルは曲げていた背中を伸のばした。

「とにかく、フィリスは何も心配しなくていい。詳くわしい話は、また今度ゆっくり教えるよ」

　そう言って、ジルは竜体に姿を変えた。

「時間はいくらでもある。急ぐ必要はない。さあ、城に帰ろう」

　もう少し話を聞きたかった気もするけど、心も体もすっかり疲つかれていた私は、大人しくその言葉に頷うなずいた。
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　バサリ、バサリという規則正しい音が、耳の奥でずっと鳴り響ひびいているようだった。

　子こ守もり唄うたのように心地好よいその音が、パサリと軽い音に変わっていくことに違い和わ感かんを覚える。

　ゆっくりと浮ふ上じようしていく意識と、体を包む柔やわらかな感かん触しよくに目を開いた。




「おはよう、フィリス」

　聞きなれた心地ここちいい声に顔を横に向けると、柔らかな笑えみを浮かべたジルがベッドの端はしに腰こし掛かけて私を見ていた。

　手には紙の束を持っていて、さっき耳に届いた音は多分その紙をめくる音だったのだろう。

「…………ここは？」

　ここがジルの部屋であることは分かるんだけど、一体いつの間に…………？

　私は自分の記き憶おくをたどってみた。

　城に戻もどるためにジルの背中に乗ったところまでは、覚えている。

　でも、どこからか記憶が完全に途と絶だえてしまっていた。

「覚えてないか？　途と中ちゆう、俺の背中で寝ねてしまったんだ。驚おどろいたよ、まさか空を飛んでる途中で眠ねむるなんてな」

　楽しそうなジルの言葉に、私は申し訳ないような恥ずかしいような、とにかくいたたまれないような気がして何も言えなかった。

　いつの間に眠ってしまったのか、全く分からない。

「無理もない。昨日はあれだけ走り回ったんだし、色々あったしな」

「ご、ごめんなさい」

　あれから、どれほどの時間が経たっているのか。部屋の中は随ずい分ぶんと明るいようだけど……。

「私、ずっと寝てたの？　マーサは？　ポールはちゃんと帰って来た？」

　今がもう朝なのだと気がついた途と端たん、焦あせった私は頭の中をよぎった疑問を次々に口に出した。

「ポールは昨日の夜よる遅おそくに帰って来たよ。まだ寝てるんじゃないかな。マーサはさすがに疲れただろうから、今日もう一日休みを取らせた。フィリスも今日は休むと伝えてあるから。一応、体調不良ってことにしてある」

「…………よかった。ありがとう、ジル」

　ほっとしてお礼を言うと、ジルは頷いて書類の束を脇わきに置き、サイドテーブルに置かれた水差しからコップに水をそそいでくれた。

　日常にありふれているはずの動作なのに、洗練された優美な動きに思えてつい見とれてしまう。

「ぼんやりして、大だい丈じよう夫ぶか？　ちょっと寝すぎたかも知れないな。どこか辛つらい所はないか？」

　そんな私をどう思ったのか、ジルが心配そうに私を覗のぞき込んだ。

　近づく距きよ離りに、緊張してドキドキしてしまう。

「だ、大丈夫！　どこも何ともないから」

　赤くなった顔を誤ご魔ま化かすように、私は急いでコップを受け取って水を飲み干した。

「そうか？　それならいいんだが……」

　それでもまだ心配そうにしながら、ジルは空になったコップを受け取ってサイドテーブルに戻した。

「このまま一いつ緒しよにいたいけど、ちょっと仕事を済ませて来るよ。マーサを呼んでるから、ここで待っていてくれないか？　色々、相談しないといけないこともあるから」

　一緒にいたいなんて言われてすごく嬉しいのに、すごく照れくさい。ジルは恥はずかしくないのだろうか？

「う、うん、そうする」

　ジルは私の返事に嬉しそうに頷き、頭を撫なでてくれた。

　その時、コンコンと控ひかえめにドアがノックされた。

「陛下、お呼びしていた者が参りました」

「入れてやってくれ」

　ジルの言葉に、部屋の扉とびらが開いた。

　中に入ってきたマーサは、休みだと聞いていたのに何故なぜか侍じ女じよの服を身に着けていた。

「じゃあ、二人でゆっくりしていてくれ。マーサ、フィリスを頼たのむ」

　ジルの言葉に、マーサは型通りの礼を返した。

　ジルは最後に私の頭をもう一度撫でると、ベッドの上に置いていた書類を手に取り、部屋を出て行った。

　バタンと扉が閉まると、マーサは私の方を見て少しだけ目を潤うるませた。

「フィリス、無事で良かった。あれからオルグに事情を聞いて、ジルが一緒にいるなら絶対大丈夫だって信じてたけど……」

　私は急いでベッドから降りて、マーサに駆かけ寄った。

「マーサ……。マーサも、本当に何もなくて良かった。昨日はごめんなさい、私のせいであんな目にあわせてしまって…………」

「私こそ、私の方が、もっとしっかりしなきゃいけなかったのに」

「そんなっ！　ジルに注意されていたのに、私がそれを忘れていたから」

「フィリスは今までそういう世界で生きてこなかったから。私は城勤めも長いし……配はい慮りよが足りなかったって反省してる」

「マーサは悪くない、私がもっと…………」

　言い返そうとして言葉が思いつかなくなって、私とマーサはしばらく黙だまり込んだ後、苦笑しあった。

「どっちが悪いかで張り合っても仕方ないわよね。お互たがいに、これからはもっと注意していきましょうってことで」

「うん……そうだね」

　それから気が抜ぬけたように二人で笑いあった後、マーサは私の頭から足へと視線を流した。

「食事の前に、すっきりしましょうか。着き替がえも持ってきたし、先に湯ゆ浴あみをしましょう」

　そう言って湯ゆ殿どのへと足を向けるマーサの後を追うと、マーサは唐とう突とつに扉の前で立ち止まった。

「……もしかして、ジルが準備しておいてくれたのかしら？」

　どうしたのかとマーサの後ろから覗き込むと、暖かい湯気が顔にあたった。

　お湯は丁度いい温度で、熱くもなくぬるくもない。ジルは、一体いつお湯を準備してくれていたのだろう？

　私がいつ起きるのかも、分からないのに。

「これも魔ま術じゆつなのかな？」

　首をかしげながら手にお湯をすくって匂においをかいでみる私の頭を、マーサが洗ってくれている。

「……魔術に匂いはないんじゃない？」

　…………確かに。

「ねえマーサ、今日はお休みなんじゃなかったの？」

　やっぱり今日も私一人がお湯に入れられてしまった。せっかくの休みなのに、私の世話なんかして疲れないだろうか？

　一応一人で入れると言ってみたけど、マーサは笑ってかわしてしまい、取り合ってくれなかった。

「休みよ？　どうして？」

「だって、服…………」

「ああ、これ？　一応ね。陛下のお部屋に入るのに、いくらなんでも私服ではまずいでしょ？……でも、フィリスは大丈夫だから」

　思いっきり私服だった私はまずいと思ったけど、それを言葉に出す前にマーサが私を見てニヤリと笑った。

「あなたは特別。今朝から噂うわさになってるわよ？」

「噂って？」

「陛下にとうとう花はな嫁よめが現れたって。昨日、みんなの前で……その、ほら、あれよ！」

　昨日、みんなの前で？　？

「マーサ、顔赤いよ？」

「だ、だから、みんなのいる前で、キスしたんでしょう？　その…………」

　そこまで言われて、私はようやくマーサが何のことを言っているのか理解した。

　確かに、した。あの大勢の前で……。

「ど、どうしよう、マーサ…………」

　昨日はそんな事考える余よ裕ゆうもなかったけど、冷静になればなんて大だい胆たんな真似まねをしてしまったのかと思う。もう恥ずかしすぎて、外を歩けそうにない。

　それに、大おお事ごとになってしまったんじゃないだろうかと怖こわくもなった。

「どうもこうも、堂々としてるしかないんじゃない？…………覚かく悟ご、決めたんでしょう？」

「それは、そうなんだけど……」

　私なんかが竜りゆう王おう様の花嫁になってもいいのか、とか、本当に私も幸せになれるのか、とか。

　今だって、不安な気持ちは変わらない。

　でも、それ以上にジルのそばにいたい気持ちの方が、ずっと強いから。

　ただやっぱりそれはそれ、これはこれで……。

「大丈夫よ。心配なことは、何でもジルに相談しなさい。私も話くらい聞けるし、私以外にもあなたの味方はたくさんいるから」

「マーサ…………ありがとう」

　心強い言葉に、私は心からお礼を言った。

「マーサも、何かあったら話してね！　あんまり頼たよりにならないかも知れないけど、私も、マーサを助けたいから」

　私を支えてくれる人を、私も支えたい。

　手を引かれて歩くだけじゃなくて、ちゃんと隣となりを歩きたいから。

「フィリスは十分頼りになるわよ。私も、何かあったら相談させてもらうわね？　さ、そろそろ出なさい。のぼせるといけないから」

「うん」




　湯浴みが終わると、マーサが手早く食事の用意をしてくれた。

　マーサが持ってきた台車には折りたたみ式の簡易テーブルがのせられていて、それを広げてお皿を並べた。

　昨日のお昼からろくに食べていなかったせいか、おいしそうな食事の香かおりにお腹なかが大きな音を出して、マーサに笑われてしまった。

　食事をしながら、お互いに昨日別れてからのことを報告しあった。

　マーサはオルグさんに守られながら城に戻もどり、今回の事の詳しよう細さいを聞いたということだった。

　私も、あれからオリヴィアやマレイラの騎き士しに会ったことや、マレイラに連れて行かれそうになったことを話した。

　そこからジルが助けに来てくれた後のことはちょっと恥ずかしくて、かなり省略して話したけど……。

「ほんと嫌いやな奴やつ！　王子が聞いてあきれるわね。しかも、王位継けい承しよう者なんでしょう？　マレイラの人達が可哀かわい想そう」

　食後のお茶を淹いれながら、マーサはそう言って声を荒あららげた。

「もっとも、もう王になんてなれないでしょうけどね」

「……どうして？」

「こんな不ふ祥しよう事じを起こしちゃったら、そりゃね。まあ、今までにも似たようなことはしていたのかも知れないけど、今回は相手が悪かったわ。陛下を怒おこらせたんだもの、ただでは済まないわよ」

「うん、そうだよね…………」

　もし今回のことが原因で、エルフリード王子が王位を継承できないのだとしたら…………。

　申し訳ないとは思わないけど、人の人生を大きく変える出来事に自分が関かかわってしまったということが、私を落ち着かない気分にさせた。

「そんな顔しないの。自じ業ごう自じ得とくよ！　当然の報むくいよ！」

「それは、私もそうは思うんだけど……。ただ私に会わなければ、こんなこともなかったのかなって…………」

　オリヴィアだって私に会わなければ、同じ場所に生まれ落ちたのでなければ、もう少し違ちがう人生になっていたのだろうか。

　そんなことを、つい考えてしまう。

「人はみんな、誰だれかと関わりあって生きているんだもの。お互いに良い影えい響きようを与あたえる場合もあれば、そうしようと思ってなくても悪い影響を与える場合もある。少なくとも私はあなたに会えて良かったし、当然ジルもそう思ってると思うわよ？」

　私はマーサの言葉を何度か頭の中で繰くり返して、頷うなずいた。

「うん……うん、そうだね。私も、マーサに会えて良かった」

　私もオリヴィアがいなければ、もしかしたらもっと幸せに暮らせていたのかも知れない。

　でもオリヴィアがいなければ、私はジルにもマーサにも出会えなかった。

「…………なんか、不思議だね」

　マーサは私の言葉に少しだけ首をかしげていたけど。

「だから、面おも白しろいのよ」

　そう言って、笑った。
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　城についた頃ころには、既すでに日は完全に落ちていた。

　本当ならもう少し早く帰れるはずだったが、背中に感じる体温が心地ここち好よくてつい遠回りをしてしまった。

　途と中ちゆうフィリスが完全に寝ねてしまった時はさすがに驚おどろいたが、慣れない空の上で眠ねむれるほど俺を信しん頼らいしてくれているのかと思うと嬉うれしかった。

　それほど、疲つかれていたというのもあるだろうけど…………。

　今日は、本当に色々あったのだ。

　朝早くから歩き回り、全力疾しつ走そうで街を駆かけ回った。

　変な男達に追い回されたり、誘ゆう拐かいされそうになったり……。とにかく酷ひどい一日だったと言っていいだろう。

　そんなフィリスに同情しながらもつい顔が緩ゆるんでしまうのは、さっきのフィリスの告白のせいだ。

　フィリスは俺の事を好きだと言ってくれた。ずっと、そばにいてくれると…………。

　嬉しかった。本当に…………。

　今なら死んでも悔くいはないと、一いつ瞬しゆんそんな馬ば鹿かなことを思うくらい、喜びに体中が満たされた。

　愛する者に愛されるという幸運を、誰かに感謝したくて仕方がない。




「フィリス、起きられるか？」

　人型に戻った俺は、腕うでの中で眠るフィリスにそっと声をかけた。

　起きてその目に俺を映して欲しいという気持ちと、このまま腕の中に囲い込んでいたい気持ちが俺を迷わせる。

　しばらくフィリスを見ていたが、眠りが深いのか身じろぎ一つしない様子に起こすのは諦あきらめることにした。

　こんなによく眠っているのだから、無理に起こしては可哀想だ。

「さて、どうするかな…………」

　普ふ段だんであればフィリスの部屋に連れて行くのだが、城にはまだオリヴィアの信しん奉ぽう者しやが残っている。

　オリヴィアが捕つかまり、フィリスが無事に戻って来たことが分かれば、何をやらかすか分かったものではない。

　となれば自分の部屋に連れて行った方が安全だし、自室なら仕事をしながらでもフィリスのそばにいてやれる。

　以前と同じように布でフィリスを隠かくそうかと思って…………やめた。

　まだ城には戻っていないだろうが、ガントの部下達が戻ればフィリスのことはすぐ噂になる。

　あれだけ大勢の目もく撃げき者しやがいるのだから、今いま更さら口外するなと言っても無理な話だ。

　それに、フィリスは俺の気持ちを受け入れてくれたのだから、もう誰にも隠す必要などないのだ。

　緩んだ顔を引き締しめて、俺は自室へと向かった。

　途中すれ違う者達が頭を下げるのも忘れて驚くのを無視して自室に行き、やはり驚いて敬礼もしない衛兵に声をかける。

「コンラートを呼んでくれ。今日の分の仕事も一いつ緒しよに持ってくるように」

　あんぐりと口を開いていた衛兵は、慌あわてて敬礼すると廊ろう下かを走り去っていった。

　そんなに急ぐ用でもないのだが、よほど慌てたのだろう。廊下の角を曲がりきれず、ガチャンと肩かた当てが壁かべにぶつかる音がした。

　そんな同どう僚りようの姿に仕事を思い出したのか、もう一人の衛兵は忘れていた敬礼をすると部屋の扉とびらを開けた。

　部屋に入り、大きなベッドの上にフィリスをそっと降ろす。

　風邪かぜを引かないように布ふ団とんをかけても、まったく起きる気配がない。

　幼さの残る顔を眺ながめながら、フィリスの言葉を思い出した。




『そばにいても、いなくても。私はいつだって、ジルやマーサや、みんなに助けてもらえるから』




　フィリスは、確かにそう言った。

　この子は、ちゃんと分かっているのだ。

　自分に寄り添そう気持ちが、目に見えないそれが確かにそこにあることを。そしてそれに自分の心を添わせることで、自分が強くなれることを。

　フィリスは、本当にすごい。

　誰もが持つ力、そして誰もが忘れがちな力を、大切にしてる。

　そんなフィリスを、ずっと見ていたい。これからも、ずっと…………。




　それからしばらくして、ノックの音がした。

　俺はフィリスを起こさないように自分でドアを開けると、コンラートを招き入れて口元に手を当てた。

　防音の魔ま術じゆつを施ほどこしてから、黙だまっていたコンラートに声をかけた。

「疲れて寝てるんだ。起こしたくない」

　コンラートはちらりとベッドに視線を向けると、納なつ得とくしたように頷いた。

「お二人ともご無事でなによりです。こちらの方は、特に何も問題はありませんでした。一応仕事もお持ちしましたが、明日でも大だい丈じよう夫ぶです」

「そうか。マーサに、フィリスは無事に戻ったと伝えてくれ。心配しているだろうからな。それと、もう一日休きゆう暇かをやってくれ」

　こんな散々な休暇では、仕事をするよりも疲れただろう。

「わかりました。彼女ももう一日お休みにしますか？」

「ああ、そうだな…………」

　歯切れの悪い俺に、コンラートは問うように首を傾かしげた。

　オリヴィアの信奉者達は早々に追い出すとしても、俺とのことが広まれば、仕事を続けるのは難しいだろう。

　フィリスが平気でも、竜りゆう王おうの花はな嫁よめと一緒に働くというのは他ほかの者が辛つらいだろう。

　俺は気にしないが、体面というものもある。

　今の仕事が好きなフィリスには悪いとは思うが…………。

「コンラート」

　宰さい相しようであるコンラートには、すぐに伝えておいた方がいい。

　決めなくてはいけないこと、やらなくてはいけないことが、とにかく沢たく山さんあるのだから。

　そう思うものの、改めて他人に言うのはどうにも気き恥はずかしいものだ。

「その……フィリスの後任を探しておいてもらえるか？」

「後任を？　仕事場を替えられるのですか？　何か問題でも？」

　真ま面じ目めに聞かれると余計答え辛づらい。

　しかし、言わなくては。コンラートにさえ言っておけば、他の連中にはうまく伝えてくれるだろう。

「今日、プロポーズの返事をもらえたんだ。その…………いい返事だったから。仕事は、多分続けさせてやれないと思う。お前やガントにも色々心配かけたが、そういうことだから」

　少しだけ早口になった俺を不ふ審しんそうに見ていたコンラートは、ポカンと目と口を開けて黙り込んだ。

「コンラート？」

　頭の回転の速いこいつにしては珍めずらしい。

　そう思って声をかけると、コンラートははっとしたように正気に戻もどり、手に持っていた書類をばさばさと取り落とした。

「へ、陛下、それは本当ですか!?」

「あ、ああ。そんなことでお前に噓うそついても意味ないだろう？」

「それは、そうですが…………」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていたコンラートは、次し第だいに目を潤うるませて肩を震ふるわせた。

「おい、どうした？　大丈夫か？」

「申し訳ありません、嬉しくてつい……。正直申し上げて、いずれは、と思っておりました。彼女が現れてから、私やガントがどれほど安心したことか。ですが彼女はまだ幼く、陛下も女心には鈍にぶいので、くっつくのはまだ何年か先になるだろうと思っていました」

　興奮して地が出たのか、さりげなく失礼なことを言いだした。

　鈍いだろうか？　鋭するどい方とは思わないが。

「それが、こんなに早く…………と、とにかく、おめでとうございます、陛下！　ああ、こうしてはいられませんね！　今後のことで議題をまとめないといけませんので、これで失礼致いたします」

　珍しく感情をあらわにしたコンラートは、一気に言い切ると慌あわただしく部屋を出て行った。

「防音しておいてよかった。コンラートのやつ、大丈夫なのか？」

　あの生き真面目な男が取り落とした書類のことも忘れて……。それほど、これまで心配をかけてきたということだろうか。

　俺は散らばった書類を集めて、フィリスのもとに戻った。

　コンラートの様子に、気恥ずかしいと思っていたのもどこかに吹ふき飛んでしまった。

　明日には、少し頭が冷えていてくれるといいのだが。




　フィリスは結局そのまま朝まで眠ねむり続けた。

　声が聞けないのは寂さびしかったが、飽あきることなく安らかな寝ね顔がおを見つめ続けた。

　身じろぎし、寝返りが多くなり、眠りがようやく浅くなる頃ころ、俺は思いついて浴よく槽そうに湯を張った。

　いつ入ってもいいように、湯が冷めないよう魔術を施しておく。

　きっと起きたらお腹なかも空すいているだろう。

　衛兵に伝言を頼たのんで、マーサに朝食を運んでもらうことにした。

　休みのところ悪いとは思うが、きっと昨日の今日でマーサもフィリスに会いたいと思っているだろう。

　丁度いいから、そのまま部屋にいてもらってその間に仕事を片付けてくるか……。

　ガントから昨日の報告も受けたいし、今後フィリスの待たい遇ぐうをどうするのか、公式の発表はいつ行うのか。

　フィリスに相談する前に、大まかな方針だけでもまとめておきたい。




「ごめんな、フィリス」

　夢と現うつつの間をさ迷うフィリスに、聞こえるか聞こえないかの声でそっと囁ささやく。

　起きてる時に言えば、きっと気にしなくていいと笑ってくれるだろうけど……。

　人としての生を奪うばってしまうこと。

　竜りゆうの王を縛しばる楔くさびとしての重い役目を負わせてしまうこと。

　普ふ通つうならしなくていい苦労も、辛い事も、悩なやみ苦しむこともあるだろう。

　それでも、きっと幸せにする。

　長い長い時間の中で、ほんの一いつ瞬しゆんでも長く笑え顔がおでいられるように。

　だから…………。

「頼むから、離はなれないでくれよ？」

　自分でも無意識に口からこぼれ出た言葉に、苦く笑しようする。

「本当に、フィリスはすごいよ」

　まだ子供で、こんなに小さくて、無力に見えるのに。竜であるこの俺に、恐きよう怖ふという感情を持たせるなんて。

　俺はふっと息を吐はいて、書類を手にベッドに腰こし掛かけた。すでに一通り目は通してあるが、気を紛まぎらわせるようにパラパラと紙をめくってみる。

　しばらくそうしていると、フィリスが起きる気配がして後ろを振ふり返った。

　うっすらと開いた綺き麗れいな緑の瞳ひとみに早く自分を映して欲しくて、声をかける。

「おはよう、フィリス」

　思い通りこちらを向いてくれたフィリスの意識が自分へと向けられたことに、心臓がうるさく音を立てた。




　こんなささいなことに、これからもずっと振り回されるのだろう。

　…………それも悪くない。

　それはきっと、幸福なことなのだから。
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　竜王ジークベルトが花嫁を迎むかえたのは、柔やわらかな日差しが大地に降り注ぐある春の日のことだった。

　その日エストアの帝てい都とには大陸の内外からあふれるほどの人が集まり、儀ぎ式しきの間には証人としてエストアを宗そう主しゆ国とする六カ国の王たちが顔を揃そろえていた。

　エストアの建国からようやく二度目となるこの儀式に、誰だれもが緊きん張ちようと興奮を抑おさえきれない様子だった。




　その中でも一番緊張しているのは、きっと私だと思う。

　夜が明ける前に目が覚めて、それからずっと胸がドキドキしていた。

　そわそわして落ち着かなくて、教えられた手順を何度も頭の中で繰くり返す。

「フィリス、大だい丈じよう夫ぶ？　顔色が悪いわよ？」

　マーサの言葉に、コクコクと頷うなずく。

「息をすって……吐いて……。はい、水も飲んでね」

　言われた通りに深呼吸をして、カラカラになった喉のどを潤うるおすために水を飲む。このやりとりも、朝から何度繰り返したか……。

「大丈夫だって！　宰相様がエスコートして下さるし、陛下もいらっしゃるんだから。他ほかはみんなじゃがいもだと思いなさい」

　そう言って励はげましてくれるのは、二年前からマーサと一いつ緒しよに私付きの侍じ女じよになってくれたリリィナだ。

　私が竜王の花嫁になることが決まってから、私には侍女や護衛がつけられることになった。

　その時、私があまり気を遣つかわずにすむようにと、ジルがマーサとリリィナを選んでくれたのだ。

　護衛役にはポールやオルグさんがついてくれたけど、私は一人で城の外に出歩く機会もないので、大たい抵てい二人はガントさんと一緒に仕事をしている。

　ポールが厨ちゆう房ぼうで働いていたのは、私を守るためだったと教えられた時は本当に驚おどろいた。

　黙だまっていたことをポールやガントさんにずいぶん謝られたけど、何かと助けてもらったのは私の方なのだから、もちろん許すも何もない。

　今ではお互たがい何も隠かくす必要がなくなって、ポールとは以前よりも打ち解けられている気がする。




　気持ちを落ち着けようと取り留めのないことを考えていると、遠えん慮りよがちにドアがノックされた。

「フィリス様、準備の方はいかがでしょうか？　そろそろ開始の時刻ですが……」

「は、はい、大丈夫です」

　緊張を誤ご魔ま化かすように少し大きめの声で答えると、部屋の扉とびらが開いて宰さい相しよう様が顔を見せた。

　相変わらず甘い顔立ちをした彼は、私を見ると一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見張り、すぐに嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「素す晴ばらしい！　きっと、陛下もお喜びになるでしょう。さあ、行きましょうか」

　そう言って、私が通りやすいように道をあけてくれた。

「フィリス、じゃがいもよ！　じゃがいもだと思いなさい！」

「頑がん張ばってね！」

　廊ろう下かの外まで見送ってくれた二人に大丈夫だというように頷くと、宰相様がこらえ切れないというように噴ふき出した。

「くっ……す、すいません……じゃがいもというのは、いくらなんでも……ぷっ…………いえ、構いませんとも。それで少しでも気が落ち着くのなら、じゃがいもだろうとかぼちゃだろうと」

　ひとしきり笑った後、宰相様は深呼吸をして表情を戻もどした。

　……そんなに面おも白しろかっただろうか？

「では、参りましょうか」

「はい、お願いします」

　私はマーサと、笑われて少しだけ不満げなリリィナに手を振って、歩き出した宰相様の後を歩いた。




　儀式は、城の一番大きな広間で行われる。

　そこへと向かう廊下には正装した兵士たちが整然と並び、少しの油断もなく周囲に目を光らせている。

　二人分の足音だけが聞こえる中、心臓の音がやけに大きく聞こえた。

「…………大丈夫ですよ。きっと、じゃがいも程度にしか見えなくなります」

　前を向いたまま呟つぶやいた宰相様の言葉に問い返す間もなく、儀式の間の扉がゆっくりと押し開かれる。




　……まるで、心臓を射い貫ぬかれたような気がした。

　部屋の左右に並んだ椅い子すに腰掛けた人々は、みんな豪ごう奢しやな衣い装しようを身にまとっていた。

　気品に満ちた彼らの姿が、まるで色とりどりの置物にしか見えないほど……部屋の奥に一人立つジルの姿に意識ごと引き寄せられる。

　竜体を思わせる黒い服。肩かたには白いマントがつけられ、所々に金の飾かざり紐ひもが飾られていた。

　正装とはいえ質素に見えるのに、驚くほどジルによく似合っている。

　室内の厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きが、ジルをどこか神秘的なものに見せていた。

　ジルは私達が入ると、ほんの僅わずかだけ目を見開いて、少しだけ笑みを浮うかべた。

「ほら、行きますよ」

　小さな声で囁かれて我に返った私は、慌あわててジルから視線を外して宰相様の後ろを歩いた。

　ジルの少し手前で止まった私達は、その場で深く跪ひざまずく。

　フワリとした純白のドレスが、足元いっぱいに広がった。

「竜りゆう王おう陛下。お約束の通り、人間の花はな嫁よめをお連れ致いたしました。これからも、我らを導く王となって頂けますでしょうか」

　宰相様の声が、シンとした部屋の中に響ひびき渡わたる。

　呼吸すらためらうような、張り詰つめた空気が室内を満たしていた。

「今一度問う。異なる種族を王とするのは、自し然ぜんの摂せつ理りに背そむくもの。真の繁はん栄えいを求めるのなら、己おのれの足で立つべきだ。それを分かった上でなお、我を求めるのか」

　ジルは意見を求めるように、室内を見回した。

　しばらくの間どこからも声があがらないのを確かく認にんした後、宰相様がもう一度言葉をかけた。

「異論のある者はおりません。盟約の継けい続ぞくが、我らの総意です」

　コツリと足音を立てて、ジルが私の前に立った。

　差し出された手に条件反射のように手を重ねると、強い力で引き上げられる。

　ジルは私に微笑むと、肩を抱だき寄せた。

「盟約は守られた。お前たちが望む間、いましばらく留とどまるとしよう」

　凜りんとした声が響いた瞬しゆん間かん、室内の空気が一いつ瞬しゆんで緩ゆるまるのが分かった。




　ジルに手を引かれて、ゆっくりと来た道を戻る。

　部屋を出ると、非常時にしか鳴らされないという城の鐘かねが大きく鳴り響いた。

　儀式が終わったことを、城の外に集まった人々に伝えるためだ。

　大きな音に足を止めた私を、ジルが振り返った。

「…………綺麗だ。よく似合ってる」

　優やさしく微笑みながら、頭にのせられた花はな冠かんむりにふれられる。

「ありがとう。やっと、終わったね」

　無事に儀式が終わって、本当にほっとした。

「それは、違ちがう」

　意外そうに言うジルに、この後まだ何かやることがあっただろうかと首を傾かしげた。

　確か儀式はこれで終わりで、夜の祝しゆく宴えんまでは特に何もなかったと思うけど……。




「これから、また始まるんだ」




　そう言った時のジルの誇ほこらしげな顔を、私はきっと一生覚えているのだろう。

　そして、こんなふとした瞬間に、私は何度でもジルを好きになる。

　これまでも、これからもずっと…………。




　鐘の音に重なって、頭上から聞いた事のある鳴き声が聞こえてきた。

　驚いて見上げると、黒い影かげがいくつも空を飛び交かっていた。

「ジーク、あれってもしかして…………」

　二年前から、人間の姿をとっていない時はジークと呼んで欲しいと言われていた。

　この呼び方に慣れるまでずいぶん時間がかかってしまって、マーサに呆あきれた顔をされたのも、既すでに懐なつかしい思い出になっている。

「ああ、祝いに来てくれたみたいだな」

　竜りゆう族ぞくはめったに人前に姿を現さない。そんな彼らがこの特別な日に帝てい都との上空に現れたことで、城の外に集まっているのだろう群衆から一ひと際きわ大きな歓かん声せいが上がった。

「あっ……」

　空からふわりと落ちてきたピンク色の花びらは次し第だいに数を増やし、粉雪のように帝都へと降り注いだ。

　それらは地面にふれる直前に、幻まぼろしのように消えていく。

　その美しい、けれど不思議な光景にぼんやりと見とれていると、ジルが私の肩を摑つかんで耳元に顔を近づけた。

「………………………………」

　そうして私にしか聞こえないほど小さな声で囁ささやかれた言葉に、胸が痛いくらい苦しくなって……気がつけば、涙なみだが頰ほおを伝っていた。

「私も、あなたをずっと…………」

　人生二度目となるはずのその言葉は、重なった唇くちびるへと消えていった。







　これからも、辛つらいことはきっとある。

　それでもあなたの傍そばにいられたら、私は誰だれよりも幸せだから。




　どうか、ずっとずっと、一いつ緒しよにいられますように…………。
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　あとがき







　こんにちは、徒然つれづれです。

『盟約の花はな嫁よめ２』をお手に取って頂き、ありがとうございます。

　数年前にこの話を書き始めた頃ころは、まさか本という形で世に送り出せるとは、想像もしていませんでした。

　昔から小説を読むのは大好きでしたが、一人空想の中で話を考えるのも大好きでした。

　ここ数年で誰だれでも簡単にｗｅｂに小説を投とう稿こうできるようになり、ネットに溢あふれるたくさんの話を読んでいるうちに、「自分の考えた話も誰かと共有してみたい」と考えたのが、本作を書き出したきっかけでした。




　包容力があって優しいヒーローに見守られ、成長していく精神的に未熟な幼いヒロイン。

　そしてやっぱりファンタジー、ファンタジーといえば竜りゆう！

　ということで生まれたのが、この作品です。




　書きあがってみると本当に『王道』だなという感じがしましたが、自分なりに納なつ得とくできる話にはなったので、多分私自身の好みが『王道』なんだと思います。




　最後に、本作を出版するにあたりご尽じん力りよく頂いた方々に、心からお礼申し上げます。

　イラストレーターの池いけ上がみ紗さ京きよう様。

　とても綺き麗れいなイラストを描えがいて頂き、本当にありがとうございました。




　細部にわたり助言を下さったご担当者様、ご指導ありがとうございました。

　自分では気付けなかったところを数多くご指し摘てき頂き、とても勉強になりました。




　そして、この作品を読んで下さった読者様に、心から感謝致いたします。

　ふとした時に、そういえばこんな話があったな、と思い出して頂ければ幸いです。








徒然　　


















カバー・口絵・本文イラスト／池上紗京

デザイン／BELL'S










盟めい約やくの花はな嫁よめ２








徒然つれづれ
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